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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一　其は人に造られし虚こ空くうの大地







　少女は、悲鳴を上げたつもりだった。

　だがそれは、かすれた吐と息いきにしか聞こえなかった。

　部屋の隅すみに身をちぢめ、おびえたまなざしであたりを見回す。殺風景なコンクリートの部屋。自分を見つめる男たちの目、目、目……

　男たちが自分に何をするつもりかは想像がつく。決して考えたくはない、明確な答え。

　──わたしはもう子供じゃない！──

　一週間ほど前。親に向かって吐はいた言葉がふと唐とう突とつに、頭の奥に蘇よみがえる。

　ありきたりな、反はん抗こうの言葉。

　目の前の男たちなら賛同してくれるだろう。なにしろ男たちは自分を、子供ではなく、女、として見ているのだろうから。

　反抗期、のひとことで済まされてしまうほど、ありきたりな親への反抗。そしてありきたりな家出。

　知人のねぐらを渡わたり歩き、ちょっとハンサムな親切めかした男の口車に乗って──それがこの結末だった。

　おフイク話シヨンの中ではありきたりな展開。ジャンルがアクションならば間かん一いつ髪ぱつで助けが来るだろうし、ポルノならばいわずもがな。しかし実際に自分がそういう境きよう遇ぐうに陥おちいってみれば、さすがにすべてを、ありきたり、のひとことで済ませる気にはなれなかった。

「約束通り」

　彼女に声をかけてきたヤサ男が言う。甘い笑え顔がおで優やさしい言葉をかけられたなら、運命の出会い、などという言葉をつい信じてみたくなる女もいるだろう。その程度には整った顔立ちが、今は下げ卑びた笑みに歪ゆがんでいる。

「世話してやるよ。たぁぁぁぁっぷりとな」

　ひぃ。

　おびえた呻うめきが、自分の口から漏もれるのを、少女は聞いた。

「恐こわくて声も出せないか。けどすぐに、悲鳴上げさせてやるよ。

　心配するな。どれだけ上げたって、外には少ぉしも聞こえないから」

　自分が連れ込まれたビルが何なのか、少女にも、大体見当はついていた。

　いつの時代、どんな場所にでも、悪党、と呼ばれる人種が絶えたためしはない。現にここにも、そういった連中が集まった小さな組織が小さなビルに居座って、いろいろなことをやっている。

　──その『いろいろなこと』の一いつ環かんには、当然、ポルノ画像の販はん売ばいやら売春やらも含ふくまれるのだが──

　あそこには近寄るな。

　そう言われていた小こ汚ぎたないビルの中に、今、自分はいる。

　ろくでもない男どもに囲まれて。

　窓はなく、ドアは一つだけ。おそらく前から、こういったことがくり返されてきたのだろう。部屋にはいやな異い臭しゆうが立ちこめている。

「……カメラの奴やつ、まだ来ねえのか」

　ろくでなしの一人が、ドアの方に目をやって言う。殺風景な部屋にお似合いの、うす汚よごれた鉄のドア。

　カメラ、という言葉に、少女がぴくりと身をこわばらせる。

「あいつが来ねぇと、はじめられねえじゃねえか」

「何油売ってやがんだ？」

「ちょっと俺、呼んでくるわ」

　気をきかせたつもりか、それとも単に早くはじめたいだけか、男の一人がドアを開け──

　その場で、立ちつくす。

　異変を感じ取り、他の男たちもそちらに視線を送る。

　かれらの目の前で、戸口の男は、くた、とうつぶせに頽くずおれた。

「おい!?」

　別の男の呼びかけに、倒たおれた男は答えない。

　──誰だれかが助けに来てくれた!?──

　少女の胸を、刹せつ那なそんな期待がよぎる。

　だが。

　倒れた男をのそりとまたぎ、部屋の中に入ってきたのは、颯さつ爽そうと現れたヒーローと呼ぶには、あまりふさわしい姿をしてはいなかった。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　男たちの喉のどが悲鳴をほとばしらせる。

　しかしどれだけ悲鳴を上げたところで、外には少しも聞こえない。

　ここは、そういう場所なのだから。

　悲鳴を上げ、パニックに陥り、抵てい抗こうし、逃げようとした男たちが全員、静かになるまで、さしたる時間は必要なかった。

　部屋の中で、生きているのは二つの命だけ。

　その片方は、動くことも、声を上げることもできずにうずくまっていた少女。
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　入って来たものは、男たちを黙だまらせると、ようやく少女の存在に気づき、ゆっくりと歩み寄り、そっと少女の頭に手を置く。まるでやさしく撫なでるように。

　少女がおびえたまなざしを向ける。

「……たすけて……くれるの……？」

　ささやかな期待を込めて問いかけた、少女のふるえる声を合図に。

　それは、少女の頭をもぎちぎった。




　灰色の世界には異臭が漂ただよっていた。

　ヒトの造ったものの中だというのに──いや、だからこそか。そこには、肌はだにまとわりつくかのような空気が満ちている。

　空気──というのは、何もにおいに限ってのことではない。

　遠い悲鳴にも似たきしみは、古ぼけたエアーダクトの奥で、年月とともにサビと汚れをはりつかせたファンの回る音。……ということは、空調は働いているのだろう。にもかかわらず、風はじめつき、その上臭くさい。

　建物同士の隙すき間まは狭せまく、どこかで何かが漏れているのか、それとも温度差で結露でもしているのか、時々上の方から、正体不明の液体が落ちて来る。ただの水だとは思うのだが、間ま違ちがっても触さわりたくはない。

　壁かべのあちこちには発光パネルが埋うめ込まれてはいるものの、あるいは誰かに叩たたき割られ、またあるいは寿じゆ命みようを尽つきさせて──ともあれそのほとんどが、光放つことを忘れて闇やみに沈しずんでいる。

　薄うす暗ぐらい足あし下もとに目をやると、彼女の足音に驚おどろいてか、何か小さな──何匹びきもの、虫らしきものたちが、物もの陰かげへと駆かけ逃にげてゆくのが見えた。

　ここに、自オー動ト清クリ掃ー機ナーの巡じゆん回かい、というものはないのだろうか？　それともどこかの馬ば鹿かが面おも白しろ半分に壊こわしてしまい、そのままになっているとか。

　ありそうな話ではあった。

　とうてい、人が住むのに快適な環かん境きようとは言えないだろう。しかしやはり、こんな所にも人はいるらしく、彼女はずっとさきほどから、誰かの気配や視線を感じていた。

　すべてが、嫌いやだった。

　むろん彼女とて、好んでこんな場所にいるわけではない。

　だが──妹は、かつて、ここにいた。

　それはまぎれもない事実なのだ。

　そして妹は──

「よう」

　びくんっ！

　全く何の前まえ触ぶれもなく。後ろから声をかけられて、彼女はひとつ震ふるえると、はじかれたようにふり返る。

　かろうじてまだ残っている発光パネルが、相手の姿をうすぼんやりと照らし出す。

　一体どこから、いつの間に出現したのか。すぐそばに佇たたずんでいたのは、四人ほどの男たち。

　思わずあとずさりしかけた自分の足を、彼女はかろうじておさえた。

　薄暗い照明のせいで威プレ圧ツシ感ヤーがあるが、よく見てみれば、彼らの顔にはまだ幼さが残っている。ひょっとしたら──いや、おそらくは全員が、彼女よりも歳とし下しただろう。

　むろん、だからと言って、彼らが善人だというわけではないのだが。

「見ない顔だな」

　スタジャンを着た一人が言う。

「何か用かい？　こんな所に」

　青いシャツを着た一人が、口の端はしにだけ笑えみを浮うかべ、さりげなくまわり込みながら問いかけた。

「お姉さんさー、ここがどういう所だか、わかってんの？」

　と、まだ少年と言ってもいい、にきびづらの金髪ブロンド。

　わかっている。そんなことは。何もかも。全部承知の上で、自分はここにやって来たのだから。

　むろん、恐こわくないわけはない。彼らが現れてからずっと、足が小さくふるえている。だが、ここでおびえて逃げ出すのでは、何のためにわざわざやって来たのかわからない。

　自らを鼓こ舞ぶし、彼女は口を開いた。

「マーシャ＝カルノフって子、いたでしょ」

　おさえきれず、声はふるえていた。

「マーシャ？」

　反応したのは四人目。最年長──といっても、やはり彼女よりは歳下のようだが、四人の中では落ち着いて見える、すりきれた革ジャンの青年だった。

「いねえよ。もう」

「知ってる。──死んだことも──」

　少年たちの顔つきが変わる。

「なんなんだ？　あんた？　警官コツプってわけでもなさそうだし」

　革ジャンが問う。

「サーシャ＝カルノフ。マーシャの姉──って言った方がわかりやすい？」

　彼らは互たがいに見み交かわして──やがてその視線は、革ジャンの一人に集まった。彼の言葉を待つかのように。

「知ってるのね」

　サーシャは重ねて、革ジャンに問う。

「そういえば、マーシャから聞いたことがあったな。ウゼェ姉キがいるって話はよ。

　……帰んな。今回は見み逃のがしてやるよ。マーシャの奴やつに免めんじて」

　革ジャンは彼女をにらみつける。

　とっとと立ち去らないと、ただでは済まない、ということか。

　だが──彼女は気力をふりしぼり、青年をにらみ返し、

「妹あのこのことを聞きたいの」

　──けっ……

　革ジャンは、彼女の足もとにツバを吐はき、

「どうやら、よくわかってねえみてえだな」

　無造作に、彼女に向かって歩みを進め、手を伸のばし──

「あたしたちも知りたいんだけど。その話」

　彼の動きを止めたのは、路地の先──彼女がやって来た方から聞こえた女の声だった。

「あ？」

　不ふ機き嫌げんな声でふり向く革ジャン。拍ひよう子しにようやく、サーシャの目からも、声の主の姿が見えた。

　とはいえ薄暗い路地の中。目に映ったのは三つの影かげだけ。

「なんだお前ら!?」

　スタジャンの一人が恫どう喝かつの声を上げる。

　影のうちの一つが、ひるんだように半歩退さがるが、それとは別の影なのだろう。声の主は平然と、

「何って……マーシャ＝カルノフの事件を調査してるの。話、聞かせてもらえる？」

　言いながら歩み寄って来る。

　革ジャンの返答は──ただ無言で、あごをしゃくってみせただけ。

　合図に仲間の三人が、歩み来る影に向かって駆かけ寄った──

　と、見えた次の時には。

「あんたがリーダー？」

　その影は、革ジャンの目の前にいた。

「──!?」

　小さく息を吞のむ革ジャン。

　ごろつきたちが駆けだすと同時に、影もまたこちらに駆けて、瞬しゆん時じに三人を抜ぬき去ると、革ジャンのそばに佇んだ──はずだ。それ以外の結論はありえない。

　だが、からまれていたサーシャの目にも、そして革ジャンと仲間たちの目にも、影の動きは見えなかった。

「……何者だ？　あんた？」

　あらためて革ジャンが問いかける。かすれた声で。

「あたし？」

　影──いや、この距きよ離りならば、その姿は見てとれる。見たところ、十七、八の女。革ジャンと同年代だろうか。長く伸ばした金色の髪かみ。薄うす暗ぐらい明かりの中で、碧みどりの瞳ひとみがかがやいていた。

　身につけているのはスーツなのだが、何かの制服にも見える。

　その彼女は、弧こを描えがく眉まゆの片方を、いたずらっぽくはね上げて、

「自己紹しよう介かいが遅おくれたわね。

　事トラ件ブル処シユ理ー業ター『シェリフスター・カンパニー』キャンペーン部門第二課、チーム・モーニングスターのサミィ＝マリオンです」




　遠い昔。

　太陽系の小さな星で生まれた人類は、爆ばく発はつ的てきにその数を増やし、衛つ星きや、火となり星のほしにまでその生存圏けんをひろげていた。

　そう遠くない昔。

　人類は、光の速度を超こえる技術を手に入れて、太陽系の外へと旅立って行った。

　むろんのこと、建て売りマンションでもあるまいし、人類が即そく入植可能な惑わく星せいというのが、そうそうあるわけではない。

　だが、似た環かん境きようの惑星ほしならばあった。

　火星を地テ球ラ環フオ境ーミ化ングした時の技術は、この時、十二分に発揮されることとなった。

　ある時は宇宙から氷の隕いん石せきを降らせ、ある時は高空から大ア気ト成モ分ス調・整ツ樹リーを降らせて大気を調整し、ある時は遺伝子操作で生み出したコケやプランクトンをばら撒まき、自分たちが住むのに都合のいい星をいくつもつくり上げていったのだ。

　太陽系から銀河系へと。わずか百年ほどの間に、人類の版はん図とは飛ひ躍やく的てきなひろがりを見せ、それはいまだに続いている。

　入植された惑星は、やがて独立を果たし、銀河には、いくつもの惑星国家が生まれることとなった。

　しかし、爆発的な版図の拡大は、あちこちに、歪ひずみと無む秩ちつ序じよとを生み出していた。

　宇宙共通の法は無く、治安の維い持じも各惑星まかせ。誰だれのものでもない虚こ空くうには、略りやく奪だつと暴行をほしいままにする宇スペ宙ース・海パイ賊レーツが幅はばを利きかせ、法整備のままならぬ惑星ほしでは、アウトローと犯罪組織がのさばっていた。

　法と政府が無力なら、他の力を頼たよるしかない。やがて民間から、事トラ件ブル処シユ理ー業ターという職業しごとが生まれたのは、ごく自然な流れだったのだろう。

　もともとは七、八十年前に、小さな宇スペ宙ース・海パイ賊レーツたちが、用心棒として商売をはじめたのが最初、とも噂うわさされるが、定かではない。

　ともあれ──

　時は流れ流れて近年。

　太陽系にその本ほん拠きよを置く巨きよ大だい企き業ぎよう、クロフト・カンパニーは、子会社の形を取って、事トラ件ブル処シユ理ー業トの事業を発足させた。

　トラブルシューター、シェリフスター・カンパニー。




「ト……トラブルシューターだぁ？」

「こっの……！　コケにしやがって！」

　ごろつきたち三人は吐はき捨てると、ポケットに手を突つっ込み──おそらくナイフか何かを取り出そうとでもしたのだろうが──

「やめな」

　それを止めたのは、リーダー格の革ジャンだった。

「け……けどよジャック……！」

「相手が、マーシャの言ってたウゼェ姉キなら、話すことはねえ。けど相手がプロとなりゃあ話は別ってことだ」

「おいおいジャック、まさかお前、ビビってんの!?」

　仲間の揶や揄ゆを無視して、ジャックはサミィに向きなおり、尋たずねる。

「聞くけど、情報料はたっぷり出してくれるんだろうな？」

　と。

　プロを相手に意地を張り、ケンカをするのは馬ば鹿かである。かといって、ただシッポを巻いて逃にげたのでは面めん目ぼくが立たない。

　そこで、理り屈くつをつけて商談に切り替かえた、というわけである。

「ま、情報次第で奮発するけど」

　応こたえてサミィは苦笑した。

「けど、こういう場所で立ち話、っていうのは──」

「──サーシャ！」

　サミィの言葉を遮さえぎり、駆かけだしたのは、通りの先に残った影かげの一方──さきほどスタジャンにすごまれて身を引いた方だった。

　通りに佇たたずむごろつき少年三人の間をこわごわ抜ぬけて、サミィの横を通り過ぎ、ジャックの顔色をうかがいながら、その後ろ──サーシャに声をかける。

　彼女は二十歳前後といったところだろうか。栗くり色いろの髪に同じ色の瞳。

　顔立ちも体型も、モデル、と言っても通用するだろう。しかし、こんな場所で聞き込みをするためになのか、はたまたそれが彼女の素すなのか、着ている服にはあまり洒落しやれっ気はなかった。

　強がってみせてはいたものの、やはり内心は怖こわかったのだろう。我知らず、薄うす汚よごれた路地の壁かべに背中をはりつけていた。

　その彼女の瞳ひとみが、驚おどろきに大きく開かれた。

　自分の名を呼んだ男の姿を見て。

　二十代の半ばから後半、といったあたりだろうか。中肉中背で、濃こいブラウンの髪かみ。整ってはいるのだが、ハンサムと呼ぶにはどこか垢あか抜ぬけない顔立ち。着ているスーツも、長年着込んでくたびれすすけているのか、それとももともとその色なのか、いずれにしても、全体的にぱっとしない。

「ク──クリフ！　どうして？」

「どうしても何も、きみが無茶をするからじゃないか。事件のことを自分で調べる、なんて言って飛び出して。ずいぶん心配したんだよ」

　彼女の両りよう肩かたを摑つかんで、彼は言う。

「だから僕は、ほら、このひとたちに、事件の調査を依い頼らいしたんだ」

　言って彼は自じ慢まんげに、サミィと、いまだ通りの奥に佇む一人を目で指す。

「イーザーさん！　あなたもこちらに！」

　呼びかけに、残った影もようやく動く。

　二十歳をやや過ぎた、長身の男。うす暗い照明の中でも、長く伸のばしたその髪が、月光の色をしていることと、左右の瞳の色が異なることが見て取れる。着ている服はサミィと同じ。やはり制服なのだろう。

「シェリフスター・カンパニー、イーザー＝マリオン」

　端たん整せいな──だが何の感情も浮うかばぬその表情に似合って、自己紹しよう介かいにも愛想はなかった。

「……マリオン？」

　サーシャはつぶやき、サミィとイーザーの顔を交こう互ごに見み交かわして──

「自己紹介もいいけど、場所、変えない？　とりあえず」

「そうだね。こんなところで立ち話もなんだから」

　苦笑しながらサミィが言うのに、クリフが思し慮りよなく同意する。たぶん彼は今、ジャックたちの居場所を『こんなところ』呼ばわりしたのだ、ということに気づいていない。

　しかしジャックは、怒おこりもせずに、口もとに自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべて言った。

「こんなところ……か。

　けど場所なんか変えても同じだぜ。このステーションじゃあ、どこへ行っても、しょせん同じエルパの手のひらの上だからな」




　もしもどこかの惑わく星せいで。

　宇宙に名だたる三大企業を挙げろ、と聞けば、必ず入る名が二つあるという。

　一つはクロフト・カンパニー。ゆりかごから墓場まで。チラシから恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プまでを扱あつかう、押しも押されぬ巨きよ大だい企き業ぎよう。

　そしてもう一つはエルパ・カンパニー。百年前には間ま違ちがいなく、人類最大規模を誇ほこった企業。

　しかし、人類が光の速度を超ちよう越えつする、ワープ航法を手に入れた、銀河進出初期。

　当時、別の社名だったエルパ製の移民用大型宇宙船が、たて続けに事故を起こしたことがあった。

　死者数は、実に、十万人超。

　事故を起こしたのが同型船ばかりだったことから、会社の設計ミスだと囁ささやかれたが、外宇宙進出時期のどさくさにまぎれて、結局、原因はうやむやにされた。

　だが人の口に戸は立てられぬ。

　あの会社の設計ミス──噂うわさはいつまでも、その社名につきまとい、業績はみるみるうちに急降下。数年後には、イメージ改変のため、社名をエルパと変へん更こうするに至った。

　エルパが汚お名めいのどん底であえいでいるうちに、人類の銀河進出は着々と進み、さまざまな企業が台頭し、やがてそのうちの一つ、クロフトが、宇宙に不動の地位を築いた。

　エルパもその後、研けん鑽さんの末に持ち直し、第二位の企業にまで返り咲ざくが──それでもいまだ、その業績は、クロフトに遠く及およばない。

　……ちなみに、人々の挙げる三大企業の三つ目は、地元の大型企業だというが──まあ、これは余談である。

　ここ、惑星エシードラは、銀河進出初期に入植された惑星のうちの一つだった。

　当時はまだエルパもトップ企業。政治家たちとつるんでか、はたまた純じゆん粋すいに実力でか、惑星開発の大部分を牛ぎゆう耳じり、この地に大きな支配力を持っていた。

　それだけは、社名が変更され、時代が流れた今でも変わっていなかった。

　惑星エシードラの衛星軌き道どう上に浮かんだ衛サテラ星イト港ポート、ＰＢ─ＥＬ０３。『ラビィ』の愛あい称しようで呼ばれる、直径二十キロの人工物。

　それが、サミィたちが今いる場所だった。

　昔はこの惑星ほしにも、もっとずっと多くの衛サテラ星イト港ポートや軌道実験施し設せつなどがあったらしいが、エルパの業績が悪化するうちに、施設は削さく減げんと統合を繰くり返され、ここもまた、外周部分の一部が衛サテラ星イト港ポート、他がエルパの研究施設という、良く言えば多機能、悪く言えば半はん端ぱなつくりになっている。

　つまりはジャックの言う通り、この衛サテラ星イト港ポートそのものから出ない限り、どこに行ってもエルパの手のひらの上、なのである。

　実際、クリフもサーシャもエルパの社員。アウトローを気取るジャックたちさえ、エルパのおこぼれで生きている、という言い方もできる。

　その巨きよ大だいな手のひらの上──表通りにあるファミリーレストランチェーン店の一いつ軒けんに、一同は、話の場所を移していた。

「……マーシャの奴やつ……まあ……結構自ジ己コ中チ心ユ的ーなところも……あったけどよ……基本的には……いい奴だったよな……」

「……そうそう……基本的には……」

　スタジャンのくぐもった声に、にきびづらのブロンドが、やはりくぐもった声であいづちを打つ。

「……それが……あんなことになっちまうなんてな……うっ……」

　青シャツが、呻うめいて言葉を詰つまらせる。

　とはいえ別に、涙なみだぐんでいるわけではない。サミィたちのおごりだと思って、好き放題に料理を注文し、片かたっ端ぱしから口の中に詰め込んでいるのだ。

　広いテーブルについているのは、さきほど路地裏にいた全員。サミィにイーザー、依い頼らい人にんのクリフにサーシャ、ジャックとその仲間三人。計八人の大所帯である。

　ジャックたちの食べっぷりのせいで、店員・客の分け隔へだてなく、店じゅうの注目を集めまくっているのだが、サーシャ以外に、そのことを気にするそぶりの者はいない。

「……まあ、話すのはいいけどよ」

　店で一番値段の高いステーキコースを、あっという間にたいらげて、ジャックはようやく口を開いた。

　──まあ、一番高いといっても、ファミリーレストランなのだから、額の方は知れているのだが。

　二つ目のフルーツパフェにかかっていたサミィと、ケーキセットのあとに追加したストロベリーサンデーを口に運んでいたイーザーは手を止め、彼に注目する。

　ジャックは、コーヒーだけをちびちび飲やっているサーシャを目で指し、

「なんでそいつまでここにいるんだ？　俺は……シェリフスター、だったか？　あんたたちに話すとは言ったが、そこの女にまで聞かせてやる、と言った覚えはないんだが」

「え？」

　サミィは、きょとんっ、と目を丸くして、ジャック、サーシャ、イーザー、そしてふたたびジャックに視線を移し、

「……問題でも？」

「気に入らねえ、って言ってんだよ」

　革を模したビニールのソファに身を沈しずめ、尊大な態度で彼は言う。

「部外者がここにいる、ってのがな」

　部外者呼ばわりに、サーシャは不ふ機き嫌げんを露あらわにして、

「わたしは姉よ。マーシャの」

「だから？」

　からかうような、ジャックの問い。

「話を聞く権利があると思うけど」

「あんたが勝手にそう思ってるだけだ。俺は思わねえ」

「……え……えっと……」

　いきなりいがみあいはじめた二人に、とまどうサミィ。

　実はこれは、ジャックが、情報料をつり上げるためにわざと文句をつけているだけなのだが、サミィはそれに気づかない。

　無意識のうちに、イーザーの方に目をやる。彼に小器用な交こう渉しようができるとは思えないのだが……

「ジャック。質問がある」

　口を開いたのはそのイーザーだった。

「なんだよ。おっさん」

　挑ちよう発はつ的てきな視線を返すジャック。

「そちらは情報料を請せい求きゆうした。つまりそれは、情報を売ることを意味する」

「そうだよ」

「ならば、買った情報を我々がどう活用しようと、それはそちらの関知することではないはずだ」

「……まあ……な……」

　その先を察してか、ジャックは面おも白しろくなさそうにつぶやく。

　イーザーは視線をサーシャに向けて、

「なら我々がその情報を、彼女に伝えても問題はないはずだ。伝聞による情報の劣れつ化かを防ぐためには、彼女がこの場に同席するのが合理的な措そ置ちだと思うのだが」

「ゴーリテキかどうかなんて知ったこっちゃあねえんだよ！」

　ジャックは声を荒あらげて、だむっ！　とテーブルをひざで蹴けり上げ、

「気に入らねえ、って言ってんだよこっちは！　その女にも直接聞かせるってのがイヤなんだよ！　文句があるならこの話はナシだ！」

「あんた何様!?」

　またまた声を上げるサーシャ。

「てめぇこそ何様だ!?」

　負けじと言い返すジャック。

　二人の間でとまどうサミィ。情報は少しでも欲しいが、激げつ昂こうしているサーシャに、この場は外してくれ、と言っても、聞き入れてはくれないだろう。

　こういう場合はどうすれば──

「わかった」

　口を開いたのは、イーザーだった。

　一同が沈ちん黙もくする。

　テーブルに視線を落とし、彼は言う。

「交こう渉しよう決けつ裂れつ、というのなら、それも仕方ない」

「ちょっと!?　イーザー……！」

　サミィの声にはとりあわず、イーザーは視線の先──テーブルの上に伏せてあった伝票をひっくり返し、

「その場合、ここの代金は各自で食べた分を支し払はらってくれ」

　ぶゴフッ！

　同時にむせるジャックの仲間たち三人。一人は鼻からパスタさえ吹ふき出した。

　ジャックも顔を引きつらせ、

「……ちょっ……！　ちょっと待てよ！　場所を変えようって言ったのはあんたたちだろ！

　それに、好きな料理モノ注文していいって言ったよな!?」

「非合法でもない限り、個人の嗜し好こうを束そく縛ばくする権利はない。よって、好きなものを注文していいか、と問われた際に、かまわない、と答えた。

　代金を払うとは言っていない」

　言ってイーザーは、ストロベリーサンデーのウエハースを口に運ぶ。

「……そんっ……！　ちょっ……！　待……！」

　ジャックは顔を引きつらせ、何やらしばし、わけのわからぬ言葉をつぶやいていたが──

　……ふぅ……

　やがて大きく一つ、息を吐はき、ソファに深々と身を沈しずめ、

「……わかったわかった……そっちの姉ちゃんがいてもいいよ……

　そのかわり、ここの払いはあんたら持ち。そっちがお望みの情報が入らなくても、これは厳守。情報量は別払いで、色もつけてもらうぜ」

「諒りよう解かいした」

　うなずくイーザーに、サミィは、彼にだけ聞こえる小さな声で、

「……どこでおぼえたの？　そんな交渉のしかた」

　問われてイーザーもまたやはり、サミィにだけ聞こえる声で、この場にいない同どう僚りようの名を挙げ、

「レティシアやクィーンならばどう対応するか。そう考えただけだ」

　……うぷっ……

　思わず吹き出しそうになるのを、サミィはあやういところでこらえた。

「……ったく……ヤサ男ヅラしてるわりにはやるなぁ……あんた……」

　ジャックは苦く笑しようし、手を上げて、

「ねーちゃん！　こっち、ラムソテーとケーキセット追加だ！　ドリンクはホットコーヒーで！」

　早さつ速そく自分の追加分を注文すると、テーブルに身を乗り出すように座りなおし、

「さて──で？　何が聞きたい？」

　あらためて問われ──今度はサミィが、スーツのポケットから写真を取り出す。

　写っているのは、栗くり色いろの髪かみをした十五歳前後の少女。美人、と表現すれば、好みによっては異を唱える者もいるかもしれないが、人なつっこそうな、愛らしい顔立ちではある。

　写真の少女は、サーシャに似た面おも影かげを宿していた。

　これが誰だれなのかを説明する必要はなかった。この場にいる全員が、よく知っている相手。

　事件に巻き込まれ、殺された少女。マーシャ＝カルノフ。十四歳。

　サミィはジャックの目を、正面から見つめて、言った。

「全部よ」

　と。




　人類社会に、学校というものが定着して以来、連綿と対立し続けてきた、二つの意見が存在する。
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　すなわち──

　学歴は重要だ、という意見。

　学歴がすべてではない、という意見。

　双そう方ほうの意見は並立存在しうるのだが、それに気づく者は少ないし、気づいたとしても、それを両立させた生き方を送ることは不可能に近い。

　不幸なことにマーシャの家では、誰もそのことに気づかずに、なおかつ彼女のみが後者の意見を支持していた。

　他の惑星ほしであれば、事情は違ちがったのかもしれない。しかしここでは、後者は少数意見に属した。

　学歴尊重──といってもそれは、昔、地球の島国で、一時期流行はやった、肩かた書がきとコネ重視の学歴信しん仰こうとはわけが違う。

　ここは、エルパ・コーポレーションの国といっても差し支つかえないほど、企き業ぎようの影響力が強い場所。

　子供達は、エルパの作った学校に通い、将来エルパの役に立つはずの知識を教えられる。

　極きよく端たんな言い方をするならば、ここの学校は、子供たちのためではなく、エルパの未来を育てるためにあるのだ。

　つまりこの閉ざされた世界で、学歴の高い者、というのは、エルパの役に立つ可能性が高い者、の同義語なのだ。

　ほとんどすべての施し設せつが、何らかの形でエルパに関わっている、と言っても過言ではないようなこの世界では、学歴は当然重要視されていた。

　だがそういった現実に、疑問を抱いだく者はいる。

　マーシャもまた、そんな中の一人だったのだ。

　しかし胸のうちに在る疑問を、明確な言葉として社会に問いかけるには、彼女はあまりにも幼なすぎた。

　そしてそれは結局のところ──彼女の非行、という、ありがちな結果だけを生んだ。

　決して望んだわけではなく、ただ、反はん抗こうというポーズのために、傍はた目めにはタチのよくない仲間たちとつきあいはじめた。

　人は彼らを不良、と呼び、彼らは自らをはみだし者、と自じ嘲ちようする。

　しかし実際につきあいはじめてみると、そこは、彼女にとっては思いの外、居い心ごこ地ちのいい場所になった。

　そこにいるのは、彼女と似たりよったりの境きよう遇ぐうを持つ者だったり、頼たよるべきもののない者だったり。いずれにせよ、エルパの造ったこの社会からはみ出した者たちばかり。

　学歴をひけらかすかのように説教する父親の。顔を合わせれば勉強だの成績だのとしか言わない母親の。できの良さを自じ慢まんするかのように、高たか飛び車しやに説教する姉の──家族のグチをこぼす彼女に、うなずいてくれる者がいる。俺のウチでもそうだった、と言ってくれる者がいる。

　ここには自分を理解してくれる者がいる。ここには自分の場所がある。そんなふうに、彼女は感じていた。

　彼女はやがて、彼らのところに入り浸びたることになった。家を出て、友人知人の家を泊とまり歩くようになった。

　だが安心感は、やがて慣れと気安さを生み、そこからはささいなケンカが生まれることもある。

　その日も彼女は、仲間たちの一人と、つまらぬことでケンカをして、ねぐらにしていた場所を飛び出し──

　そして、事件に巻き込まれた。




「……だから……俺たちにわかるのは、あいつが俺たちの所を飛び出して行った時間くらいのもんだな。

　ま、俺たちの気づいてねえところで、事件に関係あること、とかもあるのかもしれねえけどよ」

　日ひ頃ごろ、マーシャがどんなだったか。どんなことを話したか。最後の日、彼女の様子はどうだったか。

　そんなことをまとまりなく話した後、ジャックはそう結んだ。

　サミィたちにしてみれば、正直、たいした情報が得られたわけではない。

　しかしマーシャが彼らを──そして彼らがマーシャを、仲間だと認め合っていたこと。それだけは確かなようだった。

「俺たちだって腹は立つさ。仲間を殺されたんだからよ。けどよ、組織同士の抗こう争そうだって言うんなら、手出しもできねえ。

　けどあんたらなら──何か、やってくれるんだろ」

「そのために来た」

　イーザーは静かな口調で言う。

　単に無感情なだけ、というのが実際なのだが、それは知らない者にとっては、落ち着いた自信と見える。

「で、まずそれには、相手の正体をはっきりさせなくちゃあならないんだけど……」

　サミィが続けた。

「全ぜん滅めつさせられたのは、通つう称しようフラナガン・ファミリー。構成人数は約二十名。

　おそらくは、組織同士の抗争が起きて、マーシャはそれに巻き込まれた……ってところなんだろうけど……

　そんなことをしでかしそうな組織ってどこなの？」

　問われて──ジャックと仲間たち三人は、無言で顔を見合わせた。

　──しゃべってしまっていいのか？──という顔、ではない。まるで、不意をつかれて驚おどろいたような顔。

　サミィはそんな彼らを半はん眼がんでにらみつけ、

「まさか今さら、『やっぱり知らない』とか言わないわよね？」

「そうじゃねえ」

　彼女の言葉を、ジャックは即そく座ざに否定して、

「ねえんだよ。マジに。心当たりが。

　もともとあの組織は、俺たちみてぇな──いや、俺たち以上にあぶれた連中が、いつの間にか勝手により集まってできたようなところだ、って聞いたことがある。

　似たようないきさつでできあがったグループも、確かに、他にいくつもある。

　当然みんなで仲良しこよし、ってわけでもねえ。

　けど、だ。

　あそこの組織を、皆みな殺ごろししたいほどに憎にくんでて、なおかつそれをやっちまえるだけの力を持ったところ、となると……

　やっぱり、心当たりがねえんだよ。マジに。

　それによ、そんな規模の組織同士の抗争ケンカがあったら、噂うわさくらいは立つもんだろ？　『そういえば前の日、見慣れない連中があのあたりをうろついてた』とか『事件のあった日、妙みような男どもが車で立ち去ってくのを見た』なんてふうによ。

　ところが、そのテの噂は一切なし、だ」

「……妙な話ね……」

　つぶやくサミィに、ジャックはうなずき、

「ああ。

　こっそりと、二十人ほどの組織をぶっ潰つぶす。

　そんなマネができるほど力のある連中だったら、逆に、あんな小ちっちぇえ組織をわざわざ全滅にまで追い込む理由はねえ」

「──妙な話なら──」

　つぶやいたのは、黙って聞いていたサーシャだった。

「こっちにもあるわ」

　呻うめくように、低い声で。

「ハァ？　まさか『マーシャがこのお優やさしいオネエサマに何も相談しなかったのは絶対変よ！』なんて寝ね言ごとほざくんじゃねえだろうなァ？」

　しかしサーシャは、ジャックの揶や揄ゆにとりあわず、視線をクリフの方に向け、

「変だと思わなかった？　クリフ」

「え？　変、って？」

　いきなり話を振ふられ、彼は目をしばたたかせる。

「わたしが、自分で妹の事件を調べる、って言い始めた時」

「いや、そりゃあ……」

　彼はぽりぽり頭を搔かいて、

「きみらしくはないな、と思ったことは確かだけど……でもきみは妹さんを殺されたんだし、ニュースを見るかぎり、捜そう査さが進んでるようには見えないし……そりゃあ頭に血が昇のぼるのも当たり前だな、って思って……

　実際、きみ一人の手で解決なんてできないだろうからやめろ、って言った時も、ちっとも聞いてくれなかっただろ。

　なら、きみを危険な目に遭あわせないためには、事件が少しでも早く解決してくれることしかない。

　そう思ったから私は、このひとたちに、調査を依い頼らいしたんだ」

　言ってクリフは、サミィとイーザーの二人に目をやる。

「だからね。あとはこのひとたちに任せておけば……」

「そういう話をしているんじゃないのよ！」

　いきなり怒いかりの声を上げたサーシャに、クリフは、びくんっ！　と身をふるわせて、沈ちん黙もくした。

「──警察からあの子が還かえってきた時──」

　テーブルに視線を落としたままで、彼女は言う。

「あの子の首には包帯が巻かれてた」

「……なんだそりゃ……？」

　かすれた声でつぶやくジャック。

「そりゃあ、司法解かい剖ぼうとかの跡あとだろう？」

　クリフは言う。

　サーシャは否いなとも応とも答えず、

「疑問だった。他の所に包帯なんてなかったのに。

　だからわたし──そっと──

　父さんや母さんの目を盗ぬすんで──包帯をめくって──」

　テーブルの下で両手を強くにぎりしめ、奥歯で何かを嚙かみ殺し、彼女は言葉を吐はきだした。

「──首が──縫ぬいつけてあった──」

　一いつ瞬しゆん。

　誰だれも、それが何を意味するのか理解できなかった。だがそれが示す事実は、じわりじわりと一同の頭の中に染しみ通り──

「……まさ……か……」

　ジャックが呻く。

「……首を……？」

「……じゃあ……マーシャは!?」

　ここが店の中だということも忘れ、クリフが声を上げる。

「首を……首を切られて殺されたのか!?」

「大声出すんじゃねえオッサン！」

　ジャックに一いつ喝かつされ、彼は小さく息を吞のむ。あたりを見回せば、店員や他の客たちが、あわてて視線をそらすのが目に入った。

　だがクリフの無神経さも、店員や他の客たちの反応も、今のサーシャにとっては、どうでもいいことなのだろう。彼女はぴくりとも動かぬままに、

「──まともじゃあない──

　あんな殺し方ができる奴やつなんて──まともな奴のわけがない──

　なら──組織同士のいざこざなんて──普ふ通つうの理由なはずがない──」

「……なんだよ……それ……聞いてねえぞ……」

　ジャックの呻きには、怒りの色がにじんでいる。

「──でしょうね──警察は発表していないし、わたしも聞かされなかった──

　父さんや母さんだって──聞かされてるかどうか」

「……変じゃねえかっ……！　そんなのっ……！」

「そうでもない」

　怒りの呻うめきに、静かな声を滑すべり込ませたのは、イーザーだった。

「犯人しか知り得ない情報を発表しない、というのは、古くから使われている手法だ」

「だからって……！」

　ジャックの言葉を、イーザーは静かに遮さえぎり、

「妙みようなことに変わりはない。警察は当然その情報を把は握あくしているはずだし、ならば事件を、単純な、組織同士の抗こう争そう、と発表するのは不自然だ」

「なら、何なんだよ!?」

「それを、調べる」

「どうやって!?　警察コツプに聞いたって、本当のことなんか教えちゃあくれねえんだろ!?」

　怒りの余よ韻いんで誰だれ彼かれかまわず嚙みつくジャックに、イーザーは、変わらず、冷静に答えた。

「ならばまずは現場の調査、だろうな」

　と。




　衛サテラ星イト港ポートと呼ばれてはいても、ここ『ラビィ』の港面積はかなり小さい。

　設備も貧弱で利用客も少ない。サミィたちがここに入港した時も、他に停てい泊はくしていたのは、貨物船らしきものが数隻せきだけ。

　港の近くには普通、繁はん華か街がいくらいはあるものだが、ここには小さな食堂やら安ホテルやらが、ぽつりぽつりと並んでいるのみ。

　かつてこの惑星ほしで、研究施し設せつと衛サテラ星イト港ポートの統とう廃はい合ごうが行われた時、おそらくここは、もともと研究施設だったところに、適当な港の設備をつけ足したのだろう。

　実際、面積を比べれば、港として機能している部分より、そうでない所の方が圧あつ倒とう的てきに多い。

　他の部分はすべて、研究施設と、それに付ふ随ずいする施設。

　目立つのが、研究員たちの生活の場。住居に学校、商店街。果ては歓かん楽らく街がいまである。こちらの方が港より、よっぽどいろいろ充じゆう実じつしている。

　そんな歓楽街の裏通りに、灰色のビルは、ぽつん、と佇たたずんでいた。

　五階建てで、窓は少なく、まるであたりを威い圧あつするかのように、壁かべは暗い色に塗ぬられている。玄げん関かんは閉ざされ、『立入禁止ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』の文字が印刷された黄色と黒のテープが、狂くるったように縦じゆう横おう無む尽じんに張はりめぐらされている。

　あんな事件があったと知らぬ者でさえ、このビルにまとわりついた、ただならぬ空気は察するだろう。

　時刻はまだ昼過ぎ。

　むろん、虚こ空くうに浮うかぶ『ラビィ』には、昼も夜もない。

　遠い空は、広大な人工の天てん井じように映し出されたかりそめのもの。それは惑星エシードラの標準時刻に合わせて、朝と昼、夕と夜との明かりに変わる。そして今、設定された時は昼。つまりはそういうことである。

　事件が起きてから日も経たっている。あたりにいるのは彼らだけだった。

「──で？　なんであなたまで来るの」

　冷たい口調でそう言うと、サーシャは、そばに佇むジャックに目をやった。

　やって来たのは五人。レストランのメンバーから、ジャックの仲間たち三人が帰っただけである。

「あんたこそ、なんでついて来てるんだよ。オバハン」

「──オバっ……!?」

　ジャックのにくまれ口に鼻白むサーシャ。しかし、反はん撃げきしようとした彼女の出で端ばなをくじいたのは、ジャックではなかった。

「そ……そうだよサーシャ。なんできみがついて来る必要があるんだ！」

　非難するクリフの口調には、あきらかに、おびえの色が混じっていた。

「だからあとは、こっちの、イーザーさんとサミィさんに任せておけばいいんだって！」

「──クリフ──」

　サーシャの呼びかけに混じる怒いかりの色に、気づいているのかいないのか、クリフはおびえたまなざしで、彼女とビルとを交こう互ごに見やり、

「第一ここはもう警察が調べてるんだろう？　二人みたいなプロならとにかく、私たち素人しろうとがのこのこ入って行ったところで、証しよう拠こなんて見つかりっこないって」

「──クリフ──」

「いや、それどころか、もしも何かの証拠が残ってたとしても、気づかないうちに荒あらしたりするのが関の山──」

「──クリフ！」

　びくっ！　と身をふるわせて、ようやく彼は沈ちん黙もくした。

　サーシャは彼を、正面から見すえ、

「あなたはここに残ってて」

　クリフはおずおず視線を外し、

「……いや……でもサーシャ──」

「あなたは・ここに・残ってて」

「…………………………」

　一言一句区切って言われ、クリフは絶句した。

　サーシャはサミィとイーザーを見つめ、

「ついていくわ」

　きっぱりとそう宣言した。瞳ひとみに宿る決意の色は、固い。

「……イ……イーザーさん！　サミィさん！　彼女を止めてください！」

　クリフは今度は、サミィとイーザーに向かって言う。

　しかしサミィは小さく息をつき、

「……けどクリフさん……彼女、止めたところでついて来るわよ」

「いいから止めて！　これは依い頼らい人にんとしての命令だっ！」

「……命令って……」

　ヒステリックに叫さけばれて、サミィもいささかムッとして、

「あたしたちの受けた依頼は、事件の解決、だったはずだけど」

「そ……そうだけど……！　そもそも私は彼女を危険な目に遭あわせたくないから……」

「何ビビってやがんだオッサン。こんなビルのどこが危ねえってんだ」

　横からジャックも茶々を入れる。

「び……!?　おびえるとかそういうことではなくて、素人が現場を荒らすのはよくない、と言っているんだ！」

「そうかぁ？　俺には、ビビったオッサンが、入りたくないもんだから、女をダシに使ってるようにしか聞こえねえぞ」

「だ……黙だまれ！──イーザーさん、あなたはどう思うんです!?　素人が現場にのこのこ入っていくのは理にかなったことだと思いますか!?」

「いや」

「ほら見ろ！」

　勝ち誇ほこるクリフに、イーザーは続けて、

「しかし現場を見なければ、彼女は納なつ得とくしないだろう」

「…………え……？」

　ぽかんっ、とした顔でふり向くクリフ。

　イーザーは、サーシャを見つめて、淡たん々たんと、

「依頼人は、彼女を危険な目に遭そう遇ぐうさせたくないから事件の解決を依頼した。

　それを踏ふまえて。

　彼女が独自に行動を起こした理由は、事件への疑問と警察発表への不信感からだろう。ならば彼女の行動を止めるには、彼女を十分に納得させること以外の方法は存在しない。

　仮に我々二人だけが内部を見て、異常なしの報告をもたらしたとしても、彼女の納得は得られないだろう」

「当然」

　言こと葉ば尻じりに乗ってサーシャが畳たたみかける。

「それに、危ないとか、現場にしろうとが入り込むのは駄だ目めだとか言うけれど、警察の現場調査はもうとっくに終わっているはずだし、今さら危険なんてあるはずもない。

　わたしはただ、この目で、直接見てみたいだけなのよ。マーシャの──最さい期ごの場所を。

　でないと──納得なんてできっこない」

「俺も入らせてもらうぜ」

　ジャックも宣言する。

「証拠も、そこのねーちゃんの気持ちも、知ったことじゃねえ。

　けどな、マーシャは間ま違ちがいなく、俺たちの仲間だったんだよ。

　仲間が妙みような死に方したって聞いて、他人任せにできるかよ」

「……け……けど……！」

　なおも食いさがろうとするクリフ。

　サミィはまたまた小さく息をつき、

「じゃあ、こういうことでどう？

　あたしとイーザーのそばから絶対離はなれない。勝手に何かに触さわらない。こっちの指示に従う。これらを守るのなら同行ＯＫ。約束を破ったら即そく座ざにビルからつまみ出す」

「いいわ」

「いいぜ」

「……ちょっ……！」

　即そく答とうする二人。焦あせるクリフ。

「ちょっと待て！　けど……！」

「あぁぁぁぁウゼェ！　何だよオッサン！　しつこいぜ！」

　さすがにいいかげん頭に来たのか、ジャックはクリフの胸もとをこづき、

「てめえがうじうじ言ってるせいで、話が全然進まねえんだよ！　いいからおめえはここにいろっつってんだろ！」

　ジャックは一同に目をやって、

「つうことで、行こうぜ！　みんな！」

「なんであんたが仕切るの」

　ツッコミを入れながらも、ビルの玄げん関かんに向かって歩きはじめるサーシャ。

　クリフはなおも何やら声をかけようとして──じろりっ、とジャックに一いち瞥べつされて、沈ちん黙もくする。

「心配ない。すぐに戻もどる」

　イーザーも言って、サミィとともに歩きだす。

「……………………」

　クリフはそんな一同を、複雑な表情で、ただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。




　イーザーが手にしたナイフのひと振ふりは、風切る小さな音とともに、玄関口を封ふう印いんしたテープすべてを断ち切っていた。

　ナイフをしまい、イーザーは玄関の扉とびらに歩み寄る。

　カードと番号による二重ロック──なのだが、電源を落とされて機能しなくなってでもいるのだろうか。イーザーがノブを回しただけで、扉はあっけなく開いた。

　扉の奥は、重い闇やみ。湿し気けた空気と異い臭しゆうの残ざん滓しが、一同にまとわりついてくる。

　惨さん事じがこの建物に染しみこませた、死のにおい。

　サーシャは小さく喉のどを鳴らし、ふと肩かた越ごしにふり向いた。

　ビルの外が、光満ちあふれる世界にすら見える。

　そう感じさせてしまうほどに、目の前に口を開いた闇は、昏くらい。

　いっしょについて来る気はないらしく、クリフは一人、光の中に佇たたずんだまま、じっとこちらを見送っていた。

　しかし先頭に立ったサミィとイーザーは、闇をおそれるふうもなく、無造作に歩みを進めた。

　あわてて続くサーシャとジャック。

　扉をくぐったそこはロビー。来客を威い圧あつするかのように、床ゆかも壁かべも天てん井じようも、磨みがき上げられた黒みがかった石でできている。組織の建物だけあってか──それとも単にデザイナーの趣しゆ味みなのかは判然としないが。

　むろん、無人となった犯罪現場を掃そう除じする者などいない。薄うす暗ぐらい中で見てさえ、あちこちに、石より黒い染みがこびりついているのがわかる。いまだ異臭がかすかに漂ただよう原因はこれだろう。

　家具や調度品はない。警察が、調査資料として運び出したのだろう。今はただ、がらんとした空間がひろがっているばかりだった。

　ロビーの奥は、ガラス張りの部屋。見張りの詰つめ所しよといったところだろう。

　ガラスの一枚にはヒビが入り、黒い染みは、ヒビの奥まで入り込んでいた。

　サミィとイーザー、二人の表情が硬かたくなった。

　無言のまま、そのヒビ割れに歩み寄る。

　よくわからぬままついてゆくサーシャとジャック。

「……イーザー、これ……」

「ああ」

　ヒビ割れたガラスにそっと指を這はわせ、サミィと、イーザーがつぶやく。

　それは、こういった場所にふさわしい強化防ぼう弾だんガラスだった。

　わずかに白はく濁だくしているところからすると、耐たいレーザー処理も施ほどこされているのだろう。

　大口径の銃じゆうで撃うてば、ヒビくらいは入る。だがこれは、銃じゆう撃げきによるものではない。殴なぐりつけるか、何かをぶつけるかしたのだ。

　──人間をはるかに越こえる力で。

「大人数を動かさず……少数で二十人を全ぜん滅めつさせる……」

　サミィがつぶやく。かすれた声で。

「マーシャのこと……そしてこのガラス……」

「我々のような者なら、可能だ」

　言うイーザーの口ぶりは、変わらず無感情ながら、かすかに硬いものがその中に混じっていた。

　続くジャックとサーシャとは、そのつぶやきを耳にして、思わず顔を見合わせて、

「犯人も……トラブルシューターってことか？」

「プロ、って意味なんじゃない？」

「殺ヒツしト屋マンか!?」

　しかしサミィとイーザーは、後ろの声にとりあわず、あたりに視線を走らせる。

　明かりといえば、開いた玄関ドアと、ところどころにある曇くもりガラスの小さな窓から漏もれ入るわずかなもののみ。ビルの内な部かはかなり薄暗いが、歩み進むのに困るというほどでもない。あちこちに散った血けつ痕こんや、廊ろう下かに続く、血を踏ふんだ靴くつ跡あとが見てとれる。

「……妙みようなことになってきたわね……」

　声を低めてつぶやくと、サミィは廊下を奥へと進む。

　突つき当たりで、右と左に分かれていた。

「どっちから行く？」

　サミィの問い。

「右」

　即そく答とうするジャック。むろん根こん拠きよなどないのだろうが、逆にそれを否定できる根拠も誰だれにもない。

「だから、なんであんたが仕切るの」

　サーシャが一応ツッコミを入れたが、特に逆らうつもりはなさそうである。

　一行は廊下を右に折れ、鉄の扉に行き当たる。

　重く厚い、鉄の扉。やはりカギはかかっていない。

　開いた先は、下りの階段。

「地下かよ……明かり、あるのか」

　先を覗のぞき込み、ジャックが言う。

　サミィがそばのスイッチに気づき、かちかちといじってみるが、やはり明かりのつく様子はない。

　先頭のイーザーは無言で、ポケットから取り出したペンライトを点つけた。

　完全人工の衛星施し設せつで、地下、というのはおかしな呼び方ではあるが、こればかりは習慣という奴やつである。

　実際は、衛星の表面居住層の下にいくつも重なる、壁かべで隔へだてられた層のうち、一番浅い層を個人利用のために開放している、ということなのだが。

　細い光だけを頼たよりに、黙だまったままで──無意識のうちに足音すら殺して、四人は階段を降りてゆく。

　鉄とコンクリートの階段。換かん気きシステムが止まって空気の流れがないせいか、異い臭しゆうはその濃こさを増し、闇やみも昏くらさを増している。

「──ちょっと──！　もう少しゆっくり行ってよ！　足あし下もとが──！」

　壁に片方の手を這わせ、進むサーシャがふるえる声で言う。ライトを持っているのは先頭のイーザー。たしかにこの暗さは、普ふ通つうの者には少々キツいだろう。

　サミィは自分のペンライトを出し、点灯すると、無言でサーシャに渡わたした。

「──ありがとう──」

　片手で受け取り、あたりを照らして──

「──っ！」

　サーシャは小さく息を吞のむ。

　明かりを向けてはじめて気づいたのだ。自分が伝っていたその壁を、ところどころ、赤黒い染しみが彩いろどっていることに。

　あわてて壁についていた手を引き、足もとを照らして進む。

　……むろんその足もとにも、同じ色の模様が散っているのだが。

　さして長くもないはずの階段は、サーシャにとって、妙に長く感じられた。

　上ではクリフにタンカを切ったが、こうなると、彼の言う通り、外で待っていた方が賢かしこい選せん択たくだったのでは、とさえ思えて来る。

　それでもやがて階段は終わり、コンクリートの細い廊下へと続く。

「ドアだ。開ける」

　やがてイーザーの声が響ひびいた。続いて金属のきしむ音。

　二人ぶんの靴くつ音おとに続き、サーシャとジャックも小さな金属のドアをくぐる。

　その先は、闇。たちこめるのは、異臭。

　かなり広い部屋なのだろう。

　サーシャはなんの気なしに、ぐるりっ、と部屋を照らし──

『──っ!?』

　ジャックとサーシャは、同時に、声にならない呻うめきを漏らしていた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ照らし出された部屋。それで十分だった。──いや、それより長くはごめんである。

　壁も床ゆかも天てん井じようも。一条の光が刹せつ那な照らしたすべての部分が。赤黒くかわいた飛沫しぶきに彩られていた。

　……ひ……

　サーシャの口から漏もれたのは、静かな呻きか荒あらい吐と息いきか。

「……なん……だ……このっ……！　クソな部屋はっ……！」

　吐はき捨てるジャックの声も、荒い。

　どれほどの血、どれほどの死がこの部屋を満たしたのか。

　ロビーと違ちがい、もともと家具などはなかったようである。

　ここで殺された者たちの数は、少なく見ても五、六人。しかも、射うたれるとか刺さされるとかいった方法で、ではない。

　行われたのは、殺人というよりむしろ、肉体の破は壊かい。血の量と、散り具合からそれがわかる。

　もはや間違いない。

　ここで起こったのは、組織同士の殺し合いなどではない。

　人間を超こえる圧あつ倒とう的てきな力パワーを持った存在が、このビルにいた者すべてを蹂じゆう躙りんし尽つくしたのだ。

「行こう」

　イーザーに異を唱える者は一人もいなかった。

　一同は無言のまま、もと来た通路と階段を通って一階に戻もどり、もう一方の通路をゆく。

　行く先にはやはり、いくつもの部屋と、いくつもの血の跡あと。

　階段を昇のぼって二階に上がり、いくつかの部屋を調べ──

　──それは、一同が、廊ろう下かを進んでいる時のことだった。

　イーザーの歩みが止まる。

　サミィが小さく顔を上げた。

「──まずい」

「ああ」

　声を殺してつぶやくサミィとイーザー。サーシャとジャックには、その意味がわからない。

「まずい、って──？」

「外に、逃にげて」

　サーシャの問いを遮さえぎり、サミィが言う。ふり向きもせず。

「──え──？」

　サーシャの背中につめたいものが走る。

　逃げて、と言った。出て、ではなく。

　それはつまり──迫せまっている、ということなのか。何かの危険が。

「早く」

　声には、拒きよ絶ぜつを許さぬ響きがあった。

　理由も聞かずに立ち去る気はない。いつものサーシャなら、そう突つっぱねたところだろう。しかし今まで見てきた血の彩りと、サミィたちのただならぬ様子が、彼女をおとなしく従わせた。

「──わかった」

「ジャックも」

「け……けど……」

　サミィにうながされ、しかしそれでもメンツとか意地とかにこだわっているのか、わずかにふるえる声で、気弱い拒きよ否ひをするジャック。しかし。

「外までサーシャを護衛して」

「……わかった。そういうことなら仕方ねえ」

　やはり不気味なものを感じてはいたのだろう。サミィに言いまわしを変えられると、あっさりうなずき、きびすを返し、サーシャより先に足早に立ち去りはじめる。

「……ちょっ……ちょっと……！」

　あわててついてゆくサーシャ。

　二人は声を、足音を殺し、背中を恐きよう怖ふに追いたてられて、足早に廊下を駆かけ抜ぬけ、階段を降りる。

　ドンッ！

　爆ばく発はつにすら似た音が上から聞こえてきたのは、二人がロビーに着いた時のことだった。




　音を、聞いた。かすかな音を。

　地下室と違い、このあたりの部屋はリノリウム貼ばりの床になっている。

　聞こえたのは、そのリノリウムのきしみ。

　温度差が生む熱ねつ膨ぼう張ちようによるものではない。あきらかに、部そ屋こに存在する何者かが、重心を変えた音。

　同じ廊下に並ぶどこかの部屋で。

　サーシャとジャックを外に逃がして、サミィとイーザー、二人はあたりの気配を探さぐる。

　サミィはそっと、背中に隠かくした、四十センチほどの黒い棒を手に取った。衣きぬ擦ずれの音すら今は邪じや魔まに感じる。

　足音の主は、どこにいる？

　相手が、まぎれ込んだ不良や浮ふ浪ろう者しやならば別に問題はない。しかしもし、そこにいるのが、サミィたちの予想しているような奴やつならば──

　静かに、歩みを進める。

　特注の靴くつは、足音を立てにくいように設計されてはいるが、それでもコンクリート造りの廊下で、全く音を立てずに進むことは不可能である。

　数メートル先には次の部屋のドアがある。二人は壁かべを伝うように、そちらに向かって歩を進め──

　──と。

　音が聞こえた。床ゆかのかすかなきしむ音。音は近づく。こちらに。まっすぐ。

　壁の向こうから。

　とっさにサミィとイーザーが、床を蹴けり、退さがったその瞬しゆん間かん。

　ドンッ！

　爆発にすら似た音を立て、さきほどまでいたあたりの壁が吹き飛んだ！

「シェイプシフト！」

　飛ぶと同時にサミィは声を上げ、手にした棒をひと振ふりしていた。

　声紋こえとパスこワとードばに反応し、それは瞬しゆん時じに、一ふりの、片かた刃ばの長ちよう剣けんへと変化した。

　イーザーの方もすでに、大ぶりなナイフを引き抜いている。

　着地し、壁が破は砕さいされた時には、二人の武装は済んでいた。

　そこに。

　だむっ！

　ぶち破った壁をくぐり、ガレキを蹴って、影かげが二人に飛びかかる！

　普ふ通つうの者なら、残像だけをその目に刻んで倒たおされただろう。自分の生を終わらせたのが何だったのか、それを理解する間さえなく。

　影の速さは、それほどまでのものだった。

　しかし。二人は反応した。

　サミィがわずかに後退し、イーザーが一歩前へと進む。さして広くもない廊ろう下かで長剣は不利。そう見てとってイーザーが前に出た。

　影の爪つめが閃ひらめく。同時にイーザーのナイフもまた、

　ギぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃン！

　耳をつんざく硬かたい音。それは単に、鋼はがねと鋼の衝しよう突とつする音ではない。分子振しん動どうブレード同士がぶつかり奏かなでる異ハー音モニー。

　影のもう片方の手が閃く。しかしその時には、イーザーのナイフが相手の刃やいばをはじき、もう一方の刃もはじいて、影の本体に向かってつき出される。

　瞬間、影が上へと跳とんだ。両手の刃で左右の壁を穿うがち、廊下の天てん井じよう近くにはりつく。

　そのまま上からイーザーに向かい、躍おどりかかろうとして──

　イーザーがわずかに身を低くする。同時に後ろのサミィが、その背を踏ふみ台に駆け上がり、影に向かって長剣をつき出していた。

　ドずっ！
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　長剣のきっ先が、影の胸を貫つらぬく！

　ぐギぃっ!?

　奇き妙みような悲鳴と痙けい攣れんと。それが影の断だん末まつ魔ま。

　生死を賭かけた刹せつ那なの攻こう防ぼう。その明暗を分けたのは、今まで経験した戦いの、数と質との差だった。

　サミィは剣けんを引き抜ぬいて──

　……どさっ……

　影の死体は二人の目の前──硬い廊下の床へと落ちた。

　二人はあらためて、その姿を見やる。

　大きさも体型も、大おお柄がらな大人の男、といったところである。

　しかし銀河広しといえど、尖とがった耳に四つの目、頰ほおまで開く口を持つ『普通の大人』はいないだろう。

　ここが入植直後の惑星ほしで、目の前の死体が丸まる裸はだかなら、原住生物の可能性も考えられたかもしれないが、あいにくここは地上から、絶対の虚こ空くうを隔てた、天空に浮うかぶ鉄の箱。おまけに死体は簡素な防護スーツを身につけ、両手には、カギヅメを模した分子振動クローが装備されている。

「どうやらやはり、我々に似た境きよう遇ぐうの者らしい」

　つぶやくイーザーの言葉にサミィはただ、無言。

　死体の傷と口もとからあふれ流れる血が、自分たちと同じ色をしていることが、彼女には不快でたまらなかった。




　ヒトがまだ、火星にすら届くか届かぬかの昔。

　人類は自らの細さい胞ぼう一つ一つの中にある、生命の設計図の解読を行った。

　遺伝子操作の技術が確立したのは、比ひ較かく的てき早い時期のことである。……まあそれは、どの時点で『確立された』と判断するのか、によっても評価は変わるのだが。

　しかしクローンの理論は、ヒトの遺伝子解かい析せきが完かん了りようする以前から存在していたし、動物実験も成功例を生んでいた。

　だがそのゆく手に立ちはだかった壁は、技術ではなく、倫りん理りだった。

　たとえば、ヒトのクローンは許されるのか？

　数多あまたの議論が費やされ、いろいろな国が、さまざまな結論を出した。

　だがその束そく縛ばくも、ヒトが宇宙へ、銀河へ進出するとともに薄うすれていった。

　無数の惑星には、各自の見解。

　ヒトそのもののクローンがよくない、という見識は、いまだどこでも共通している。

　しかし──

　なら、移植手術のため、人体の一部をクローンすることは？　他の生物の遺伝子を改造し、ヒトに等しくすることは？　ゼロから遺伝子を合成するのは？　ヒト以上のものを生み出すことは？

　どこまでがヒトで、どこからがヒトでないのか。

　見解は、千ち々ぢに分かれる。

　そのことを利用しようとする者たちがいた。

　軍事産業の担にない手たちである。

　ヒトに似た、ヒトより速く、ヒトより強く、ヒトより従順な兵士たち。それは遠い昔から、戦いに興味を持つ者たちが夢想してきた兵士のかたち。

　遺伝子操作の技術を手に入れた軍事産業は、法律の、規制の網あみをかいくぐり、そんな兵士たちを生み出そうとしていた。

　今はまだ、銀河進出黎れい明めい期きと言っていいだろう。独立した惑星国家間の大きな戦争は起こってはいない。

　だが遠くないうち、それは起こりうるのではないか？

　いや、仮に起こらなかったとしても、各種紛ふん争そうに宇スペ宙ース・海パイ賊レーツ。現在においてすら『力』はいくらでも必要とされている。

　ならばこそ、ヒトを凌りよう駕がする兵士の製造・販はん売ばいは、莫ばく大だいな利益を生むはずだった。

　──巨きよ大だい企き業ぎよう、クロフト・カンパニー。

　その軍事部門が、そこに目をつけないわけはなかった。

　遺伝子操作で生み出された、見た目はヒトと変わらぬ超ちよう戦士。

　試験的に造られた三タイプは、三年間の学習・訓練期間を経た後、実験運用されることとなった。

　さまざまな状じよう況きようへの対応を見るために選ばれたのは、戦場という舞ぶ台たいではなく、トラブルシューターという職業だった。

　グループ傘さん下かに会社を設立。試作体をそこに社員として送り込み、トラブルの解決に当たらせ、そのデータを集める。

　会社は、無料トラブルシューティングのキャンペーン、というお題目をかかげてはいるが、要はできるだけ情報を集め、その中からピックアップした、実験としてふさわしい場所に試作体を送っているのだ。

　データ採集と、各国の『お客様』に対するデモンストレーションのために。

　試作体のうち二つ。

　その名を、サミィとイーザーといった。

　──戦いのために造られた命という、最低の運命。

　しかし何より最低なのは、彼女たちが、それを自覚させられていることだった。

　かつてヒトより強い力を持ったケモノは、武器という道具を持ったヒトに駆く逐ちくされた。

　クロフトが望んだのは、ヒトの武器を扱あつかえる、ヒトを超こえた戦士だった。それには学習と自己判断が必要であり、それは自我の発生を必然とした。

　見かけは普ふ通つうの人間と同じでも、体組織が異なるため、定期的にある種の薬を服用することが必要不可欠とされ、それが彼らの自由を束縛する。

　ヒトの姿とヒトの心を持ちながら、生命の維い持じを条件に、飼い犬たることを運命づけられた者たち。

　それが、サミィとイーザーの二人だった。

　そして今、二人の目の前には。

　やはり何者かの手によって、遺伝子操作で戦うために生み出されたのであろうものが、その生を終え、転がっている。

　それに自我があったのかどうか。サミィたちにはわからない。

　だが、今ここに立っている者と倒たおれている者。その立場は、いつ逆転しても不思議ではなかった。




「──誰だれか来た──」

　ジャックが漏もらした言葉に、場には緊きん張ちようの糸がはりつめた。

　ビルの前に佇たたずむ三人──ジャックとサーシャ、そしてクリフの目の前には、大きく開いた玄げん関かんドアと、奥にひろがる昏くらい通路があった。

　上から大きな音が聞こえてから、それほどの時間は経たっていない。

　彼らには、何が起こったのかわからない。わかるのはただ、起こったのが、まともなことではない、というだけ。

　やがて三人の視線が集まる先、闇やみの奥からにじみ出た姿は──

「──無事か!?　あんたら！」

　問いかけるジャックの声は安あん堵どに弛ゆるんでいた。

「──何があったんです!?」

　重ねてクリフが問いかける。

「襲おそわれた」

　返すイーザーの答えは簡潔。

「で？」

「倒した」

　先を促うながすサーシャへの答えもまた。

「組織の連中の残党か何かか？」

　ジャックの問いに、今度はサミィがさらりと、

「人間じゃないわ」

　三人は、思わず顔を見合わせる。

　玄関にたどり着いた二人は足を止め、サミィは一同を見み渡わたして、

「たぶん、ここを壊かい滅めつさせた奴やつね」

『……………………』

　絶句する三人。

　そして、誰かが口を開くより先に

「お前たち！　そんな所で何やってる!?」

　誰すい何かのだみ声は、少し離はなれた道の先から聞こえた。

　一体いつやって来たのか。四十ほどのがっちりとした体格の男で、鋭するどいまなざしをこちらの方に向けている。

　素す性じようは、見ればひと目でわかる。仮装好きの変人か、そうでなければ制服警官。

　男は大おお股またで、こちらに歩み寄りながら、

「今、そこのビルから出て来たな！」

　こちらにバッジを提示して、

「前、ここで事件があった！　そのことは知っているのか？　ん？

　……入り口のテープが切れているな。お前たちがやったのか!?」

　──最初から切れてたぜ──

　ジャックがしゃあしゃあと、そう答えるよりわずかに早く。

「すっ！　すみませんっ！」

　クリフが、馬ば鹿か正直に声を上げていた。

「そのっ！　知り合いがここで死んで……それでっ……！」

　ジャックが。サーシャが頭に手を当てる。しかし今さらクリフの融ゆう通ずうのきかなさを呪のろったところで、口にした言葉をなかったことにできるわけでもない。

　ならば残る手は、話をはぐらかすしかない。

　ジャックはビルの奥を指さし、

「それよりも！　俺たち、今、この奥で、妙みような奴に襲われたんだ！」

　と、イーザーを目で指し、

「そっちのひとが、ぶっ倒してくれたらしいけどよ」

「本当か？」

「事実だ」

　疑いのまなざしを向けられて、しかしイーザーは沈ちん着ちやくに答えた。

　──ジャックは、警官が確認のためにビル内に入ったら、この場をとんずらするつもりだった。スネに傷持つ身としては、取り調べなどされたら、余計な埃ほこりが出てくることにもなりかねない。ならばこの場はひとまず退いて──

　だがしかし。彼の期待を裏切って、警官は、携パー帯ソナ電ル・話フオンを取り出すと、

「──おう。俺だ。Ｃ‐十八、五の二十五……ああ。フラナガンのビルの前だ。急ぎ応おう援えんを頼たのむ」

　かくて。

　ものの十分も経たぬうち、一同は、何台ものパトカーに包囲される羽目になった。




「脆もろい」

　男が言う。

「脆すぎる」

　声には怒りといらだちの色。

　一同の方をふり返り、拍ひよう子しに、身につけた白衣がひるがえる。

　しかしこの場では白衣など、それぞれを見分ける役には立たない。

　なぜならこの場にいる全員が、それを身につけているのだから。

　樹じゆ脂しと金属で囲まれた、広く、清潔で、無機質な部屋。壁かべの一面を大小のディスプレイが占しめ、つくりつけのデスクの上は、何のものとも判わからぬ計器類。そこに集つどう男女の数は二十に近い。

「経験値が違ちがう。勝てると思っていたわけではない。だが！」

　男はコントロール・パネルを操作して、記録されていた映像を、再びディスプレイに映し出す。

　男と女に襲おそいかかる、彼らの生み出した、遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポン。

　戦いの始まりから最後までを見るのに、時間らしい時間は必要としなかった。

　男と女──サミィとイーザーの連れん携けいは、彼らの送り込んだ『兵士』をあっさりと片づけていた。

　ビル内に設置されていた、監かん視しカメラの捉とらえた映像である。ビルに電力が来ていないふうに見せかけておいて、パイロット・ランプを消したカメラで、一部始し終じゆうを映していたのだ。

　その結果は──彼らにとっては、あまりにも不本意なものだったが。

「接せつ触しよくからものの数秒と保もたずにこれだ！　連携の時間すらなかった！　これではデータ採取にすらならん！」

　彼らは自じ慢まんの『兵士』たちを数体、ビルの数カ所に分散配備しておいた。うまく連携が取れるのか。目標に対してどれほどの戦果を上げられるのか。同時に目標のデータも取っておきたい。

　それらの計画すべてが台無しである。

　配置していた二体目以下は、連携をする間すらなく、結局、倒たおされた一体目の死体を回収する役にしか立たなかった。

「原因は何か!?」

　男の問いに、白衣の男女が囁ささやき交わす。

　──画像解かい析せきのデータによると、スピードがわずかに──

　──装備武器の選せん択たくが──

　──やはり経験の差というものも──

　──数の問題もあるかもしれないぞ。もし二匹ひきで同時にかからせていれば──

　──防ぼう御ぎよ面に不安定な部分が──

　──防護スーツはスピードを殺しているだけではないか──

　しばしの時を待ってから。

「結論は出たか」

　再び問いかける男に、しかし明確な答えを返せる者はいない。

「どうした諸君!?　こんな簡単な問題もわからんのか!?」

　芝しば居いがかって仰ぎよう々ぎようしく両手をひろげ、男は言う。それでも答えは返ってこない。

　男は、唇くちびるの端はしを、にやり、と歪ゆがめ、

「簡単だ！　弱いからだ」

　白衣たちが顔を見合わせる。

「経験値の差は大きい。スピードがわずかに劣おとっている。パワーの差はないに等しい。防御面には難がある。
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　そういった大小の差は、積み重なって圧あつ倒とう的てきな違ちがいとなり、今回の結果を招いた。

　つまりは──弱いのだ！

　我々が、クロフトの生バイ体オ兵ウエ器ポンの能力を、甘く見積もっていたこともまた事実だ」

「……では教プロフエ授ツサー、もう一度状じよう況きようを整えて、今度は最初から二対二の実験を……」

　白衣の一人、壮そう年ねんの男が提案する。が。

「否いな！」

　教プロフエ授ツサー、と呼ばれた男は、即そく座ざにそれを否定した。

「状況面での差は埋うまるが、それはただ、それだけのことでしかない。時間と機会は無限にあるわけではないのだよ。それよりも結論を出そう。

　試作品タイプＡによる試験は終しゆう了りよう。

　これよりタイプＢによる試験に移行する」







「仕事を休んでいるそうだな」

　久しぶりに顔を合わせた父親の、第一声はそれだった。

　サーシャが警察の取り調べから解放されたのは夕方。

　他の皆みながどうなったかはわからず、署の玄げん関かんには、呼び出された母親が待っていた。

　一人で暮らすマンションに帰ろうとしたのだが、聞き入れられず、強引に実家まで引っ張って来られた。

　そこで待っていたのが──父親の、その言葉だった。

「一体何をやっているんだ。お前は」

　リビングのソファに坐ざしたまま。指でめがねをずり上げて、ため息交じりに彼は言う。

「調べてるのよ。マーシャのこと」

「そういうことを言っているんじゃあない」

　部屋の隅すみに立ったまま言うサーシャに、父親は少しいらついた口ぶりで、

「マーシャのことがショックなのはわかる。それは父さんや母さんだって同じだ。

　けど、それでお前の将来まで棒に振ふってどうする？

　折せつ角かく一いつ所しよ懸けん命めい勉強して、大学も飛び進級までして、期待されてエルパの本社に入ったんじゃあないか。

　もしもこんなことで、お前が将来を棒に振るようなことになったら、マーシャだってきっと悲しむぞ」

「こんなこと？」

「あ……いや、誤解するなよ。

　お前のやっている探たん偵ていごっこで、という意味だ」

　──マーシャが悲しんだりするものか──

　胸の裡うちでサーシャはつぶやく。

　前は彼女も、マーシャのことを、できの悪い妹だと思っていた。

　なんでこんなことがわからないんだろう。なんで父さんや母さんの言うことを素す直なおに聞かないんだろう。なんでろくでもない連中とつきあったり、家出をしたりするんだろう。

　わたしにまで迷めい惑わくはかけないでよね。面と向かってそう言ったこともあった。

　だがあの日。冷たくなって帰ってきたマーシャを見て。

　ひょっとしたら、間ま違ちがっていたのは自分たちの方だったのではないか？

　ふとそんな疑念が、サーシャの中に生まれた。

　社会のシステムそのものが間違っている、という意味ではない。

　両親や自分は、この社会のシステムに従うことを選んだ。そしてマーシャは、そうあることを拒こばんだ。それは単に、選んだものの違いではなかったのか？

　考えてみれば、あの子はどんな夢を持っていた？　どんな友だちがいて、どんな話をしていた？

　それさえ知らない。知ろうとすら、理解しようとすらせずに、自分たちが選んだ世界の価値観を理解しろ、と一方的に押しつけていた。それが間違っていたのではないか。

　本当は、言いたいことがあったのではないか？

　しかしマーシャはもう、何も言えない。

　……サーシャが自分で調査をはじめたのも、事件の真相を探さぐるというより、むしろ、マーシャのことを理解したい、という気持ちの方が強かったのかもしれない。

　そんなサーシャの想おもいを理解することなく、父親は続ける。

「素人しろうとのお前があれこれやったところで、一体何がわかる？　今日みたいに、警察の人にご迷惑をかけるだけじゃあないのか？　あとは警察に任せておけばいいんだ」

　──その警察があてにできない──

　言いかけた言葉をサーシャは飲み込んだ。

　口にしたところで、父親は、たぶん信じてはくれないだろう。

　今日のことにしてみても──

　ビルで事件があったあと、一行は即座に警察署へと連行され、取り調べを受けた。

　そこでサーシャは証言した。ビルの中で、何かがあったらしい、ということ。イーザーの話によれば、何者かに襲おそわれて、それを倒たおした、ということ。

　だが取り調べ中、別の警官がもたらした報告によれば、何かの死体や戦いの痕こん跡せきはなし。壁の一部が壊れていたことは事実だが、トラブルシューターたちの自作自演ということも考えられる、とのこと。

　警察か、あの二人か。どちらかが噓うそを言っている。

　むろんサーシャにしてみれば、クリフがどこかから引っ張り出してきたあの二人を、全面的に信用する根こん拠きよはない。

　だが妹の一件で、警察を疑う根拠はあった。

　ならば今度のことにしても、噓をついているのは警察の方なのではないか。彼女はそう感じていた。

　それに、あのビルで感じた、ただならない空気。あれが単なる気のせいだとは、どうしても思えなかった。

　とはいえ口で説明しても、他の人間に理解できるわけもない。特に、父親のような、度を過ぎた現実主義者には。

　父親の説教は続いている。マーシャも、いつもこんな気分を味わっていたのだろうか。

　心配してくれているのはわかるのだが──理解しようとしてくれていないこともまた、わかってしまう。

　頃ころ合あいを見て、サーシャは言った。

「疲つかれてるの。シャワーを浴びて寝ねるわ」

　──なおも何やら声をかける父親を無視して、彼女は部屋をあとにした。




「ずいぶんと、あっさり終わったね。取り調べ」

「ああ」

　衛星港近くのホテル。その一階にある喫きつ茶さ室しつで、サミィとイーザー、二人はそんな会話をしていた。

　流行はやらない宇宙港だけあって、店の客もまばらだった。

　本当はもっと、街の中心近く、現場に近い場所に泊とまりたかったのだが、なにしろ街はエルパ尽づくし。関連会社社員の宿しゆく泊はく施し設せつはあっても、外来客用のホテルは全くなし。

　仕方なく、こんなところのホテルを取ったわけである。

　完全人工の衛星だけあって、移ムー動ビン道グロ路ードや無料シャトルバス、安いタクシーや地下のリニアレールもかなり発達しているが、それでも移動にはそれなりの時間を要する。警察署からここまで帰って来るのにも、ざっと三十分程度はかかった。

　取り調べは、もっとしつこく追及されるかとも思ったが、思ったよりずっとあっさりと終わった。

　他の皆みなの取り調べは、いつまでかかるかわからない。そう聞かされて、二人はとりあえず、このホテルへと戻もどったのだ。

　……正直、サーシャとジャックの二人は、できればしばらく警察で預かってもらいたいところなのだが……まあ、そうもいくまい。

　砂糖とミルクをたっぷり入れたコーヒーをかき混ぜながら、窓の外に目をやれど、見えるのは、うらぶれた通りの殺風景な景色だけ。

「まあ、大体これで、何が起こってるのかはわかったけど」

「ああ」

　サミィのつぶやきに、イーザーの短い答え。

「で、どうするの？　イーザー」

　彼女はイーザーに問いかける。

「こんな、クロフトとエルパの代理戦争みたいなものにつきあう義理はないと思うけど」

　紅色の小さな唇くちびるからは、客の入らない喫茶店には似合わぬ言葉が滑すべり出した。

　──推理というほどの推理ではない。

　ここはエルパの支配する地。もとはと言えば研究施し設せつ。そこで、遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポンと思われる相手が、サミィとイーザーに襲いかかって来た。

　これがエルパと無関係だ、などと考える方がどうかしているだろう。

　実験兵器の暴走──では、ありえない。最初それは組織のビルにいた者のみを全ぜん滅めつさせ、警官が調査した時にはそこにはおらず──そして今日、サミィとイーザーを襲しゆう撃げきし、その後警察の調査では、死体などなかった、という。

　組織的かつ計画的な行動。そう考えなければ説明はつかない。あるいは警察も、一枚嚙かんでいるのかもしれない。

　ここの警察は当然、政府の管理下に存在する──ということになってはいるのだが、その政府とエルパとが強く結びついている以上、国家公認のエルパ警備隊となっている可能性は高い。

　つまりこれは、れっきとした実験なのだろう。

　最初の組織襲撃はさしずめ、『閉へい鎖さ空間における対人戦せん闘とう能力の実地テスト、及および、エルパにとって不要な人員の削さく減げん』といったところだろうか。

　おそらくはシェリフスター本社……いや、それより上のクロフト中ちゆう枢すう部ぶは、そのことを予想した上で、サミィとイーザーをここに送りつけたのだろう。

　そしてエルパなら、サミィたちの『正体』を察しても不思議はない。察すれば、クロフトのバイオウェポンと自分たちのバイオウェポン、どちらがより優ゆう秀しゆうかを、実験しようとするだろう。

　だから彼女はこう表現したのだ。クロフトとエルパの代理戦争、と。

　二人がこんなところで、こんな会話をしているのも、おそらく部屋にしかけられているだろう盗とう聴ちよう器きを警けい戒かいしてのことだった。

　ここはエルパの手のひらの上。サミィたちが、このホテルのどの部屋に泊まっているかはすでに把は握あくされているだろう。しかし今、この喫茶室のこの席につくことまでは、予想不可能なはずだった。

　サミィとしては、こんな茶番につきあいたくはない。できればとっとと引き上げたいところなのだが……

「依い頼らいは、依頼だ」

　イーザーは、サミィの予想通りの答えを返した。

「サミィの指し摘てきした可能性は高い。しかしその証しよう拠こはない。

　それに、あのビルでマーシャ＝カルノフが殺害されたのは事実であり、我々がその解決に至っていないことも事実だ」

「……そう言うと思った」

　苦笑して、サミィは小さく肩かたをすくめた。

「不満か？」

「不満よ。……あ。イーザーに、じゃなくって、その答えしか出せない現状に、ね」

　言って彼女は、ゆううつな視線を窓の外に向けた。

　なにしろ、その事件を解決する、ということは──

　すなわち、エルパとの全面戦争と同義語なのだから。




　子供の頃、写真で見たことがある。

　碧あおい惑わく星せいを背景に、巨きよ大だいなボールが虚こ空くうに浮うかんでいる光景。

　漆しつ黒こくを漂ただよう、扁へん平ぺいな球形の人工物。それがこの、『ラビィ』と呼ばれた衛星港。自分が暮らす世界のすべて。

　まだ子供だったジャックは、それを、美しい、と思った。

　だがその内な部かは、現実は、決して美しいと呼べるものではなかった。

　いろいろなことがあった。そう。いろいろなことが。

　いろいろあって──ふと気がつくといつの間にか、彼はこの世界が嫌きらいになり、不良はみだしグループの頭をやっている自分に気づき──そして今、彼は、警察署の留置所にほうり込まれている。

　取り調べ自体は、そう時間がかかるものではなかった。ただ運悪く──出会った警官の中に、自分のことを知っている者がいた、それだけの話。

　人間やはり、日ひ頃ごろの行いという奴やつは大事なのだろうか？　それとも大事なのは肩かた書がきの方か？　ともあれ彼は、問答無用で、ひと晩の拘こう留りゆうを言い渡わたされた。

　別件の容疑をかけられたわけではない。単なるいやがらせである。

　ろくに掃そう除じもされていないのだろう。檻おりの中はかすかに異い臭しゆうがしたが──そんなことをいちいち気にして、ダウンタウンで生きてはいけない。まあとりあえず、今、一番の問題といえば──ヒマだ、ということくらいか。

　檻の向こうには、見張りの警官が詰つめているが、楽しい語らいの相手になってくれるとは思えない。

　できれば景色でも楽しみたいところだが、鉄てつ格ごう子しが嵌はまった留置所の高い窓からは、何も見えない。

　それでもまあ、警官を眺ながめて、余計ななんくせをつけられるよりはマシだろう。

　ぼんやりと視線を宙に這はわせながら、ジャックは、死んだマーシャのことを、やはりこれまたぼんやりと考えていた。

　マーシャは、彼になついていた。

　仲間たちはよく、からかい半分に、ヤッちまえジャック、向こうもその気だ、などと耳打ちしてきたものだった。

　結局手を出さなかったのは、ジャックが彼女に対して、女、というよりも、身内、という意識を強く持っていたからかもしれない。

　あるいは──

　今日、はじめて出会ったマーシャの姉、サーシャのことをふと思い出し、ジャックは考える。

　マーシャは親や姉に甘えることができなかったぶん、兄のように自分に甘えていたのではないか、と。

　彼には、サミィたちに言わなかったことがある。

　あの日、マーシャは仲間の一人と口ゲンカをして飛び出し、事件に遭あった。

　言わなかったのは──その口ゲンカの相手が自分だということ。

　最初、マーシャが死んだ、と聞いた時は──むろん、怒いかりも悲しみもあった。あの時つまらぬ口ゲンカさえしなければ、という自責の念もあった。

　しかし原因が、組織同士の抗こう争そう、と聞かされて、仕方がない、という気持ちになったことも事実だった。

　だが、今日。

　マーシャの死にざまを聞かされて。事実は違ちがうと知らされて。ジャックは怒り──そして自分を嫌けん悪おした。

　エルパが作ったこの社会と、それにシッポを振ふる人間たちを、嫌っている自分。

　組織の抗争なら仕方ないが、エルパのせいなら許せない、と思ってしまった自分。

　気づいたのだ。嫌っていた連中と自分との間には、何の差もなかったのだと。結局のところ、シッポを振る相手が違っていただけの話なのだと。

　……今さら後こう悔かいしても落ち込んでも、マーシャが還かえってくることはない。

　ならば、自分にできることは？

　事件の真相を探さぐること。

　それが、マーシャへの供く養ようにもなり、過去の自分の間違いを埋うめることになる。

　ジャックは、そう考えていた。




「その方たちなら、外出なさいましたが」

　ホテルマンの返した答えに、サーシャは舌打ちをするところだった。

　明けて翌朝。

　サミィとイーザーにはりつくことを、勝手にかたく心に誓ちかい、二人の泊とまるホテルをつき止めたのはいいのだが──

　一歩遅おそく、二人はすでにホテルを出たあとだった。

　ならば、彼らが立ち寄りそうな場所はどこだろう？

　サーシャは考えて──

「──サーシャ！」

　急に自分の名を呼ばれ、はじかれたように彼女はふり向く。

　そこ──ホテルの玄げん関かんに立っていたのは、あいもかわらずいまいちさえない風ふう体ていの男──早い話がクリフだった。

「何してるの？」

「こ……こっちのセリフだよ。サーシャ」

　彼は困こん惑わく顔で、彼女の方に歩み寄り、

「なんでこんな所にいるんだい？　まさか、イーザーさんとサミィさんに……」

「それ以外にないでしょ」

「どうして!?　昨日あんなことがあったばかりじゃないか！　へたに首を突つっ込んだりしたら危険だってことはわかっただろ！

　あとはあの二人に任せて……」

「どこ？」

　説教じみたクリフの言葉を断ち切って、彼女は問う。

「……え？」

「彼らはどこ？　会ったんでしょ」

「ああ。今後の打ち合わせをしなくちゃあいけなかったから……なぜか、外の喫きつ茶さ店てんがいい、っていうから……サーシャ？」

　サーシャはクリフを無視して玄関のドアをくぐり、表の通りをざっと見わたす。

　──いくらここが流行はやらない衛星港だからといっても、近くには何軒けんもの喫茶店がある。

「ちょっと！　サーシャ！」

「どの店？」

　後ろから追ってきたクリフに、ふり向きもせずに問いかける。

「サーシャ、私の話も……！」

「どの店？」

　後ろで、ため息の気配。

「……もう出たよ。

　話し合いが終わって歩いてたら、きみがここに入るのを見つけて追いかけたんだ。

　たぶん二人は、もう近くにはいない」

「どこに行ったの」

　肩かた越ごしにふり向き、サーシャは問う。

「サーシャ……」

　体全体で向きなおり、サーシャはまっ正面からクリフの瞳ひとみを覗のぞき込み、再び問う。

「どこに、行ったの。打ち合わせをしたなら、大体わかるはずね」

　二人の背は、サーシャの方がやや低い。しかし今、迫はく力りよくの点では、クリフはサーシャの足あし下もとにすら及およばない。

「そ……それは……」

　小さくごくりと喉のどを鳴らし、それでもクリフは、もぎ離はなすように視線をそらし、なんとか声をしぼり出す。

「……言えないよ……」

「そう」

　あっさりとそう答えると、サーシャはくるりときびすを返し、通りの方に歩き出す。

「サ、サーシャ!?」

　背中にかかるクリフの声。

「どこに行く気!?」

「捜さがしに」

　ふり向くことも、歩みを止めることもせず、サーシャは答えた。

　しばしの沈ちん黙もく。そして。

「やみくもに捜して見つかるわけがない！」

　半ばキレ気味の口調で言われ、サーシャは足を止めた。

　──確かにまあ──その通りではあるのだが。

　直径二十キロの衛星港。これを大きいと感じるか小さいと感じるかは見方によるが、少なくとも、どこにいるかわからない人間二人を捜すには、あまりにも広すぎる。

　無目的にうろついたところで、サミィたちを見つけられる可能性は低いだろう。

　仕方なく、サーシャはクリフの方をふり向いて、

「なら、教えて。どこに行ったのか」

「……私の話を聞いてくれたら……考えるよ」

「──わかった」

　サーシャには、そう答えるしかなかった。




　時間のせいか始し終じゆうこうなのか、港に近い喫茶店には、それほどの客は入っていなかった。

　サーシャとクリフの二人は、そんな店の、奥まったテーブルに、向かい合わせに腰こしかけた。

「……サーシャ……」

　適当にオーダーをしてウエイトレスを追い払はらってから、クリフは口を開いた。

「私たちはつき合っていた……少なくとも、ある程度はお互たがいを理解しあっていたはずだ……そうだろ？」

「──そうね──」

　気のない口調でサーシャは返す。

　つきあいはじめたのは去年。サーシャがエルパに入社して、半年ほど経たった頃ころのことだった。

　大学を飛び石進級し、鳴り物入りで入ったサーシャに向けられた、同どう僚りようたちの視線は冷たかった。

　年下のサーシャに向けられる妬ねたみとライバル心。そしてサーシャ自身のプライド。双そう方ほうが水と油のように反発し、気がつくとサーシャは、職場で孤こ立りつしていた。

　そんな時。会社の外で出会ったのがクリフだった。

　話を聞けば、プログラムソフト部門に属しているらしく、新薬研究部門のサーシャと社内で出会うことはないが、同じエルパの社員だということだった。

　自分は彼のどこに魅ひかれたのだろう。

　サーシャはふと考える。

　それほどハンサムというわけでもないし、話を聞くと、飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうというわけでもない。何より当時も、そして今も、どこかがどうにも野や暮ぼったい。

　たぶんその、垢あか抜ぬけない、木ぼく訥とつな部分にではないだろうか。

　職場の人間関係でささくれ立った心を抱かかえていた自分には、どこか、ほっとできる場所が必要だったのだ。

　彼が、その場所だと思っていたのだ。

　だが今、冷静に考えると、本当はどうなのだろうか？

　むろん彼のことは嫌きらいではない。どちらかで答えろ、と問われれば、好きと答えるだろう。

　だがそれは果たして、恋こい人びととして、なのだろうか？

　妹のマーシャが、家族のかわりにジャックたちを求めたのと同じように、ひょっとしたら自分もまた、甘えられる父親のような存在として、クリフを好きなのではないか。

　正直言って今は、よくわからない。何もかも。

「……きっときみは……混乱しているんだと思う」

　クリフは言う。

「妹さんのことは……ひどい事件だった。混乱して当たり前なんだろうと思う。

　きみがショックを受けていることは、見ていてもわかる。

　たぶん、じっとしていられないんだろう」

　それは、図星だった。

　マーシャの死の異常さ──もぎちぎられたような首の傷に気がついて、サーシャは葬そう儀ぎの前後数日、眠ねむることさえできなかった。

　事件の真相を探さぐると決意し、会社に休職届を出したのが、葬儀の直後。だが、何をどうすればいいのか全く思いつかず、その後数日、やったことといえば、警察の担当警官に、事情を詳くわしく説明しろとねじ込んで、捜そう査さ中だからそれはできない、と、つっぱねられるか、何か手がかりはないかと、事件のあったビルのまわりを、ただやみくもにうろつくことくらいだった。

　つまり早い話、家と警察署と現場とを、うろうろ無む駄だに往復していただけである。やはり自分は、混乱していたのだろう。

「……かもね」

　ため息交じりにクリフの言葉を肯こう定ていする。

「トラブルシューター、なんて他人に任せるんじゃあなく、できれば自分の手で何かをしたい。そう考える気持ちはわかるよ。

　けど、そういうことに関しちゃあ、きみはまるっきりの素人しろうとだ。そして向こうは、そのテのことに関してはプロなんだ」

　それも、事実。

　サミィとイーザーが、いつ、この『ラビィ』にやって来たのかは知らないが、ここ数日のうちなのは間ま違ちがいないだろう。

　マーシャがつきあっていた連中がどこにいるのか。それをつきとめて訪れるまで、サーシャは一週間以上かかった。しかしあの二人は、数日──いや、ひょっとすると半日かそこらでそれを探り出し、やって来た。

　もしも自分が、あの二人について行っても、足手まといにしかならないだろう。

　そんなことはわかっている。

　わかってはいるのだが──

「きみはひょっとしたら、自分はどうなってもいい。とにかく事件を解決したい……なんて思っているかもしれない。

　けど、考えてほしいんだ。

　もし、昨日みたいなことがあって、きみが怪け我がをしたりしたら……

　それによって、事件の解決は、早まると思う？　それとも、余計にややこしくなって遅おそくなる？」

「………………」

　サーシャは不ふ機き嫌げんに沈ちん黙もくした。答えはわかりきっている。

　タイミングを計ったかのように、ウエイトレスが、注文のドリンクを置いてそそくさと去ってゆく。

　……ひょっとしたら、別れ話か何かだと思って、実際にタイミングを見計らっていたのかもしれないが。

　ウエイトレスが去るのを待って、クリフは言った。

「そう。答えはわかりきっている。解決は遅くなるだけだ。

　いや、ひょっとしたらそのせいで、永遠に解決しなくなるかもしれない。

　警察は、トラブルシューターの二人を拘こう束そくして、事情聴ちよう取しゆを行うだろう。私が、きみを守れなかった二人に腹を立て、契けい約やくを破は棄きすると言い出すかもしれない。そうなると私は、次のトラブルシューターを雇やとうことはないだろう。

　あの二人はここを出て行き、あとは、きみの言う『信用できない』警察に任せることになる。

　それでいいのか？」

　これもまた、わかりきった答え。いいわけがない。

　一方的に言いこめられている。それも仕方ない。正論を唱えているのはクリフの方なのだから。

　視線をそらしたまま、テーブルの上にほうり出したサーシャの右手を、クリフはそっと両手で包み込み、

「何より私は……サーシャ、きみが危ない目に遭あうのは耐たえられないんだ……心配なんだ……愛しているから……きみのことを……」

　気持ちはうれしい。だが、一いつ旦たんそう口にしてしまえば、自分はもう動けなくなる。

　それが怖こわくて、サーシャはそっと唇くちびるを嚙かんだ。

　クリフは続ける。

「私だけじゃない……きみが危ない目に遭うことなんて、誰だれも望んでなんかいないさ。

　お父さんだってお母さんだって……マーシャだってきっと悲しむよ」

　サーシャの肩かたが、小さくふるえた。

　──マーシャもきっと悲しむ──

　それは昨夜、父親が口にしたのと同じ言葉だった。

　サーシャは視線を、クリフに向けた。

　彼女の瞳ひとみに宿るのは、反発の色ではなく、決意の色。

「──クリフ──あなたが──わたしのことを理解しようとしてくれているのは、よくわかったわ──」

「──それじゃあ──」

「けど」

　表情かおを輝かがやかせるクリフの言葉を遮さえぎり、彼女は続けた。

「マーシャのことを理解してくれようとはしていない」

　クリフが、ぽかんっ、と小さく口を開ける。

「わたしは、あの子が生きているうちに、あの子のことを理解しようとは思ってあげられなかった。父さんや母さんだってそう。

　だから今……今からじゃあ遅いことはわかってるけど……少しでも、あの子のことを理解したいの。

　事件の解決に、足手まといになることはわかってるわ。

　けどそれでも、わたしは行きたいの。

　マーシャのことを、少しでも理解するために」

「……………………」

　クリフはしばし沈黙し、

「……だからといって……きみを危ない場所に導くかもしれない情報を、きみに教えることはできないよ……」

「そうね」

　あっさりと──どこかすがすがしさすら感じさせる調子で言うと、サーシャは席から立ち上がった。

「サーシャ！」

「わたしがあなたでも、教えない。

　だから、わたしは一人で動いてみる。

　ありがとう。心配してくれて」

　そして。

　かけるべき言葉を失なくしたクリフを残し、サーシャは店をあとにした。




　──とは言ってみたものの──

　どこをどう捜さがせばいいのか見当もつかず、サーシャは結局昨日と同じ、あのビルのところに戻って来ていた。

　いまはまだ朝。歓かん楽らく街がいがにぎわう時間にはほど遠い。ビルは、昨日訪れた時と全く同じたたずまいを見せていた。

　玄げん関かんを封ふうずるテープも元通り。おそらく昨日、警官たちが張りなおしたのだろう。

　とりあえず、ビルの周囲をぐるりとひと回り。サミィたちの姿はない。

　見張りの警官の姿もないところからすると、昨日のことは、ちょっとしたいたずら、として処理されてでもいるのだろうか。

　もとの場所に戻り、玄関に目をやる。

　──入ってみるか──

　とも思うのだが、もし中に、サミィもイーザーもおらず、昨日二人を襲おそったような何者かがいたらどうする？

　そんな不安もまた、あった。

　サーシャはあくまでも、マーシャの事こ件とを調べたいのであって、決して自分から危険に飛び込みたいわけではない。

　ふんぎりのつかぬまま、しばしうろうろするそのうちに。

　……ッ……ッ……コッ……コツ……

　聞こえた近づく足音に、サーシャは思わず物もの陰かげに身をひそめた。気分はもう、すっかり犯罪者である。

　隠かくれ窺うかがっているうちに、やがて視界に入ってきたのは、一人の制服警官だった。

　顔に見覚えがある。確か昨日、サーシャたちを発見して、署に通報した警官。

　なぜかその手には、黄色と黒のテープのロール。

　警官は玄関前で立ち止まり──あたりをきょろきょろ見み渡わたすと、張ってあったテープをいきなり引き破り、扉を開けて中に入ってゆく。

　──どういうこと？──

　胸のうちでつぶやくサーシャ。

　彼女はミステリーマニアでも、警察の事情に詳くわしいわけでもないが、今の警官の行動が、ひたすら怪あやしいことくらいはわかる。

　彼が持っていたテープは、出たあとでふたたび張りなおすためのものだろう。

　問題は、彼がなんのために入ったか、だ。

　あとを尾つけ、中に入ってみたい衝しよう動どうに駆かられたが、もし警官が引き返して来たらはちあわせになる。さすがにそれはまずいだろう。あの警官が事件に深くかかわっているなら、なおのこと。

　彼女は玄関そばの壁かべに張はりつき、耳をそば立てる。むろんそれで、何かが聞こえるわけもない。玄関の扉は、こういう組織御ご用よう達たしの、ぶ厚い防ぼう弾だん・防音仕様。向こうでご近所の奥様方が井い戸ど端ばた会議を開いていても、外には何も聞こえないだろう。

　そんなことにも気づかずに、サーシャは意識を耳に集中し──

「──何をしている！」

　突とつ然ぜん向けられたその声に、びくんっ！　とそちらをふりあおげば、二階の小さな窓を開け、そこからこちらを覗のぞく、さきほどの警官の顔があった。

　まともに、顔を見られた。

「あんた、昨日の──」

　警官がそう口にした瞬しゆん間かん。

　──まずい！

　サーシャはその場から駆け出した。

「待て！」

　その背にかかる制止の声。むろん古来より、ただ『待て』と言われて待つ逃とう亡ぼう者しやは少数派である。そして彼女は多数派に属した。

　通りを駆ける。右に左に滅め茶ちや苦く茶ちやに。馴な染じみのない裏通り。サーシャはじきに、自分がどこを走っているのかもわからなくなった。

　だが、足は止まらない。止められない。

　自じ慢まんではないが足には全く自信がない。気を抜ぬけば追いつかれるだろう。捕つかまったら、一体どんな目に遭あわされるか。

　そんな被ひ害がい妄もう想そうじみた思いに背中を押され、彼女は駆ける。ひたすらに。

　どれだけ走り回ったか──しかしあっけなく限界はやって来た。

　道にある、ほんの小さな段差。つまずいた時、疲つかれた足に、体勢を立てなおす余力はなかった。

「あうっ！」

　倒たおれて苦痛の呻うめきを漏もらす。反射的に顔を上げ、もときた方に目をやって──

　……追って来る者の姿は見えない。

　なんとかまいたのだろうか？

　あちこちが痛む体をなんとか起こし、肩かたで息をつきながら、彼女はあたりを見回した。

　あんのじょう、すでにここがどこかもわからない。彼女はたしかに、生まれてこのかた、ずっとこの『ラビィ』に住んではいるが、さすがに歓かん楽らく街がい付近の裏道にまでは詳しくない。
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　しかしまあ──しばらく歩けば、知っている通りに出るか、目印になる何かが見えて来るだろう。

　彼女は疲れた足取りで、とりあえず目についた路地に向かい、角を曲がり──

「──!?」

　そこに、男がいた。




「……これじゃあ……ね……」

　画面に表示されたマップデータを目にして、サミィは落らく胆たんのつぶやきを漏らした。

『ラビィ』の居住区にある区役所。

　その自動受付コーナーで、サミィとイーザーの二人は、この『ラビィ』のマップデータを入手しようとしていた。

　目的は──言うまでもない。ここにある、エルパ研究施し設せつ、中ちゆう枢すう部分への侵入のため、である。

　むろん区役所で手に入るマップに、『絶対見つからない侵入経路ベストテン』などというものが出ているわけはない。通気ダクトや電線、下水の構造図も、こんな場所で手に入らないのは承知の上。

　欲しかったのは、この『ラビィ』の中心部に、でん、と居座るエルパ研究所の大ざっぱな見取り図だった。

　どこに、どういった部門の研究所があるのか。せめてそれだけでもわかればいい。そう思っていたのだが──

　マップデータには、街の主要道路やリニアレール路線図などが記してある。しかしマップの中央には、やたらと大きな空白に、『エルパ・コーポレーション　ＥＬ０３研究所』と記してあるのみ。

　ダイナミックというか、ひたすら大ざっぱなマップである。

　……エルパで埋うまった街ならば、研究所内のマップくらいは手に入るのでは、と思ったのだが……少々甘かったようである。

　むしろエルパで埋まった街だからこそ、そこの人々は、詳しよう細さいなマップなど必要としないのかもしれない。

　ここはいろいろな意味で、閉ざされた世界なのだから。

　しかしともあれ、もう少し詳くわしいマップを手に入れるにはどうするか。

　むろん研究所の中に入れば、案内図くらいはあるだろうが、気安く入らせてくれるとも思えない。

　ならやはり──

「他で手に入れるしかないな」

　と、横から画面を覗のぞき込んで、イーザー。

　どこかでコンピュータ回線にでも侵入し、データを引き出すしかない。という意味である。

　むろん人目があるこんな場所で、そんな真ま似ねをするわけにはいかないが。

「ま、さすがにそうそう都合良くいくわけも……ないし……」

　言ってサミィはイーザーの方を向き──沈ちん黙もくした。

　すぐ間近にある、端たん整せいな顔。流れる銀色の髪かみ。自分をじっと見つめる、左右で色の違ちがう瞳ひとみ。

　いつもと変わらぬ、見慣れたイーザーの顔である。しかしこう、近くでしげしげ見てみると、なんというか……その……

「どうした？　サミィ？」

「え？」

　問われてサミィは半歩身を引き、

「あ。いや。別に」

　あわててぱたぱたと手を振ふる。

　自分でもなんだかわからないのだが、妙みように──何というか──動どう揺ようしてしまった。

　何なのだろう？　これは？

　サミィは視線を画面に戻もどし、話題を変える。

「それより問題はこのマップね」

「──何かお困りですか？　お客様？」

　サミィのつぶやきに、呼びかけは後ろから聞こえた。

　彼女はあわててふり向き、

「いえ、別に困っ……って、ジャック！」

　そう。サミィたちに声をかけたのは、昨日別れてそのままになっていた、ジャックだった。

　いたずらっぽい笑みを浮うかべて気取ったポーズをつけている。

「どうしてここが？」

「『どうしてここが』じゃねえよ。冷てえなぁ。昨日はみーんなサクサク帰っちまうんだからよ。

　おかげで俺だけ、いやがらせで一晩泊とまらされて、いやがらせで朝一番に叩たたき起こされて、朝メシも食わせてもらえず外にポイ、だ。

　もしよかったら、おごってくれねえか？　メシ」

「──あのね──」

「礼はこいつで」

　あきれ果てたサミィの声を遮さえぎり、言うとジャックはポケットから、一枚のカードを取り出した。

　コンピュータ用のデータ・カードである。

「ここの詳細マップデータ、って奴やつが入ってる」

　──！──

　顔を見合わせるサミィとイーザー。

「──なんで──」

「おっと待った」

　問いかけようとするサミィをまたまた遮り、ぐるりとあたりを──区役所の構内を見み渡わたして、

「こんなところで話もなんだ。歩きながら話そうぜ」

　言うと、返事も待たずにきびすを返し、玄げん関かんドアへと向かう。

　サミィとイーザー、二人はふたたび顔を見合わせるが──とりあえず、ここにとどまっていても仕方ない。二人はジャックのあとを追い、並ぶ。

「──映画とかだとこういう場合──」

　玄関の自動ドアをくぐると同時に。ジャックは、並んだサミィとイーザーに、鼻高々にそう言った。

「警察サツとエルパがグルになってる、ってのがパターンだ。

　あんたらは昨日、『人間じゃない』って言った。

　つまりこいつは、エルパの兵器が暴走して、それを警察サツとエルパが必死に隠かくそうとしてる、って事こ件とだ。

　違ちがうか？」

　サミィとイーザーは、またまた顔を見合わせるはめになった。

　二人はあまり映画というのは観みないので、よくわからないのだが、ジャックの、『映画のパターン』に基もとづく推理は、『暴走』という一点を除いて、サミィたちの意見と一いつ致ちを見せていた。

　ジャックは続ける。

「で、その場合。

　主人公たちが取る行動は、敵の本ほん拠きよに侵しん入にゆう、だ。

　となるとマップが要いるだろう？

　けどクリフのおっさんに、ンなもん用意する甲か斐い性しようはねえ。

　ならあんたらはどうするか。

　たぶん区役所に行って、データを取ろうとするんじゃねえか？

　そう思ってやって来たら、大当たりビンゴだった、ってわけさ」

　言って、サミィの方にウインクを送る。

「ふーん」

　サミィは本気で感心し、素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

「で、映画だとそのあと主人公はどうなるの？」

「え」

　ジャックは一いつ瞬しゆん足を止め、もごもごと、

「……大体……その……スゲェピンチになる」

「………………………………どんなふうに……？」

「…………案内役が……裏切るとか……人ひと質じちに取られるとか……」

「……………………」

　案内役。

　サミィとイーザー、二人の視線がジャックに集まる。

「いや、そいつぁあくまで映画の話だって！　映画の！

　実際にそんなことあるわけねえじゃねえか！

　……それでその……

　このマップデータを渡わたすかわり、と言っちゃあなんなんだけどよ……俺、あんたらについて行っても……」

「ダメ」

「だから映画の話は忘れろって！」

「映画の話を抜ぬきにしても。

　ただの相手じゃあないの。危険よ」

「俺は気にしねえ」

　はふ……

　サミィは小さくため息をつく。こういった場合は──確か、もっと強く言った方がよかったのだったろうか。

「足手まといよ」

「気にすんな」

　ふは……

　サミィはふたたびため息をついた。

　ジャックは手にしたカードをひらひら振ふりながら続ける。

「こんな小ちっちぇえ世界でもよ、俺たちみてえなはみ出しには、結構敵も多いんだよ。

　警察サツの手入れ、組織の干かん渉しよう。他のはみれん出しちゆうからケンカを売られたり。

　ンなもんに意地張っていちいちつき合ってたらもたねぇんだよ。

　で、だ。いざって時に、裏道抜け道非常口を、どれだけ知ってるか。それが、生き残れるかどうかを決める、ってことが結構ある。

　点検用の非常通路に、下水に電源ケーブル口。貨物の自動運うん搬ぱん路。

　俺が。俺の前にアタマをやってた人が。その前の人が。何年も何年もかけてあっちこっちからデータを拾って、作り上げたマップデータ。いわば俺たちの命いのち綱づな。

　このデータカードに入ってるのは、そういうもんなんだ。

　そいつを、預けてもいい、って言ってるんだ。

　渡してください。はい渡しました、ってわけにはいかねえな。──金で引き渡せるもんでもねえ。これを手に入れるのに必要なのは、信用、って奴やつさ。

　俺もついて行かせてもらう。それが俺の責任ってもんだ。

　で、あんたらは、マップデータを受け取るかわりに、いっしょに行く俺を守る。

　そういう取引でどうだ、ってことさ」

「何な故ぜだ」

　今度は、問いかけたのはイーザーだった。

「今の話が本当なら、我々との同行が目的ということになる。

　危険を承知で、なぜ我々と同行したい？」

「昨日も言ったろ？　マーシャの奴は仲間だ、ってよ。

　ひと様任せなんかじゃなくて、何かをやってやりてえんだ。

　危ねえのも足手まといなのも承知さ。

　気にすんな。俺は、自己満足で行くって言ってんだから。

　さ、どうする？」

　サミィとイーザーは困った顔を見み交かわして──

　──ＰｉＬｕＬｕＬｕＬｕ！

　パーソナルフォンのコール音が響ひびいたのは、そんな時だった。

　イーザーはスーツのポケットから、パーソナルフォンを取り出し、通話ボタンを押す。

「こちらイーザー＝マリオン」

　そのままじっと無表情に、相手の言葉を聞いている。

　彼らのパーソナルフォンは、仕事の性質上、音の指向性を高めてある。いくらサミィの耳がよくても、その内容は聞き取れない。

　ましてや全く変化を見せないイーザーの表情から、何かを読みとることなど無理である。

　ややあって。

「わかった。──無論」

　言ってイーザーは通話を終えた。

「何なの？」

「クリフからだ」

　イーザーは淡たん々たんと、

「サーシャが誘ゆう拐かいされたらしい」

「な!?」

　驚おどろきの声を上げたのはジャック。サミィも、声こそ上げなかったが、さすがにその表情には、動どう揺ようの色がにじみ出ている。

　イーザーは続ける。

「さきほどクリフのもとに、サーシャのパーソナルフォンから、マップ付きのメールが届いたらしい。

『このパーソナルフォンの持ち主はここにいる。返してほしくば、トラブルシューターを指定の場所によこせ』と。

　場所は、資源リサ再生イクルセンターＡ‐Ｆ１層。マップもすぐに転送される」

「マップなら──」

　ジャックは再び、手にしたデータカードをひらひらさせて、言った。

「ここにもあるじゃねえか」




「間もなく実験を開始する！」

　樹じゆ脂しと金属で囲まれた、広く、清潔で、無機質な部屋。集つどう白衣の研究員たちに向かい、教プロフエ授ツサーは朗々たる声を上げた。

　壁かべの一面を埋うめる数多あまたのディスプレイ。そこにはそれぞれ、異なる映像が映し出されていた。

　昨夜のうちに総そう掛がかりで、リサイクル・センターに勝手に設置させていただいた、監かん視しカメラの映像である。

　むろん、センターで働く職員に気づかれるおそれはない。ちゃんとその方面にも手は回してあるのだから。

　会社エルパの全面的バックアップというのは、実にありがたいものである。

　──計画がはじまったのは、半年ほど前に起こった、ある事件がきっかけだった。

　今の世に、反乱・革命のニュースはあふれ返っているが、『メルキアの反乱』と呼ばれる事件のことを覚えている者は多いだろう。

　なにしろ反乱を起こしたのは人ではなく、暴走した、完全自動制せい御ぎよの機械部隊だったのだから。

　事件は結局、近くの惑わく星せい国家、ダリングの軍事介かい入にゆうにより、鎮ちん圧あつされた。

　……ここまでは、どんなニュースソースからでも手に入れられる情報である。

　しかし、少し軍事事情に通じている者ならば、ダリングに、クロフト社の軍事部門が力を貸していたことや、事件の解決後、ダリングがクロフトの製品を大量導入していることも知っているだろう。

　さらにもう少し、裏に詳くわしい者ならば、その時投入されたクロフトの戦力に、人間と全く変わらぬ外見の、遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポンがあった、という噂うわさも耳にしただろう。

　──そもそも、しばらく前にクロフトが、シェリフスターなどというトラブルシュートの会社を創立し、無料キャンペーンを開始した時点で、たいていの軍事関係者は、その目的をおよそ想像していた。

　これは、トラブルシュートの名を借りた、新兵器の実験とデモンストレーションに他ならない、と。

　その頃ころから、シェリフスターの実働メンバーが持つ、ずば抜ぬけた身体能力の噂と、その彼らがバイオウェポンではないか、という憶おく測そくは流れていたのだ。

　噂は、メルキアの事件を機に、さらに信しん憑ぴよう性せいを深めていた。

　そこに目をつけたのが、エルパの本社だった。

　シェリフスターというクロフトの広告塔とうを、逆手に取ることはできないか。そう考えたのである。

　もしもクロフトのバイオウェポンを、エルパのバイオウェポンがうち破ったら？

　昔起こった事件と、クロフト社の台頭のせいで、万年業界二位に甘んじさせられていたその地位を、今こそ逆転させられるのではないか？

　本社のトップは、そう発想したのである。

　舞ぶ台たいとして選ばれたのが、虚こ空くうに浮うかぶ、この『ラビィ』。そして計画の推進者として選ばれたのが、教プロフエ授ツサー、と呼ばれる彼だった。

「記録レコードの準備はいいか!?」

「完パーフ璧エクトです！」

　教プロフエ授ツサーの問いに研究員の答え。

「タイプＢの配置は!?」

「完かん了りようしています！」

「コンディション!?」

「オールグリーン！」

「コントロールプログラムに異常は!?」

「ありません！」

「素す晴ばらしい！」

　教プロフエ授ツサーは、芝しば居いがかったしぐさで両手をひろげる。

　研究室は、心ここ地ちよい緊きん張ちようと昂こう揚よう感かんに満ちていた。

　しばらく後に、カメラの向こうで起こるのは殺し合い。

　だが居合わせる研究員たちには微み塵じんの罪悪感もない。

　なにせ、片やクロフトの作った兵器。片や、彼らの生み出した兵器。彼らにとっては、実験用マウスを解かい剖ぼうするのと、感覚的には変わらない。

　前に、街のダニ掃そう除じを兼かねて、組織のアジトを潰つぶした時に比べれば、どうというほどのことはない。

　後で、一いつ般ぱん人じんが一人巻き込まれていた、と聞いた時には、さすがに気まずい思いを味わったが……悪いのは自分たちではない。一般人を連れ込んでいた、組織の連中である。

　そういった犠ぎ牲せいを無む駄だにしないためにも、実験成果を上げる必要がある。

「さあ来るがいい！　クロフトにつくられた兵士たちよ！　きみたちの足そく跡せきも偉い業ぎようも、すべてこの我々が引き継つごう！」

　いずれ画面の向こうに現れるはずのサミィとイーザーに向かい、教プロフエ授ツサーは高らかにそう呼びかけた。




『ラビィ』の地表にかかる疑ぎ似じ重力は、実は均一ではない。

　手て抜ぬき工事でも故障でもない。そう設計されているのだ。

　もともとここは実験施し設せつ。実験には、さまざまな条件を必要とする。通常重力。軽重力。そしてあるいは無重力。

　例えば金とアルミの合金は、通常の重力下では造り得ない。例えば沈ちん殿でん実験は、無重力下では実行不可能。

　だからこそ、わざと人工重力にムラを生んでいる。

　その低重力地域には、ここに住む者たちの生活を維い持じするための、倉庫や工場が軒のきを連ねていた。

　サミィたちが呼び出されたリサイクル・センターも、そんな一角に位置していた。

　むろん、中古家具ショップのことではない。さまざまな資源を回収リサ再生イクルする、巨きよ大だいな処理工場のことである。

　衛星軌き道どう上に浮かぶ『ラビィ』では、モノにもよるが、資源を眼下のエシードラやら他の惑わく星せいから運び込むよりも、その方が安上がりになるのだ。

　ガラスが樹じゆ脂しが金属が紙が。自動的に分別され、再生処理を施ほどこされる。

　Ａ‐Ｆ１層。地下に存在するそこは、未分別の資源ゴミが一時的に集められ、分別と再生の時を待つ場所──口の悪い言い方をするならば、巨大なゴミ溜ためだった。

　ところどころに非常灯が、トンネルの中を想おもわせる、オレンジ色の光を放つばかりの暗い中、ぼんやりと浮かび上がるのは、見み渡わたす限りのゴミの海。

　むろん、この広大な閉へい鎖さ空間の、どこにあるのかもわからぬ端はしでは、いまだ絶え間なくゴミの自動分別が行われているはずなのだが、それが虚むなしい抵てい抗こうにしか思えぬほどの、圧あつ倒とう的てきなまでの眺ながめ。

　疑似重力が低いせいで、風で舞まい上がった紙切れが、無数にゆらゆらと宙を舞い、いつまでも漂ただよい続けている。

　暗さと舞い散る紙のせいで、視界はひどく悪い。

　聞こえるのはただ、紙が風に舞いこすれ合う、木の葉は擦ずれにも似た音ばかり。

　そこに──

　……ぎっ……！

　ゴミの世界の調和を乱す異音が侵しん入にゆうした。

　小さな──金属のきしみにも似た音が、しばし続く。

　やがて。

「……うっわぁ……すごい所ね……」

　サミィが漏もらした小さなつぶやきは、ゴミの海までは届かなかっただろう。

　サミィとイーザー。そしてジャック。

　三人がいるのは、巨大な集積場のはるか頭上、天てん井じようの上。電源コードやよくわからない配管がうねくねと走り回る、高さ一メートルほどの空間。いわば天井裏のような場所だった。

　高さがないので、今は全員四つん這ばい。うろつくには少々つらい空間だが仕方ない。

　ジャックを現場近くまで同行させる。

　それを条件に、彼からマップデータを受け取り、メンテナンス空間スペースに侵入。分子振しん動どうブレードを使って天井を破ったのだ。

　通常の作業用入り口からは、かなり離はなれた場所である。暗さと舞い散る紙のせいで、サミィやイーザーの視力をしても、遠くの様子はよく見えない。

『敵』がこういう手段を取ってきた以上、クリフ経由で送られてきたマップが示す入り口には、罠わながあること保証付きである。

　たぶん待ちうけているのは、バイオウェポンたち。

　しかしこちらの目的は、サーシャの救出と、事件の黒幕を探し出して叩くこと。バイオウェポンとケンカをすることではない。

　ならば彼らの待つ場所は避さけ、どこかにいるはずのサーシャを救い出し、とっとと退たい却きやくしてしまうのが得策である。

　だが問題は──

「……こんな中で、どうやって捜さがすんだよ……」

　天井を切り開いた小さな窓から、暗がりにひろがるゴミの海を見渡し、ジャックは声をひそめてつぶやいた。

「……考えてみりゃあ、そもそもこの場所にあの女がいるって保証も……それどころか、まだ生きてる、って保証もないんだぜ……」

「わかってるわよ。そんなこと」

「……え……？」

　思わず目をやるジャックに、サミィは小さくほほえんで、

「だからって、ほうっておくわけにはいかないでしょ」

　薄うす暗ぐらい闇やみの中、金色の髪かみがさらりと揺ゆれる。

「……あ……まあ……」

　視線をそらし、言うジャック。

「……けど実際よ、もしここにあの女がいたとしても、どうやって捜すんだよ」

「ここから先は任せて。あなたは戻もどってクリフと連れん絡らくを取って欲しいの」

「なんだそりゃ？　ここまで来て帰れってか？　そりゃねえだろ……サミィちゃん。

　第一あのおっさんなんかに連絡したところで、ものの役にも立ちゃしねえだろ」

「サーシャがさらわれたことを、警察に通報するように言ってほしいのよ。

　警察がグルだったとしても、おおげさにさわいでみせれば、向こうも少しは動きにくくなるはずよ。

　……とはいえあなたは……警察にはあまり好かれてないみたいだし。となるとそれができる人って──一人しかいない、ってことになるでしょ？」

「……まあ……そりゃあ確かにそうだけどよ……」

「作戦上必要なことよ。お願い」

「……………………」

　ジャックはしばし、真しん剣けんな顔で、サミィの目をじっと見つめていたが──

　……ふ……

　やがて小さく息を吐はき、

「……わかったよ。向こうさんがあんたら二人をご指名なら、かわりに俺が、ってわけにもいかねえだろうしな。

　……正直、あの女のことは気に入らねえからどうでもいいけど……あんたらは、絶対、無事に帰ってきなよ」

「もちろん」

　言ってサミィはウインク一つ。

　ジャックはまたまた目をそらし、

「じ……じゃあまたあとでな」

　言い残すと、彼は四つん這いのまま方向転てん換かんをすると、もと来た方へと戻ってゆく。

　残るサミィとイーザーは、顔を見合わせ、うなずくと、切り開いた穴からゴミの海へと、まずはイーザーが身を躍おどらせた。

　重力が低く、落下速度が遅おそいとはいえ、ゴミの地表まではやや距きよ離りがある。普ふ通つうの人間ならしりごみしたくなる高さだが、イーザーの動きに迷いはない。

　全身を使って風をふくみ、猫ねこのように着地する。ゴミが音を立て、生まれた風と衝しよう撃げきに、降り積もっていた紙クズが舞まい散る。

　彼の着地を確認してからサミィが続く。

　髪が流れる。耳もとで風がうなる。見下ろす下には、こちらを見上げて立つイーザー。

　とんっ、と、その両りよう肩かたに軽く足をつき、そのまま、ぴょんっ、と、ゴミの中に降り立つ。

「ありがと。イーザー」

　イーザーは小さくうなずくと、自分のベルトのバックルを外した。

　保シ安エ官リバフッスヂターに似たマークが刻まれた、その裏側には、何かの画面。

　デザインにカムフラージュされたスイッチをいくどか操作すると、やがて画面に明かりが灯ともった。

　左手でほぼ水平に持ち、なおもスイッチを操作しながら、ぐるりとあたりにかざすうち、やがて画面の片かた隅すみに光が点てん滅めつした。

　小型の熱源センサーである。人間と同じか、それ以上の温度を持つものが存在すれば、画面上にそれを表示する。

　あくまで小型の予備装備ゆえ、高性能とは言えないが、『誰だれか』がいる方向を、ざっと調べるには十分である。

　一方に、広い範はん囲いにわたって、高い温度反応。おそらくこれは、自動分別を行っている機械の作動熱だろう。

　別の方向──犯人から指示のあった方には、人間の体温に近い反応がいくつか。距離が離はなれているせいで、その数まではわからないが、おそらくこれが、『敵』の配置したバイオウェポンたちだろう。
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　他に、ヒトと思われる反応はなし。

　ということは、サーシャはここにはいないのか──そうでなければ、バイオウェポンたちのただ中にいるのか。

　温度反応から、両者を区別する術すべはない。つまりは──

「行くしかないようだ」

「……あ……やっぱり……」

　げんなりと、ため息交じりにつぶやくサミィ。

　二人は反応のあった方へと歩き出す。

　しかし足場が足場なだけに、どうにもこうにも歩きにくい。油断をすれば、足がゴミに埋うまってゆく。向こうも条件は同じ、とはいえ、これはいざ戦せん闘とうになると、なかなかにやっかいな状じよう況きようである。

　……そもそも、人が動き回るようにできている場所ではないのだから、当然と言えば当然なのだが。

　あたりに見えるのは単調な風景。聞こえるのは、自分たちの足音と、紙クズが立てる、どこか眠ねむ気けを催もよおす単調な音。

　イーザーの背中だけを見て歩みながら、サミィはふと考える。

　今なら、相手の本部は手て薄うすになっているはずだ、と。

『敵』は時間を指定してきたわけではない。ならばこちらをあと回しにして、向こうの本部──たぶん、エルパ実験社屋のバイオテクノロジー部門あたりを叩たたく、というのも一つのテではないだろうか。

　……むろんその場合、目をつけた所が『敵』の本部でなかった場合、作戦は失敗。サーシャの身が危険に晒さらされるわけだが……

　少なくとも、危険を承知でこのまま進むよりはマシなのではないだろうか。

　もしもサミィとイーザーが倒たおされた場合、『敵』には、サーシャを保護する理由も、無事に解放する義理もなくなる。

　いや──そもそも考えてみれば、依い頼らいの内容は、あくまで『事件の解決』であり、『サーシャの保護』ではない。

　ならむしろ、まだ無事かどうかもわからないサーシャのために、わざわざ我が身を危険に晒すことなどなく、この機に『敵』本部を叩く方が、合理的と言えるのではないだろうか。

　思いきって、イーザーにそう提案してみるか？

　彼はどう答えるだろう。無表情にうなずいてきびすを返すだろうか。それとも、それは依頼人の意思に反する、と、首を横に振ふるだろうか。

　それとも──

「……………………」

　考えて──結局サミィは、その案を口にすることをやめた。

　想像してしまったのだ。

　まず、ありえないとは思うのだが──

　もしこの案を口にして、イーザーに、『我が身可愛かわいさでサーシャを見捨てようと思っている』などと思われてしまったら。らしくない、とでも言われたら。色の違ちがう瞳ひとみに、わずかな失望の色を浮うかべられて。

　嫌いやだった。

　それだけは絶対に嫌だった。

　イーザーに嫌きらわれるくらいなら、バイオウェポンが待つ罠わなのただ中に飛び込む方が、サミィにとっては何百倍もマシだった。

　彼女にとってはイーザーは、たった一人の──ほんとうに宇宙でたった一人の、仲間、なのだから。

　黙だまったまま、二人は歩みを進め──

『──？』

　足を止めたのは、同時だった。

　何かの音が聞こえたのだ。それも──行く手ではなく、後ろから。

「……まさか……」

　つぶやくサミィ。ふり向いたイーザーと目が合う。同時にうなずき、もときた方へと駆かけ戻もどる。足を取られてスピードが出ない。

「反応がある。一つ」

　熱源センサーをかざしてイーザーが言う。

「我々が降りてきたあたりだ」

「……とするとやっぱり……」

「おそらく」

　さほども戻らぬそのうちに。紙かみ吹雪ふぶきの向こうににじみ、浮かんだ人ひと影かげは──

「──よ」

「『よ』じゃないわよジャック！」

　サミィは非難の声を上げた。

　そう。そこにいたのは、おとなしく戻ったはずのジャック。

「あなた……納なつ得とくして、戻ったんじゃあなかったの!?」

　言われてジャックは、はうっ、と息をつき、

「……あのなぁ。サミィちゃん。

　まさかとは思うんだけど……

　あんな、俺を追っ払ぱらうもくろみミエミエの、説得力のねえ言い訳……信じて、おとなしく帰ったと思ったのか？」

「え。」

　サミィは目を丸くする。

「そんなに……説得力なかった？」

「そりゃあもぉ」

　ジャックは、大きく首を縦に振り、

「とはいえ、あの場でそう言ったら、力ずくで置いてけぼりを食わされそうだ、と思ったんでな。

　納得して戻るふりをした、ってわけだ。

　けど──」

　言ってジャックは上を見る。はるか天てん井じようには彼が入ってきた穴。いくら疑ぎ似じ重力が小さいとはいえ、ジャンプして届くような高さではない。

「これじゃあ今さら、戻れ、って言われても戻れねえよな。

　つーことで、ご一いつ緒しよさせてもらうぜ。お二人さん。

　──なぁに。足手まといになるつもりはねえよ。

　何しろ俺には、こいつがあるからな」

　言ってジャックは、革ジャンをちらりとひろげてみせる。その下には、脇わきに吊つるした旧式のレーザーガンが一丁。

『……………………』

　サミィとイーザー、二人は無言で顔を見合わせた。

　バイオウェポンとて不死身ではない。旧式のレーザーガンでも、当たれば倒たおせるだろう。

　そう。当たれば、の話だが。

「わかった」

　ややあって、そう言ったのはイーザーの方だった。

「お。話がわかるね」

「ただし、戦せん闘とう時にはこちらの指示に従ってもらう」

「いいぜ。

　そういうことに関しちゃあ、そっちの方がプロなんだし、よ。

　そうと決まりゃあ、サクサク行こうぜ！」

　ジャックは元気に場を仕切る。行く手に待つのが何かも知らずに。




「教プロフエ授ツサー！　Ｃ‐８のカメラが目標を捕ほ捉そくしました！」

「何？」

　モニターを眺ながめていた研究員が上げた声に、研究室がざわついた。

「どこから入ってきた!?」

「……そ……それが……」

　モニターチェックを担当している研究員たちは、あわててビデオをチェックしながら、言葉を濁にごす。

「──全く！　何をやっている!?」

　教プロフエ授ツサーはいらついた声を上げた。

　研こ究い員つたちらはわかっているのだろうか？　これが、どれほど貴重な実験なのか。

　自分たちが生み出したバイオウェポンの実戦データ採集。それも確かに重要だ。

　だが──クロフトのバイオウェポンのデータ収集もまた、今回の重要な実験目的の一つなのだ。

　人質を取られる、という状じよう況きように関して、人間でない彼らがどう反応するか。

　見捨てるのか。それとも指定された場所に、馬ば鹿か正直にまっすぐやって来るのか。あるいは他の入り口から回り込み、こちらの裏をかこうとするのか。その場合どういったアプローチをして来るのか。

　呼び出しの場所を指定して、わざと時間の指定をしなかったのも、そういったことを見るためである。

　ゆえにカメラも、呼び出した場所や、その周辺の主戦場になりそうな部分の他に、別の場所にある出入り口近辺などにもセットした。

　さすがに、だだっ広い上に視界の悪いゴミ集積所の全すべてを、完全にカバーするだけのカメラは設置できなかったが。

　今、クロフトの二人を捉とらえたのは、呼び出しの場所から少し離はなれた出入り口──便べん宜ぎ上じようＣゲートと呼ばれる場所から、さらにやや離れた場所に設置されていたカメラだった。

　普ふ通つうに考えれば、モニターチェックをしていた研究員は、クロフトの二人がＣゲートに入ってくる瞬しゆん間かんを見落としていた、ということになる。

　が。

「……少なくともここ数十分、録画には映っていません！　それ以前に入っていたとは考えにくい以上……彼らの侵しん入にゆうポイントは、ゲートではありません！」

　録画をチェックした研究員たちが報告する。

　だが教プロフエ授ツサーはそれを鼻で笑い、

「ほぉう。では降って湧わいたとでも言うのか!?」

「……ほ……他に、我々の知らない出入り口が……」

「無い。

　……まあいい。その確認作業は後でもやれる。それよりもうすぐ、目標とタイプＢが接せつ触しよくするはずだ。各自計測機器のチェックを……」

「お待ちください教プロフエ授ツサー！」

　モニターチェックの一人が言う。

「その……カメラが捉えたのは……三人です！」

「──三人？」

　さすがに教プロフエ授ツサーも眉まゆをひそめる。

「見せろ」

「はい。今、モニターに……出ます」

　モニターの一つが切り替かわり、粗あらい拡大画像で表示されたのは、予定外の三人目──ジャックの顔だった。

　研究員たちがざわつく。

「な……何者でしょうか？」

　半ば独り言のようにつぶやく研究員に、しかし教プロフエ授ツサーは平然と言い放った。

「気にする必要はない。ただの町のごろつきだ。実験は予定通りに行う」

「し……しかし……普通の人間ですよね？　それにまだ未成年こどもですよ……！」

　とまどいの声を上げる一人に、教プロフエ授ツサーは侮ぶ蔑べつの視線を送り、

「ごろつきだ、と言ったろう？　エルパの役にも我々の役にも立たない──いや、有害なだけの人間だ。

　それともきみは、こんな男のために、この貴重な実験をフイにする価値がある、と？」

「……い……いえ……出すぎた意見でした……」

　研究員は視線をそらして、ぼそぼそとつぶやく。

「宜よろしい！

　では実験の始まりだ！」

　教プロフエ授ツサーは高らかに宣言した。
















　二　其は己おのが意味を求めし者達







　イーザーは足を止めた。

　薄うす暗ぐらい中を舞まい散る紙クズ。あたりの景色は変わらない。

「ん？　どうした？」

　つられて立ち止まり、気楽な調子で問うジャック。

「音だ」

「音ぉ？」

　言われてジャックは耳をすますが──

　聞こえてくるのはただ、紙クズが風に巻かれる静かなざわめきのみ。

「……紙の音、だろ？」

「足音だった。今は聞こえない」

「俺たちの足音が反はん響きようしたんじゃねえの？　サミィちゃん、聞こえた？」

「いいえ」

　問われてサミィは、ふり向きもせずに答えた。

　ジャックに、それを理解しろ、というのは無理だろう。だがサミィは知っている。おそらくイーザーは間ま違ちがっていないだろう、ということを。

「──けどジャック、これだけは絶対に守って」

「何を？」

「何を見ても、パニックになって銃じゆうを乱射したりしないで」

「……何を見ても……って……

　言われるまでもねえよ。ンなことしねえって」

　気楽に安うけあいするジャック。

「で、その足音ってのはまだ聞こえるのかい？　イーザーさんよ？」

「いや」

「ほらみろ。やっぱり気のせいだ」

　勝ちほこったように言うジャック。

　しかしイーザーはとりあわず、手にした熱源センサーを操作する。

　いくつも散らばる光点のうち、一つだけが、群から外れて、こちらに近い地点で止まっている。

「一体が先行待機している。威い力りよく偵てい察さつ要員だろう。

　これ以上進めば交戦範はん囲いに突とつ入にゆうする。

　こちらの動きも向こうに知られていると判断していいだろう」

　言って彼は、センサーを切るとベルトのバックルに戻もどす。片手にセンサーを握にぎったままで戦えるような相手ではない、と判断したのである。

「了りよう解かい」

　言ってサミィは、スーツの内うち懐ぶところから、小型のレーザーガンを取り出した。男なら手のひらになんとかおさまる程度のサイズ。出力と発射回数はまあ、それなり、といった程度でしかないが、スイッチの切り替かえでレーザートーチにもなる。

　飛び道具としてはいささか心もとないが、衛星港のチェックゲートの目をごまかして持ち込むには、これくらいのものがせいぜいだったのだ。

　イーザーもまた、同じものを取り出し──そして二人は、どちらからともなく再び歩きはじめる。あわててそれについてゆくジャック。

　風が鳴る。紙が舞う。やがてしばらく進むうち──

　イーザーが急に足を止めた。

　手にしたレーザーガンを無造作にかまえ、前方のゴミの山に狙ねらいをつける。

　その途と端たん。

　ドンッ！

　音を立ててそのゴミの山が爆ばく発はつした！

　いや。

　ゴミに埋うもれて身をひそめていた何者かが、上のゴミをはねのけたのだ。

　紙が舞い散り視界を埋める。かまわずイーザーは、レーザーガンのトリガーを引いていた。

　一条の細い光が、残像すら残さぬ速度で空を裂さき、舞い散る紙クズをことごとく貫かん通つうした。

　しかし相手の足音は、乱れたふうもなく一同の横へとまわり込む。

　そちらに向かってサミィが銃を一いち撃げき。しかし音は途と絶だえることなく──こちらに向かって近づいて来る！

　紙かみ吹雪ふぶきを散らしてそれは姿を現した！

　サミィの目は、その姿をはっきりと捉とらえていた。

　いくつもの目がついた、直径四十センチほどの球体。そこから生えた、八本の、手とも足ともつかぬ『脚あし』。

　それは体の大半を、薄うすい装そう甲こうのようなもので覆おおっており、脚の先には、かぎ爪づめ形のブレードが装着されていた。

　前にビルで出会った奴やつとは違うが──いずれにせよ、敵であることに変わりはない。

　それは姿を見せるなり、ゴミの大地を駆かけ蹴けって、サミィに向かって跳とびかかる！

　たぶん装甲には耐たいレーザー処理がほどこしてある。だが装甲にはすき間も多い。　サミィは迷わず、そのすき間を狙ってトリガーを絞しぼる。

　が。

　同時にそれは軽く体をひねり、光条は装甲にはじかれる。

　そのままそれは脚の一本を、サミィに向かってつき出した！

　ぎゅぎィィィィィィィっ！

　分子振しん動どうブレード同士が刃やいばを交える、けたたましい異音。

　それの脚先についたかぎ爪は、横からつき出されたナイフの切っ先で、かろうじて受け止められていた。

　イーザーである。右手には銃。そして、一体いつの間に抜ぬいたのか、その左手には大ぶりなナイフ。

「──っ！」

　あわてて身を引くサミィ。左手で腰こしの後ろから黒い棒を取り出すと、それに向かって振ふり抜きながら──

「シェイプシフト！」

　姿を変じた長ちよう剣けんの刃は、それがくり出す、別の脚のかぎ爪によって受け止められた。

　ふたたび響ひびく不快な異音。しかしサミィは、そのかぎ爪をからめるように、半ば無理矢理刃をねじり、脚の途と中ちゆうに刃を叩たたき込む！

　刃は薄い装甲ごと、脚の一本を切り落とした！

　ぎゃっ！

　それは獣けものの悲鳴を上げると後ろに跳ぶ。そこを狙ってイーザーがレーザーガンを撃うつ。

　しかしやはりそれはわずかに身をひねり、装甲が光をはじく。

　一いつ旦たん距きよ離りを取ったそれは、残る七本の脚で、ゴミの大地に伏ふせるように身をたわませ──

　再び跳びかかろうとしたその時。

　イーザーがトリガーを絞る。

　それは同じくわずかに身をひねり──

　ぐぎゃっ！

　悲鳴を上げて、バランスを崩くずし、頽くずおれる。

　レーザーが、装甲に覆われていない部分を直ちよく撃げきしたのだ。

　──そもそも、発射されたレーザー、つまり光を『見て』かわすことなど、絶対に不可能である。見えた時とは即すなわち、命中した時なのだから。

　おそらくそれは、こちらの指の動きに反応して、わずかに身をひねるように教え込まれているのだろう。

　イーザーはそのパターンを『読んで』、狙いをずらして一撃を送ったのである。

　結果それは、教えられた通りに身をひねり、わざわざ装甲のない部分で当たりに行ったのだ。

　苦痛にもがき暴れるそれに、イーザーは、さらに数度、引き金を引き──

　ようやくそれは、動きを止めた。

　まずは、一体。

　サミィとイーザー、二人は肩かたの力を抜いた。

「な」

　ジャックがようやく声を漏もらしたのは、そのあとのことだった。

「なん……だよ……これ……」

「言ったでしょう」

　と、サミィ。

「相手は人間じゃない、って。

　もっとも──ビルで会ったのとは別のタイプだけど」

「……いや……あの……」

　さらりと言われて口ごもるジャック。

　エルパの実験兵器の暴走。そういう仮説を、確かにジャックも口にしていた。

　だがあの時点では、それはまだ、ジャックにとっては半ば冗じよう談だん、現実感の乏とぼしい絵空事だった。

　だが今、こうして、八本脚あしの生き物の死体を前にしていれば、いやでも現実感は湧わく。

　それに、今の戦いを目にして、彼にもはっきりとわかったのだ。

　とてもではないが、自分についていけるものではない、と。

「……あの……なんつーか……

　帰っていーかな……？　俺？」

「別行動を取るのは危険だ」

　あっさり却きやつ下かするイーザー。

「彼らの狙ねらいは我々二人だと推測されるが、きみを見み逃のがす理由もない。また、我々と誤認されて襲おそわれる可能性もある。

　そうなった時の生存確率はきわめて低い」

「……そ……そぉ……だよな……ハハ……

　ま……まあこの調子で、あんたたちが化け物どもを片かたっ端ぱしからぶっ倒たおしてくれればいいんだし……」

　──化け物──

　そう言った彼の言葉に、サミィの眉まゆがわずかにはね上がったことに、むろんジャックは気づかない。

　まあ、こんなものを目まの当たりにして、パニックを起こさなかっただけ、マシと言えばマシなのだが。

　彼は続ける。虚うつろな口調で。

「こ……ここはとにかく、いっしょに行った方が安全ってか？　ハハ……

　た……頼たのむぜお二人さん……」

「安全かどうかは保証できないわね」

　言うサミィの口調にはわずかなトゲがある。

　ジャックはそれを指して、化け物、と呼んだが──姿に違ちがいはあるものの、生まれた境きよう遇ぐうや目的は、サミィたちも変わらない。

　では、目の前に倒れるこれが化け物ならば、自分たちは何なのだ。

　そんないらつきを、ジャックにぶつけても仕方ないことはわかっている。だがそれでも、口調は我知らず荒あらくなる。

「正直言って、ちょっとやっかいな場所と相手だから。

　あたしたちがダメだった時は……覚かく悟ごしてね。ついて来たのはあなたなんだし」

「ちょっちょっちょっ……ちょっと待ってくれよサミィちゃん！　ンな心細いこと言わねえでくれよ！　ウソでもいいから、心配するな、ドーンと任せとけ、くらいのことは言ってくれよ！」

「わかった。噓うそでいいのなら」

　イーザーが言う。

「任せろ。何の心配もない」

「うわダメだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　頭を抱かかえて叫さけぶジャック。

　むろんイーザーとしては、いやがらせや冗談ではなく、しごく真面目まじめに言っただけなのだが。

　だが実際、不利な状じよう況きようであることは事実だった。

　実戦経験は、たぶんサミィたちの方が上。敵のバイオウェポンは、さほどの知能は与あたえられていないらしく、攻こう撃げきのパターンも比ひ較かく的てき単調。

　だが問題なのは、このゴミの大地。つまり足場の悪さだった。

　へたな場所を踏ふめば、足がめり込む。全力疾しつ走そうはできないし、斬きり合いなどになっても踏ん張りがきかない。

　むろんその条件は相手も同じなのだが──

　しかしその相手には、手と足を兼かねた八本の脚がある。体重も、普ふ通つうの人間より軽いだろう。軽い体重を八本の脚で分担して支えれば、足場の影えい響きようは小さく済む。

　それに向こうには、数の優位、加えて人ひと質じちという優位もある。

　とはいえ、もはや選せん択たく肢しはなかった。仮に、今さらサーシャを見捨てて引き返そうとしたところで、向こうが見逃してくれるはずもないのだから。

　ならば進む。それしかない。

　サミィ、イーザー、二人はともに、片手に分子振しん動どうブレード、片手に小型のレーザーガン。

　複数のバイオウェポンを相手取るには、少々心もとない装備だが、こればかりは、言ったところで仕方ない。

　とはいえ、このまままっ正直に進んだのでは、勝ち目はかなり薄うすいだろう。

「何かないのかよ!?　敵の裏をかくスゲェ手とか、呼べばたちまち来てくれるお助け宇宙船とか巨きよ大だいロボとか!?」

「無茶言ってるし。このひと」

　八本脚のそれの死体から目が離はなせぬまま、パニックを起こしかかって適当なことを口走るジャックに、サミィは困った視線を向ける。

「そんな便利な援えん軍ぐんがいるわけないでしょ。それに、こんなゴミしかない場所で、敵の裏をかく手、っていったって……」

　サミィとイーザー、二人はぐるりとあたりを見回した。




　研究所に並んだ各種機器には、次々と、さまざまなデータが飛び込んで来ていた。

　素人しろうと目には、意味不明な数字と記号の羅ら列れつにしか見えない、圧あつ倒とう的てきな量のデータを、研究員たちは熱ねつ狂きようしながら、あるいはとりまとめ、あるいは分ぶん析せきする。

　まずはタイプＢのうち一体だけでしかけてみた。その装そう甲こうや武器に仕込んでおいた各種センサー類が、あるいは要所にしかけたカメラの映像が。貴重な情報の数々をもたらす。

　剣けんとかぎ爪づめが打ち合った時の衝しよう撃げき数値から割り出される、相手の筋力。カメラの映像から算出される相手の反応速度。そこから予想される、クロフトのバイオウェポンたちの設計コンセプトは何か？

　自分たちが造ったタイプＢに関しても、いざ実戦に投入すると、単純なシミュレーションでは見えてこなかった、さまざまな側面も浮うき彫ぼりにされる。

「いいぞ……いいぞ！」

　データの海と研究者たちの喧けん噪そうに溺おぼれながら。教プロフエ授ツサーは歓かん喜きの声を上げていた。

「これは……実に実りのある実験になるぞ諸君！

　ここで得られたデータはさらなる知識を発想を、我々にともたらしてくれる！　我々の生み出すものたちは、より一層に強くなる！」

　他人がそれを聞いているのか、いないのか。そんなことはどうでもいい。ただ、おさえきれない興奮を、教プロフエ授ツサーは言葉として吐はき出しているのだ。

　だが。それに水をさしたのは。

「教プロフエ授ツサー！」

　声を上げたのは、モニターチェックをしていた研究員。

「動き出したか！」

　期待の声で問う教プロフエ授ツサー。クロフトの兵器二体とその他一名は、先行させたこちらの一体を倒たおした場所で立ち止まり、何かを話していた。

　おそらくはミニ作戦会議といったところだろう。だが彼らとてわかるはずだ。進むより他に道がないことを。ならばもたらされる報告は、彼らの再進行以外にありえないはずだった。

　が。

「──っ!?」

　画面に目をやった教プロフエ授ツサーは小さく息を吞のむ。

　彼らのいる場所を映した映像が、白く濁にごっている。

　そしてあたりの紙クズの中に、ちろちろと見える赤い光は──

　火。

「まずいっ！」

　教プロフエ授ツサーは悲鳴に近い声を上げた。

　火は舞まう紙を伝って少しずつ少しずつひろがってゆく。煙けむりが立ちこめ画面はだんだん白はく濁だくしてゆく。

　教プロフエ授ツサーはおろおろとあたりを見回し、データチェックをしている研究員たちに向かって、

「し、至急『ラビィ』中ちゆう枢すうのセキュリティ・システムに侵しん入にゆうしろ！」

「そ……そんな！　無理です！」

「いいからやれっ！」

「急にそんなことを言われても……第一物理的に……」

「なんとかしろ！」

　言い争うそのうちに。

　教プロフエ授ツサーのもっとも恐おそれていた事態が起こった。

　ザアッ！

　現場にしかけたマイクが音を拾う。

　映像を送る、カメラのレンズが濡ぬれている。宙にあった紙クズが、雨に打たれて落ちてゆく。

　ほどなくいくつもの計器やカメラがブラック・アウトした。

　消火用のスプリンクラーが作動したのだ。

　にわか仕込みで仕し掛かけた計器のほとんどには、防水処理などほどこされてはいない。

　所員たちは呆ぼう然ぜんと総立ちになった。




　広大なゴミ集積所の一角に、異形の一団が存在した。

　丸い体に八本の脚あし。それは蜘く蛛もや、ある種の蟹かにというよりも、遠い昔の人々が幻げん視しした、悪あく魔まをすら連想させる。

　連れん携けいを見るために配置されたその数は六──いや、さきほど一つ減って、今は五。

　人の造った武器と鎧よろいに身を包む、人の造り出した悪魔。

『タイプＢ』と呼ばれるバイオウェポンたちである。

　激しい雨──スプリンクラーの放水に打たれながら。獣けものの知ち恵えしか持たぬ、人造の悪魔たちはとまどっていた。

　水すい滴てきに白く煙けむる視界の中、にじみ出たのはヒトの影かげ。友好的な相手ではなさそうだということは、それほど知能の高くない彼らにもわかる。

　だが、彼らの脳に埋うめ込まれたチップは、いまだ攻こう撃げき開始の信号を送っては来ない。今命令されているのはただ、待機。

　信号を無視して動けば、ひどい苦痛を味わわされるということは、たっぷりと『教育』されていた。

　なら、このまま動かないでいるべきか？　それとも──

『タイプＢ』たちがとまどっている、その機を逃のがさず。

　影は、戦場を駆かけ抜ぬけた。




　イーザーは駆ける。右手に大ぶりの分子振しん動どうナイフ。左手に小型のレーザーガンを手にして。

　左手の銃じゆうを腰こしだめに構えたまま、近くの一匹ぴきに向かってナイフをくり出す。さすがにあわてて、迎げい撃げきするべく脚をふるう一匹。

　だが同時に、イーザーの左手が、銃のトリガーを引いていた。

　光は降り来る雨の中を、急速に拡散・減げん衰すいしながら、あらぬ方へと飛んでゆく。

　だが、『銃を向けられ、引き金を引かれた』ことに反応し、エルパのバイオウェポンは、『教育された通り』に、わずかに身をひねる。

　そのぶん、動きに刹せつ那なの遅おくれが生じた。普ふ通つうの人間を相手にするなら問題ない──イーザーを相手にするなら致ち命めい的てきな遅れが。

　突つき込んだイーザーのナイフは、それの脚を裂さき、胴どうを装そう甲こうごとえぐり切っていた。




　無造作に近づくサミィの右手は、ポケットの中に突っ込まれていた。

　左手にはぶら下げた長ちよう剣けん。

　エルパのバイオウェポンが動くより早く。彼女はポケットの中で、静かに、隠かくし持った銃のトリガーを絞しぼっていた。

　ぎぶッ！

　見えない銃の存在を、予想できるほどの想像力はやはり、彼らには与あたえられていなかった。反応できず、装甲と装甲のすき間を貫つらぬかれ、体勢を崩くずしたところを──

　長剣の刃やいばが両断した。




　ジャックは、とりあえず後ろの方でふるえている。

　むろん恐こわいわけではない。スプリンクラーの降らせる雨が冷たいのだ。

　──と、当人は心の中で強く主張している。




　糞くそっ。

　糞糞糞糞糞糞糞糞くそくそくそくそくそクソクソクソクソクソッ！

　何も映らぬディスプレイを前に、教プロフエ授ツサーは胸の裡うちで、静かに激しく毒づいていた。

　なんでバカ高い観測用の各種カメラやセンサーがたかが水濡れで使用不能になるのだ。家庭用の安物ビデオカメラでも防水くらいはしてあるだろうに。それとも電源ケーブルのあちこちがショートでもしたのかそうだそれはありうる。昨日の今日の突とつ貫かん作業でしかも作業を行ったのはここの研究所員たちでありとどのつまりは素人しろうと作業である以上防水にまで考えは至らなかったのだろう。

　何にしても。

　私の。貴重な、実験が。フイになった。

　それだけは覆くつがえしようのない事実。

「教プロフエ授ツサー！」

　誰だれかが呼びかける。

　しかしスプリンクラーか陳ちん腐ぷだ実に陳腐な対応だ。だが陳腐すぎるがゆえにこちらの視野から抜け落ちていたことは事実だ。

　暴走する教プロフエ授ツサーの思考。

　しかしそんな脳内のことなど、はたから見てわかろうはずもなく、研究員はかまわず続ける。

「状じよう況きようは不明ですが、至急タイプＢに戦闘バトル開始・コ命令マンドを！」

「戦闘バトル開始・コ命令マンド？」

　おうむ返しに口にする。

　倒たおす？　彼らを？　クロフトの兵士たちを今ここで？　だがその場合実験はどうなる初期以降のデータは全く採取できず彼らを倒せば次の機会は当然永遠に失われる。

「でないと……！　全ぜん滅めつさせられる危険があります！」

　研究員の声が次の思考の閃ひらめきを促うながす。

　もしタイプＢがここで全滅したとしてもそのデータはもとよりこちらの手の中にある以上データ的にはさしたるダメージではない。

「教プロフエ授ツサー！」

「焦あせるな」

　促す研究員に抑おさえる教プロフエ授ツサー。

　だが、別の研究員が口を開く。

「六対二で敗北したとなれば、上は研究をうち切るかもしれません」

「…………………………」

　さすがに教プロフエ授ツサーの口もとが苦く渋じゆうの形に歪ゆがむ。

　ありうる。たとえ敗れたいきさつを説明したとて、無理解な上層部の連中は、おそらくこう答えるだろう。

　──どうあろうと敗北は敗北──

　確かに。タイプＡも惨ざん敗ぱいし、このタイプＢでもまた不ふ名めい誉よな結果を残すわけにはいかない。

　せっかくいろいろ苦労したというのに、データが取れなくなるのは痛いが──仕方ない。

　教プロフエ授ツサーは、どこか疲つかれた声で言った。

「わかった。タイプＢに戦闘バトル開始・コ命令マンドを送れ」




　エルパのバイオウェポンたちが一いつ斉せいに動き出した。

　サミィとイーザー、二人は接近・合流する。

　スプリンクラーの雨を使った不意打ちで二体を倒し、残るは三。

　数の上ではいまだ不利。三匹びきは二人を包囲すべく展開する。その動きにはさきほどまでの、とまどいの色は残っていない。

　だが、敵のクセはもう読めた。

　サミィに接近する一匹に、イーザーが銃じゆうを向け、トリガーを絞しぼる。

　身をひねり、体勢が崩れたところでサミィが突つっ込み、長ちよう剣けんをふるう。それはかろうじてわずかに身を引くが、風裂さく刃はそれの脚あしのうち二本を、装そう甲こうごと両断する。

　それが痛みを感じている間すらなく。軌き道どうを交差し、サミィの陰かげから飛び出したイーザーのナイフが、その本体を貫いた。

　まわり込む残り二匹が、左右から同時に飛びかかる。

　背と背を合わせるサミィとイーザー。

　一匹の脚がイーザーを襲おそう。装着された分子振しん動どうクローをナイフで受けた、その瞬しゆん間かん。

　それは別の脚二本を使い、右と左からイーザーの胴どうを狙ねらう。が。

　ざぞっ！

　くり出した脚は装甲ごと断ち切られた。

　イーザーが左手に持った、サミィの長剣で。

　背と背を合わせたその時に。二人はサミィの長剣と、イーザーの銃とを交こう換かんしていた。打ち合わせをしていたわけではない。どちらからともなく、ただ、自然にそうやったのだ。

　そしてもう一匹の方も。

　サミィが手にしたレーザーガンが、左右交こう互ごに吐はき出す光を受け──最初の一発は装甲で受け止めたものの、あとはそのすき間を貫つらぬかれ、動きの乱れたところをさらに貫かれ──やがて動くことを完全に放ほう棄きした。

　すべてが終わった戦場には、雨音だけが響ひびく。

　ヒトの生み出した獣けものたちの流す血が、にじんで赤く、流れゆく。

　ほどなく炎ほのおも消えたのか、スプリンクラーの降らせる雨は、そのいきおいを減じ、やがて、唐とう突とつに止やんだ。

　あたりにあるのは、水に洗われた、しめった空気。

「……や……やったのか……」

　声と、濡ぬれた足音は、後ろの方から聞こえてきた。

「……終わったんだな!?　やっつけちまったんだな！　あいつらを！」

　おびえと興奮の混じった声で言いながら、ジャックはきょろきょろおどおどあたりを見回す。

　靴くつの中まで水が入ったらしく、がぼがぼびちょびちょやりながら、やって来る彼の右手が何かを握にぎっていた。

「まあ、なんとか」

　つぶやくサミィ。

「……し……しかし……まあ……なんていうか……」

　あたりに転がる、異形のバイオウェポンたちの死体を見回し、ジャックがつぶやく。まあこの状じよう況きようでは、どうコメントしていいのかわからなくなるのも無理はない。

「それは？」

　彼が手にしたものに目をとめ、イーザーが問う。

「あ……おう。今、そこで見つけたんだけどよ。

　こいつって、ひょっとすると……」

　言ってジャックがさし出したのは、銀色をしたパーソナルフォン。

「──それって──」

　サミィはそれを手に取ると、オフになっていた電源を入れ、記録されている番号や発信記録をチェックして──

「サーシャのよ……クリフの番号あてに発信したメールの記録が残ってる」

「彼女は？」

　問うイーザーに、しかしジャックは左右に首を振ふり、

「……いいや。俺が見つけたのはこいつだけだ。

　こっちには……いねえみてぇだな……」

　重い、沈ちん黙もく。

　ここにサーシャがいるとは限らない。それは、最初からわかっていたことではある。

　だがこうして実際に、無む駄だ足あしだったとはっきりわかると──さすがに精神的にキツいものはある。

　彼女がまだ無事でいる可能性は、一体どれくらいある？

「……とりあえず……行きましょ。

　こんなところにじっとしてても仕方ない」

　サミィの言葉に促うながされ、三人は、地下のゴミ溜ためをあとにした。




「けどホント、たいしたもんだよあんたら！　あんな化け物どもを相手にしてよ！」

　長い作業用通路を這はい回り。リサイクル・センターの裏手にある、ひと気のない通りに出るまでずっと。

　ジャックは興奮した口調で、えんえんとそんなことをしゃべり続けていた。

　戦いの恐きよう怖ふが去ったあと。勝利の昂こう揚ようが彼を支配していた。

　だがサミィにとっては、面おも白しろいわけもない。サーシャの姿は結局見当たらず──そして何より面白くないのが、さきほどから興奮したジャックが連呼している、『化け物』という言葉。

　だが。彼がそう口にするのをやめさせるため、自分もまた造られた命だと説明までするつもりはない。

　もしもそんなことをすれば──

　サミィはふと考える。

　この男は、どう反応するだろうか。一転、さきほどのバイオウェポンたちに向けたのと同じまなざしを、自分たちにも向けてくるのだろうか。

「そりゃあよ、あの女……サーシャは見つけられなかったけどよ、あんたたちなら大だい丈じよう夫ぶ、絶対なんとかなるって！」

　無む根こん拠きよに太たい鼓こ判ばんを押すジャック。

「──なんでもいいけど──」

　なおも続いているジャックのたわごとを遮さえぎり、サミィは憂ゆう鬱うつのため息に言葉を乗せた。

　リサイクル・センターや工場の、高い塀へいにはさまれた路地。こんな場所に佇たたずんで、ジャックの言葉を聞いていても仕方ない。

「どうする？　このあと」

「一いつ旦たんホテルに戻もどる」

　イーザーが言う。

「可能なら装備の充じゆう実じつも図はかりたい。手に入れた地図を元に作戦を練る必要もある」

「だよな。一応クリフのおっさんにも、ことのいきさつを話しといた方がよさそうだし」

　続けて言ったジャックの言葉に、サミィとイーザーが顔を見合わせた。

「まさか……ついて来るつもり？」

「まさか……置いて行く気だったのかよ!?」

　驚おどろきの声を上げるサミィに、ジャックも驚きの声で返す。

　サミィは小さくため息をついて、

「あのねぇ。

　あたしたちが相手にしているのが何なのか、今、見たでしょ？

　あなたは、楽勝だ、なんて言ってるけど、実際にはそんなことはないわ。

　次は、もっと多くの相手が出てくるかもしれない。次はもっと強い奴やつが出てくるかもしれない。

　そうなった時、あなたがいても守れるかどうか……それどころか、勝てるかどうかもわからないのよ」

「わかってるよそんなこと。俺も今回のでこりた」

　ジャックは素す直なおに両手を上げて、降参のポーズをすると、

「俺も正直、あんな連中相手にドンパチやる気はさらさらねえ。平気だ、なんて強がろうって気にもならねえや。

　戦いはあんたらに任せた。一切首は突つっ込まねえ。約束する。

　けど……いや、だから、か。戦い以外で、できることをやりてえんだよ。

　それならかまわねえだろ」

「わかった」

「さすが！　話がわかるぜイーザーの兄キ！」

「あにき？」

　最初のおっさん呼ばわりに比べたら、またずいぶんと格が上がったものである。もっともイーザーは、そのあたりのニュアンスの違ちがいはよくわかっていないようだが。

　イーザーは続ける。

「但ただし、こちらには業務上の機密も存在する。待機を頼たのむ事もあるだろうが、その時は従って欲しい」

「オーケイ！

　じゃ、決まりだ！　とりあえず、ホテルにでも戻ろうぜ」

　なぜかジャックに仕切られて、三人は表通りに向かう。

　その途と中ちゆう、ジャックは、つ、とイーザーに歩み寄り、サミィに聞こえないように声をひそめて、

「……ところでイーザーの兄キ、ちょっと聞きてえんだけど……兄キとサミィちゃんって、名フアミリ字ーネームが同じだったけど……まさか……夫婦……ってことはねえよな」

「違ちがう」

　イーザーが答える。

　──少々声をひそめたところで、人間を超こえる聴ちよう力りよくを持ったサミィには、会話は丸聞こえなのだが、ジャックはむろんそんなことには気づかない。

　夫婦、という単語を耳にして、意識せずサミィは歩みをやや遅おくらせ、二人との距きよ離りを開ける。

　夫婦というのは、人間の男女関係の一形態であり、家族としての一種の契けい約やくである。そういった知識は教えられているのだが、具体的にその間に、どういった感情や思考があるのか、正直に言ってサミィにはわからない。

　ただ──自分とイーザーの関係について、ジャックに問い質ただされて、なんとはなく、距離を置いてしまった。自分でも、なぜそうしたのかはわからない。

　ジャックは重ねてイーザーに問う。

「なら、兄きよう妹だいってことか？」

「そんなところだ。少々環かん境きようは複雑だが」

　ある意味的確なイーザーの答え。

「……そ……そうか……複雑なんだ……

　まあその、ともかく兄妹、ってことなんだな。うん」

　何か納なつ得とくするジャック。

　などと話をするうちにも、三人は表通りに出る。ここからホテルのある場所までは、歩くのには少々距離がありすぎる。ならば地下のリニアレールを利用するか、でなければそのあたりでタクシーでも拾うのが順当だろう。

　見ればちょうど、一台のリニアタクシーが、通りをこちらにやって来る。イーザーとサミィは手を上げようとして──やめた。

　空車ではないとわかったから──ではない。

　車はこちらが手を上げるまでもなく、やや強引にブレーキをかけ、三人の前で停車した。

「やっと見つけた。──どうしたの？　わたしの顔に何かついてる？」

　後部座席の窓を開け。サーシャは、三人に向かって言った。




「誘ゆう拐かい？　わたしが？」

　衛星港にほど近い、あまりはやらないティールームで。

　ことの次し第だいをざっと説明されて、サーシャは小さく鼻で笑って、問いかけた。

「誰だれに？」

　客のいない店内に、彼女の声はやけに響ひびいた。

「さあ」

　言ってサミィはポケットから、ジャックの見つけたパーソナルフォンを取り出し、それをテーブルの上に置く。

「あたしたちも、それが知りたいの」

「それ！　わたしの──！」

「パーソナルフォン、よね。

　呼び出しを受けた場所にあったわ。

　どこでなくしたの？」

「どこって──」

　サミィに問われて、サーシャは考え──

「わからない。

　今朝からずっと、あなたたちを捜さがしてたの。

　とりあえず昨日のビルに行って──そうしたら、昨日わたしたちを見つけた警官がやって来た」

「昨日の警官？」

　サミィの眉まゆが小さく動く。なぜ同じ警官が、二日続けてやって来たのか。他の警官がいなかったことから考えれば、警官としての見張りだというセンは考えにくい。

　サーシャは続ける。

「見つかって。走って逃にげて。その時に落としたのかもしれないし──そのあと、通りの角で知らない男とぶつかって──そこで落としたのかもしれない。

　パーソナルフォンがないことに気づいたのは、そのあとよ。家に忘れたんじゃあないかと思った」

　父か母が、娘むすめの素行を調べるために、勝手にバッグから抜ぬいたのではないか。そう疑ったのだ。

「タクシーを拾って取りに帰ろうとして──あなたたちを見つけた。それだけ。

　わたしの落としたパーソナルフォンを、誰かが拾って利用した、ってこと？」

「あるいは、すり取られたか」

　サミィが言う。

「じゃあ何だよ？　結局ムダに踊おどらされてた、ってことか？」

「それは言わないで」

　ジャックの言葉に、ため息に乗せて呻うめくサミィ。

　と。

「サーシャ！」

　ドアベルの音を圧する声を上げ、息を切らせて店へと飛び込んできたのは、サミィたちから連れん絡らくを受けたクリフだった。

「大だい丈じよう夫ぶかい!?　無事だった!?」

　バタバタと走り寄り、サーシャの手をひっ摑つかむ。

「痛い。誘拐なんてされてない」

「え」

　間の抜けた吐と息いき。

「だから。落としたかすられたかしたパーソナルフォンで、あなたのところに偽にせの脅きよう迫はくメールを送られたらしいのよ」

「そうなんですか？」

　と、イーザーに問う。

「そのようだ」

　無表情に首を縦に振ふるイーザー。

「ということで大丈夫だから。クリフ。心配してくれてありがとう。

　それはそれとして手、痛いんだけど」

「え？　手？……あ！　ああ！」

　あわててクリフは手を離はなす。

　四人がけのテーブルに、空いているイスはない。クリフは手近なテーブルからイスを取ってくると、席につき、

「それでイーザーさん、何かわかったことは？　これからどうするんです？」

「装備を整え、こちらから仕し掛かけることを検討している」

「し……仕掛けるって……!?」

　おだやかならざる単語に、おうむ返しに問うクリフ。

「わかったんですか!?　相手が何者なのか!?」

「ハァ？　おっさん今さら何言ってんだ？」

　小指で耳の穴をほじりながら、反感と侮ぶ蔑べつを隠かくそうともせず、横からジャックが言う。

「小ちっちぇえ組織をあとかたもなくぶっ潰つぶして、警察にロクな調査もさせねえ。

　そこのねーちゃんのパーソナルフォンをパクって、ゴミ処理場の中に罠わなを張る。

　ンなマネができる組織力を持った連中っていったら、ここには一つしかねえだろ」

「──まさか──」

「エルパが……？」

　サーシャが身を乗り出して叫さけび、クリフが身を引いて呻く。

「そう考えるのが普ふ通つうなんじゃねーか？

　……と。そう言えばあんたら二人も、エルパの社員だったよな」

「な！　何が言いたい!?」

「いやー。べつにー」

　クリフの方を見もせずに、ジャックは気のない調子で答える。

　クリフはイーザーの方を向き、

「……た……たしかにそう考えるならば、エルパがこの事件に関わっている可能性は高いのかもしれない……

　けどエルパと一口に言ったところで、いろんな部門が存在するわけだし……」

「紙オムツ研究してるところや食品部門が組織皆みな殺ごろしにすると思うのかオッサン？」

　またまた横からジャックの茶々が入る。

「軍事部門に決まってんだろ。そこをぶっ潰しゃあおしまいだ」

「そんな乱暴な!?　ちょっと待ってくださいイーザーさん！　私が依い頼らいしたのはあくまで事件の解明であって、破は壊かい活動じゃありません！

　それに、証しよう拠こもなしにそんなことをしたら、あなたたちの方が犯罪者になる！」

「手を出したのは向こうだ」

　静せい謐ひつなイーザーの宣言に、クリフはただ、沈ちん黙もくした。




　火星の空は、今日もまた、憂ゆう鬱うつな色に染まっていた。

　この星のどこかでは、今も無数の大気清せい浄じようプラントが、汚よごれた空気を浄化し続けているはずなのだが、この空の色を見る限り、それも果てしなく無む駄だなことに思えて来る。

　ハイウェイを行くリムジンのシートに、深々と身を沈しずめ、彼──ランドルフ＝マイスターは、ただ空を眺ながめていた。

　──さまざまな通信・連絡手段が発達した今でも、人と人とが直接出会うことには意味がある。少なくとも、そう考えている者が多いことは事実だった。

　社長、ましてやクロフトほどの大だい企き業ぎようともなれば、あちらこちらに足を運び、さまざまな相手と直接会うことも多くなる。

　世間では、社長、というと、椅い子すにふんぞりかえっているだけのイメージも横行しているが、実際には、外に出ている時間の方が圧あつ倒とう的てきに多いのだ。

　──むろん業種や、社長自身のヤル気にもよるが。

　今もランドルフは、何やかやの会合やら密談やら裏取引やら根回しやらを、数えるのも疲つかれるくらいやっつけて、次の場所へと赴おもむくその途と中ちゆうだった。

　──…………！

　スーツの懐ふところに入れたパーソナルフォンが、着信の振しん動どうを伝えてきたのは、そんな車中でのことだった。

　発信者を確かめてから、彼は通話ボタンを押した。

「何の用だ。ティモシー」

　息むす子この名を呼ぶランドルフの声にも、そして表情にも、何の感情も浮うかばない。ただ、ビジネスに徹てつした男の声。

『いやぁ。うちのイーザーとサミィ、とりあえず順調みたいですよ。父さん』

　不ふ肖しようの息子──シェリフスター・カンパニー社長、ティモシー＝マイスターの声は、今日も今日とていつもと変わらず、どこか力が抜ぬけていた。

　この頼たよりない声の主が、サミィとイーザー、二人にとっての社長だった。

『定時報告によると、やっぱり二度ほど襲おそわれたらしいんですけど……まあ、ちゃっちゃと倒たおしたみたいです』

「それで？」

　静かな口調で先を促うながすランドルフ。

　意味のない中間報告など不要である。欲しいのは二つに一つ。結果か、重要な情報か。

『そういえばあの衛星港……ラビィに、二、三日前から貨物船が停とまってるんですよ』

　変わらぬ口調で言うティモシー。黙だまって先を聞くランドルフ。

『オータ・コーポレーションって幽ペー霊パー会カン社パニーの船らしいんですけど。あれ、そっちの船なんでしょ？　積み荷はイージスですか？』

　さらりと言ったティモシーの言葉に、頰ほおがわずかに動いたのを、ランドルフは自覚した。

「私は今、パーソナルフォンで話をしているのだが？」

　ランドルフは言う。

　パーソナルフォンで話すべき話題かどうか、考えろ。つまりはそういう意味である。

　ランドルフの立場を考えるなら、盗とう聴ちようの可能性は常につきまとう。マスコミ、ライバル会社、あるいは彼の失しつ脚きやくを願う社内の人間。

　近くにいる者とて、完全には信用できない。

　運転席とは防音ガラスで隔へだてられている。だがそれで、運転手には聞こえていないと断ずるのは愚おろかなことである。

　向かいのシートに座る女秘書には、ランドルフの声だけは確実に聞こえているはずだが、意味は理解しているだろうか？

　無表情に座る彼女の顔からは、何の色も読みとれない。……もっとも、常にそう在るように彼女に命じたのは、他ほかならぬランドルフなのだから、文句を言えた義理ではないが。

『ええ。知ってます。パーソナルフォンの番号にかけましたから』

　ティモシーの口調はいたって気楽。

　彼らが今、話をしている回線は、当然一いつ般ぱんのものとは違ちがう。彼らの言葉はマイクを震ふるわせデジタルデータに変わると同時に暗号化処理が施ほどこされ、受け取った先で暗号解除をされてはじめて、意味ある音として再生する。

　むろんそれでも万全とは言えない。世の中に、解けない暗号などはないのだ。だがそこまでを危き惧ぐするならば、決して他人に伝わらぬ会話などというものもまた、存在しないことになる。

　ティモシーは気にする様子もなく続ける。

『うちのチームは順調ですよ。欲ばって、弱い奴やつのデータまで手に入れたがることはないんじゃないですか？』

「必要なのは、異なる発想だ。それに保険は必要だ」

『……でも父さん、場合によっては、彼らの感情を逆さか撫なですることになりかねませんよ。それはあまり得策とは思えないんですけど……』

「そうなれば、それもまたデータとなる」

『……つまりは……やっぱり、チャンスがあればやっちゃう気なんですね……』

「機を逃のがして成し得ることは少ない。覚えておけ。

　他にはあるか？」

『……いえ』

「ならいい」

　ランドルフはそれで通話を切った。

　不肖の息子だと思っていたが──どうやらそうでもないらしい。

　ただやはり、何を考えているのかは、よくわからなかったが。

　再び目をやった火星の空は──当たり前だが──変わらず憂ゆう鬱うつの色を見せていた。




　天にはただ、漆しつ黒こくだけがひろがっている。

　今。『ラビィ』の時刻は夜。天てん井じようの発光は光を発することをやめ、かわりに地上のあちらこちら──街灯がわりに設置された発光パネルが、ささやかな光を生み、通りを照らし出していた。

　防犯上はむろん好ましくないのだが、宇宙に出る時代になっても、人は、休息することのできる穏おだやかな闇やみを必要とした。

　だからここにも、人工の昼と、人工の夜とがある。

　衛星港にほど近い一角は、照明の量も、他の区域に比べると多い。

　しかしもともと流行はやらない衛星港の上に、時刻は真夜中。さらに言うなら近くに歓かん楽らく街がいなどがあるわけでもなく、通りをゆく人は皆かい無むだった。

　道路の上で動くのは、ただ一台のトラックだけ。コンテナに運送会社の名をペイントしたトラックは、とろとろと進むと、通りの一角にある、ホテルのそばで停車した。

　ドライバーが下りてくる様子はなく、しかしコンテナの後ろがゆっくりと開き──そこから道に下りたのは、人ならざるものたちの影かげ。

　いくつも。いくつも。

　影たちは足音もなく地を蹴けって、ホテルの自動ドアの前へと着いた。

　もしも中からそちらに目をやったなら、夜にひしめく異形の影たちが、ガラス越ごしに見えたはずである。遠い悪夢の一シーンのように。

　しかし今、ホテルのフロントには、誰だれも、いない。

　ここもまた、エルパの息がかかったホテルである。ホテルマンたちは一人残らず、それぞれに『急用』ができ、『偶ぐう然ぜん』全員がフロントを離はなれている。

　影たちは自動ドアをくぐり抜ぬけ、音も立てずに階段を駆かけ上り、ある部屋の前で停止した。

　ドアの奥には、クロフトが送りつけてきた、二体のバイオウェポンがいるはずだった。

　いや。影たちにとって相手の素す性じようなどどうでもいい。下された命に従って、戦うべき敵と戦い、殲せん滅めつする。それあるのみ。

　振ふるった分子振しん動どうブレードの爪つめが、ドアのカギをやすやすと切り裂さく。

　影たちは、群れをなして部屋の中へなだれ込んだ。




　低い爆ばく発はつ音は、夜の空気をふるわせた。

「あー。やっちゃった」

　公園のベンチから、遠い閃せん光こうを眺ながめて、サミィはのんきにつぶやいた。

　恋こい人びとたちのデートスポットにすら選ばれそうにない、そんな小さな公園である。衛星港近くのスペースが余ったので、とりあえず木を植えてベンチやドリンクの自じ動どう販はん売ばい機きを置いてみました。そういったふうな場所だった。

「やはり動いたな」

　サミィの隣となりに腰こしかけて、缶かん入りのミルクセーキを飲みながらイーザーが言う。

　ホテルへの襲しゆう撃げきは、簡単に予想できたものだった。

　サーシャの狂きよう言げん誘ゆう拐かいから五日。反応はむしろ、予想していたより遅おそかったくらいのものである。迎げい撃げき態勢を整える時間は充じゆう分ぶんにあった。

　ホテルの自室を捜そう索さくし、仕し掛かけてあった盗とう聴ちよう器きと温度センサーに、さらに仕掛けをほどこして、こちらが部屋にいるように思わせるのは、造作もないこと。

　設置した複数の指向性爆ばく弾だんは、部屋の壁かべや床ゆかまでを吹ふき飛ばすほどの威い力りよくはない。近くの部屋にもし泊とまり客がいたとしても、たいした被ひ害がいは受けないはず。侵しん入にゆう者しやが装アー甲マー・服スーツをつけていれば、その装甲を破ることもできないだろう。

　だが、わずかにタイミングをずらして室内で爆発した、複数の指向性爆弾は、相手の脳と内臓を致ち命めい的てきなレベルでシェイクするはずだった。まあ、不幸な最さい期ごと言えるだろう。

「反応は」

　缶かんを飲み干し、イーザーが問う。

「ん。マークした」

　言ってサミィは、ひざの上にひろげたハンディ・パソコンの画面をイーザーの方に向ける。

　ジャックからもらったマップデータに重なって、表示された光点がある。

　これで、目標の場所はわかった。

　──この五日間サミィたちは、マップ作りに明け暮れていた。

　ジャックのくれたマップとて、完全にこの『ラビィ』を、隅すみから隅まで網もう羅らしていたわけではない。記されていない部分も多々あったし、ここ、エルパの中央研究所あたりのマップはほとんど空白に等しかった。
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　事件の解決には、エルパの中ちゆう枢すうに乗り込むしかない。しかしそれには詳くわしいマップが必要となる。

　そこで、地図の空白を埋うめる作業を行ったのである。

　手を貸してくれたのはジャックと──そしてサーシャ。

　妹の死にエルパがかかわっている可能性が高いと知って──それでも真実を知りたいと願ってのことだった。

　しかしクリフがそれを知れば、性格から考えて止めるはず。ジャックとサーシャにはそう説明し、四人でいろいろ調べたその成果が、今、ハンディ・パソコンに映し出されたマップだった。

「行くか」

　イーザーが手首だけでほうった缶は、闇やみに放物線を描えがいて、回収ボックスの穴に吸い込まれる。

「そうね」

　サミィもまた、ハンディ・パソコンを畳たたんで立ち上がり、二人は公園を横切って──

「どこへ行く？　こんな時間に」

　声をかけられたのは、公園の出口にさしかかった時のことだった。

　驚おどろいたふうもなく、サミィとイーザー、二人はそちらに視線を向けた。

　いたのは、制服姿の警官が一人。

　見覚えのある相手だった。

　最初の事件があったビルから出てきた一同を見つけた警官。サーシャが、その翌日に、やはりビルのある所で出会ったと言っていた警官。

　かれは、爆発音のしたビル──ホテルの方に視線を向けて、

「あれは、何だ？」

「知らない」

　ひょいっ、と肩かたをすくめるサミィ。

「エルパのえらい人にでも聞いてみれば、わかるんじゃないの？」

「そうか」

　警官は、短くつぶやいただけ。

「で──行ってもいい？」

　半ば挑ちよう発はつのつもりで問うサミィ。が。

「止める権利はない」

　警官の答えは、サミィが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとしたものだった。

　警官たちの中にも、エルパと深く繫つながっている者たちは多々いるはずだ。この男も、そんなうちの一人だと思っていたのだが──

　ともあれ、止めないというのであれば、ここにとどまっている必要もない。

　サミィとイーザー、二人は、警官の脇わきをすり抜ぬけ、その場をあとにした。




　二人が去ったそのあとには、一人の警官だけが残された。

　警官は公園の中にゆっくりと歩み入りながら、パーソナルフォンを取り出し、ある番号をプッシュした。

「私です」

　暗号化された回線を使い、どこかにいる何者かに向かい、警官は低い声で言う。

「たった今……襲しゆう撃げきが実行されたようです。場所は、衛星港ブロックのホテル。

　詳しよう細さいはまだ不明ですが、爆ばく発はつがあったようです。……正直、やりすぎだと思いますが。

　これ以上ことを大きくされれば、外部に漏もれる可能性もあるでしょう」

　──ここはエルパの支配する地。

　ほとんどすべてが何かの形で、エルパの影えい響きようを受けている。

　だがそれは、エルパが一枚岩だということを意味してはいなかった。




　夜の研究室には、重い沈ちん黙もくが満ちた。

　ホテルに送りつけた、バイオウェポン、タイプＣ。

　カメラを装備した一体が、研究所に映像を送ってくることになっていた。

　一体がドアを破り、まっ暗な部屋の中に集団で突とつ入にゆう。そこまでは、はっきりとカメラに映っている。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　画像は白く染まり、途と切ぎれた。

　取り付けておいた他の計測機器も、データらしきデータを送っては来ない。

　一体何が起こったのか。誰だれにもわからない。

　しかし全員、これだけはわかった。

　実験は、失敗したのだ。

　気まずい視線が教プロフエ授ツサーに集まる。

　今回のタイプＣは、タイプＡとタイプＢの反省を踏ふまえ、脳に埋うめ込んだチップの命令パターンを強化し、かつ柔じゆう軟なん性せいを持たせたものだった。肉体的にも投薬を施ほどこし、一時的にその全体能力を上げている。

　それを五体、投入した。

　クロフトの二体が泊とまるホテルの部屋を割り出し、仕し掛かけた盗とう聴ちよう器きと温度センサーから在室を確かめ、裏から手を回してホテルマンたちを追い払はらい──

　そういったことがすべて、無む駄だとなった。

　コンピューターと計器類の作動音だけがしばし時間を埋め──

「……何が……あった……」

　漏らした教プロフエ授ツサーのつぶやきは、ひどくかすれていた。

　答えられる者はむろん、いない。

「何があった!?」

　教プロフエ授ツサーが叫さけぶ。

「現段階において届いたデータをすべて徹てつ底てい的てきに分ぶん析せきしろ！　そこから予想できる結論を導き出せ！　すぐにだ！」

　声に、研究員たちの動きが一気にあわただしさを増した。

　画像データがコマ単位でさまざまな処理を施され、タイプＣの装そう甲こうに設置されていた衝しよう撃げきセンサーが刹せつ那な送ってきた数値が検討される。

　──部屋で、爆発が起きた。

　その結論が導き出されるのに、そうたいした時間は必要としなかった。

「爆発!?」

　教プロフエ授ツサーが言う。

「それならクロフトの二体が仕掛けたということか？

　なら奴やつらもいっしょに吹ふっ飛んだことになるんだぞ！　そんな馬ば鹿かな罠わなを誰が仕掛ける!?」

「しかしデータ上、爆発以外の結果は考えられません」

　研究員の一人が言った言葉に、教プロフエ授ツサーは口をつぐむ。データを持ち出されれば、彼とて反論のしようもない。

　だがあのクロフトの二体が、自分たちまで巻きぞえになるような罠を仕掛けるだろうか？　それはどうにも考えにくい。

「クロフトの二体は、確かに部屋にいたのか」

「部屋に仕掛けた盗聴器と温度センサーのデータによれば……確かに……」

　別の研究員が答える。

「そのセンサーに、細工をされた可能性は？」

「──」

　教プロフエ授ツサーの問いに研究員は沈黙した。

　──どうやら、そういうことらしい。

　クロフトの二体は、こちらの襲撃があることを見み越こし、センサーと部屋に細工をして、手ぐすね引いて待っていた、というわけである。

　再び重い沈黙が落ち──

「──教プロフエ授ツサー」

　やがて一人が声を上げた。

「通信が入っています……本社から」

　教プロフエ授ツサーは動かない。

「教プロフエ授ツサー！」

「──ん──ああ──」

　ふたたび呼ばれて、彼はようやく肺の空気を絞しぼり出す。

「つなげ」

　命じてから、ふと疑問を覚える。

　連れん絡らく？　本社から？　こんな時間にこの場所へ？

　この『ラビィ』が今、夜だということくらい、本社の連中ならわかっているはずである。

　緊きん急きゆうの用があるというのなら、彼の自宅か、パーソナルフォンに連絡が入るはずである。

　しかし連絡は、この研究所に来た。

　どういうことだ？

　だがそれ以上のことを考える間はなく、そばのディスプレイに、男の顔が映し出された。

　むろん研究員たちは知っている。それが、エルパの上層部に位置し、この実験計画に許可を出した男の顔だと。

『研究は順調かね』

　あいさつも抜ぬきに男は切り出した。

「……ええ……おおむね順調ですが……」

　答える教プロフエ授ツサーの口調は一転、気弱なものになる。

　計画に許可を出した男ならば、当然、その許可を取り消す権限も持っている。

　部下に対するのと同じ、尊大な態度で接するわけにはいかない。

　教授の答えに、男は口くちの端はしに小さな笑みを浮うかべ、

『そうかね？　私はそうは聞いていないが？』

「聞く？　誰だれにです？」

　教プロフエ授ツサーは問いかける。

　ここしばらくの不ふ手て際ぎわについては、外部に漏もらすな、と、研究員たちには箝かん口こう令れいを敷しいているはずなのだが──

『中立の監かん視し者は常に必要だ。いろいろと教えてくれる者はいくらでもいるのだよ』

　そう。例えばあの警官のように。むろん男は、そうとは口に出さないが。

『なかなか派手にやっているそうだな。

　小さな組織を壊かい滅めつさせて、地下の再生処理場で火災を起こし、今もまた、ホテルで爆ばく発はつを起こしたそうじゃないか』

「──あれは──！」

『やりすぎだ』

　反論を許さず、男は言う。

『これ以上ことを大きくすれば、外部に漏れる可能性もある』

「し……しかし……！　以前ご説明しましたように、クロフトのバイオウェポンたちを倒たおすことには十分な意義が……！」

『昔、エルパはトップ企き業ぎようだった』

　ふたたび男は教プロフエ授ツサーの言葉を遮さえぎる。

『会社をその地位から引きずり下ろし、クロフトの後こう塵じんを拝する現状に追いやったのは、他ほかでもない、醜スキヤ聞ンダルが原因だった。

　きみに実験方法を一任し、ある程度の権限は与あたえたが、醜スキヤ聞ンダルになるほどの暴走行こう為いを許可したわけではない。

　目先の実験にとらわれて、より重要なことを忘れてもらっては困る』

「ご……誤解です！　火災も爆発も、クロフトの二体がやったことで……！」

『そうか。しかしクロフトのバイオウェポンたちに、そういう行動を取らせることを許したのは、実験計画の甘さゆえではないのかね。もしも計画が本当に完かん璧ぺきならば、クロフトのバイオウェポンたちに、そんな行動を取らせはしないはずだが』

　否定は──できない。

　最初の実験で、タイプＡがあまりにもたやすく排はい除じよされ、焦あせったことは確かである。

　あわてて翌日に、タイプＢの実験を突とつ貫かんで行い──それがあの結果。

　それから五日の時を置いた今日とて、その焦りは尾おを引いていたのかもしれない。

　焦りがさらなる焦りを呼んでのこのざまである。

「……わかりました。次は……」

『実験は一時中断する』

　厳然たる男の宣言に、教プロフエ授ツサーの動きが凍こおりつく。

『現時点で集まっているデータを至急送ってくれ。それをもとに、実験の継けい続ぞく、もしくは中止を判断する』

「ま……待ってください！　クロフトのバイオウェポンと戦える機会など、今後そうそうあるものでは……！」

『お互たがい、時間の無む駄だはやめようではないか』

　男は言う。

『これは相談ではなく、決定事じ項こうの通達だ。たとえここできみがどれほどの弁舌を揮ふるっても、結果に変わりはない。

　以上だ。

　早急なデータの送付を期待する』

　画面がブラック・アウトする。通信が切れたのだ。

　沈ちん黙もく。

　研究員たちの視線が、自分の背に集中しているのが、教プロフエ授ツサーにはわかった。

　命令は実質、計画中止に等しかった。

　現時点でのデータを送れ、と命じられた。それによって、実験の継続か中止かを決定する、と。

　だが今、クロフトのバイオウェポンに関してどれほどのデータがある？

　火災を起こし爆発を起こし、その代だい償しようが微び々びたるデータだとわかれば、実験の中止は決定的だろう。よくても規模縮小はまぬがれまい。

　一いつ旦たん与あたえられた時間と設備と権限とを剝はく奪だつされるのは、屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。

　なら、どうする？

「……データのとりまとめは私が行う……」

　長い──沈黙の後、教プロフエ授ツサーは声を絞しぼり出す。

「きみたちは帰れ」

「……教プロフエ授ツサー……」

「帰れ」

　背を向けたままの断言に、思いやりのつもりなのか、はたまた単にあきれたのか、研究員たちは、機材をざっと片づけると、一人、また一人と部屋を出てゆく。

　あとにはただ、教プロフエ授ツサー一人が残された。

「……さて……」

　教プロフエ授ツサーはつぶやいて、早さつ速そく作業にとりかかった。

　このまま正直にデータを送れば、実験の継続は不可能となる。データを捏ねつ造ぞうしたところで、そんな小細工は通用しないだろう。もし研究員の中に一人でも、あちらに通じている者がいれば、捏造それは容易に発覚する。

　ならば、手段は一つしかない。

　できうる限り早急に、クロフトのバイオウェポンたちを襲しゆう撃げきし、抹まつ殺さつする。

　その際には、データも取っておきたいところだが、不可能ならばそれも仕方ない。

　クロフトのバイオウェポンたちを倒たおしたという実績。そして、その死体があるならば、解かい剖ぼう学的なデータなどを得ることもできる。

　これならば、取り返しもきくはずだ。

　クロフトが教育した戦せん闘とうパターンという、相手が生きていてこそのデータを得る機会が失われるのは残念だが、実験そのものが空中分解することに比べれば、どうというほどのこともない。

　それにはまず、戦力が必要だった。

　即そく時じ稼か働どう可能なこちらのバイオウェポンの数は多い。余よ剰じように予備に、実験に未投入のものまで、三十以上の数がある。

　だが、装備できる装そう甲こうや武器の数は足りない。ならば数の差で圧あつ倒とうするしかないだろう。

　全部の命令系統を一本に書き換かえる必要がある。稼働準備も必要だった。そして何よりも、クロフトのバイオウェポンたちの所在を割り出す必要もある。

　なすべきことの多さに対し、時間はあまりにも少ない。

　だが。やるしかないのだ。

　教プロフエ授ツサーは早速作業にとりかかった。

　指がちぎれるほどの勢いでキーボードを叩たたき、広い研究所のあちこちに存在するスイッチを操作する。モニターをチェックしデータをチェックしコマンドを入力し……

　どれほどの時間が流れたのだろう。

　作業に没ぼつ頭とうする教プロフエ授ツサーの耳は、それでもかろうじて、ドアの開閉する、小さな音を捉とらえていた。

「帰れと言ったはずだ！」

　相手も見ずに教プロフエ授ツサーは言い放つ。

　研究員が、手伝うつもりで戻もどってきたのだろう。そんなふうに思ったのだ。が。

「聞いてませんけど？」

　答えたのは、女の声。聞き覚えのある──しかし研究員のものではない声。

　はじかれたように顔を上げる。

　そこには、装アー甲マー・服スーツに身を包み、武器を手に佇たたずむ二人の姿があった。

　サミィ＝マリオン。そしてイーザー＝マリオン。

「……な……!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらす教プロフエ授ツサー。

「なぜ……！　こんなところにっ……!?」

「あなたこそ」

　サミィは問いかける。

「なんでこんなところにいるの？　クリフ」

　問われて、若きプロフェッサー、クリフ＝マクレガーは沈ちん黙もくした。




「こ」

　クリフがようやく息を吐はいたのは、長い沈黙のあとだった。

「これは、その、うちの納入したソフトの調子が悪いから、って……その」

　自分が表向きは、ソフト部門の開発者、という『設定』になっていることを、ようやく思い出しての噓うそである。

　軍事部門遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポン開発主任、などという肩かた書がきなど、危なっかしくてぶら下げて歩くわけにはいかない。見ず知らずの相手にそんな自己紹しよう介かいをすれば、間ま違ちがいなしに引かれるだろうし、他社からのヘッドハンティングや産業スパイの的にもされる。

　ならば、そういったことを防ぐためにも、かりそめの肩書きは必要である。

　そこで会社が彼に用意した肩書きが、ソフト部門だった。

　外ではクリフは、ずっとこれで通している。つきあっているサーシャですら、そうと信じているはずだ。

　が。

「ふぅん。

　ソフト部門の人が、軍事部門の人間を、高たか飛び車しやに追い出してソフトの調整。

　あまり説得力がないんだけど」

「それは……調整がうまくいかなくて、ついイライラして……」

「なんであたしたちがここにいるか、って話だけど」

　クリフの言葉を遮さえぎり、サミィが言う。

「追って来たのよ。信号を」

「……信号？」

　クリフは眉まゆをひそめておうむ返しをする。

「そう。四日前、あなたのスーツの襟えりの裏につけた発信器の」

「──!?」

　クリフはあわてて、白衣の下──着たきり一いつ張ちよう羅らのスーツの、襟の下をまさぐった。

　一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、やがて抜ぬき出したその手には、小さな発信チップがあった。

「な……なんで……私に……こんなものを……」

　問われてサミィは眉をひそめ、

「あの……聞きたいんだけど、本気で、自分は全然怪あやしまれてない、って思ってたの？」

「──」

　問われてクリフは絶句した。思っていたのだ。疑われていないと。

「この事件に、大きな組織力──つまりエルパが嚙かんでいることがわかった時点で、エルパ正社員のあなたやサーシャがグルかもしれない、って可能性は考えた。

　で、最初にビルに行った時、あなたはサーシャが中に入ることを、かなり強く反対して、結局自分は中に入らなかった。対するサーシャは、ついて行くとしつこく主張して、半ば無理矢理ついて来た。

　つまりこの時点で、少なくともサーシャは、中に襲しゆう撃げき者が待っていることを知らなかったことになる。

　二マイナス一イコール一。

　むずかしい引き算じゃないでしょ？」

　クリフに反論の術すべはない。かまわず先を続けるサミィ。

「サーシャのニセ誘ゆう拐かい事件があった日──

　あとで聞いたんだけど、あなた、あの日の朝にあたしたちと別れたあと、サーシャと会ってたらしいじゃない。

　その時に、サーシャのパーソナルフォンをすり取って、そこから自分のパーソナルフォンに脅きよう迫はくメールを送りつけて、それをあたしたちに知らせた。そんなところじゃない？

　──まあもちろん──

　これはみんな想像。あなたの服に発信器をつけた時点じゃあ、あなたは『怪しい人物』でしかなかったわけだけど──

　あたしたちのホテルが襲撃された時から、ずっとここにいた以上、言い訳は無む駄だだと思うんだけど？」

　……ふ……

　クリフは小さく息を吐き、コントロール・パネルにもたれかかる。

「どうやって……ここまで来た？」

「それは企き業ぎよう秘密」

　と、サミィ。

　ジャックとサーシャの協力もあって、マップの多くは埋うまったが、やはり埋まらぬ部分も多々あった。たとえばこの区画ブロツクのように。

　仮にもし、マップのすべてが埋まったとしても、幾いく重えものセキュリティがかけられたこの場所に、そう簡単にたどり着けるわけもない。

　普ふ通つうのやり方をしていたならば。

　だが、サミィとイーザー、二人がやったのは、普通とは少々毛色の違ちがう方法。

　衛星港から一いつ旦たん自分たちの宇宙船ふねに戻もどり、宇宙に出て、外からまわり込んだのだ。

　セキュリティの弱いエアロックを、センサーをごまかしてこじ開け、作業用の空間やダクトの中を這はいずり回り、ある時は強引に壁かべに穴を開け。

　あとはいくつかのセキュリティを突とつ破ぱして、ここにたどり着いた、というわけである。

「依い頼らいは果たすわ。事件の解決依頼」

　サミィは言う。

「たとえ依頼人が、黒幕の一人でも」

　……ふ……

　クリフは小さく笑う。

「……そうだな……こうなればいっそ……全部話した方がいい……サーシャの妹のこと。実験のこと。

　これを見てくれ」

　言ってクリフはコントロール・パネルに向き直り、操作する。

　ディスプレイの一つが切り替かわり、どこかの光景を映し出す。

　映し出されているのは広い部屋。いくつもの大きなポッドが立ち並び、そのほとんどは、満たされた生理栄養剤ざいの奥に、人ならぬものたちの影かげを孕はらんでいた。

　それらのポッド、すべての口が開いてゆく。

「──な!?」

　声を上げ、クリフの方を向くサミィ。

　ようやく気づいたのだ。クリフは、観念して全すべてを話すそぶりで、サミィたちの油断を誘さそい、コントロール・パネルを操作し、バイオウェポンたちを解放したのだと。

　だが今さらそれがわかったところで──

「もう遅おそい！」

　引きつった笑えみを浮うかべてクリフは言う。

「動けるバイオウェポンはみんな解放した！　命令コマンドチップの調整は途と中ちゆうだ！　どう行動するかは私にもわからん！　ゲートのセキュリティも解放してロックした！

　解除するには五分や十分はかかる！　その間にあいつらは、この施し設せつの外に出る！　つまり町の中に、だ！

　大だい惨さん事じだな！　止めなければ！

　止める方法はただ一つ！　全部倒たおすしかない！　お前たちが、だ！

　さあどうした早く行け！　私にかまっているヒマはないぞ！」

「クリィィィフ！」

　吠ほえてサミィが床ゆかを蹴ける。クリフの目では、到とう底てい捉とらえることのできぬ速さで彼へと迫せまる。

「サミィ！」

　イーザーの制止の声。サミィが本気で一いち撃げきすれば、クリフの命はない。

　むろんサミィも、それはわかっている。

　次の瞬しゆん間かん。

　クリフの両頰ほおは、サミィの両手にそっと優しく包まれていた。

　間近から自分を見やる碧みどりの瞳ひとみに、クリフの背筋が凍こおりつく。

　サミィの紅あかい唇くちびるが動き、言葉を紡つむぐ。

「止めなさい。今すぐ」

「……て……停止コードの調整と実行には時間がかかる……！　い……言っただろう!?

　チップの調整は途中だった、と……！　いそ……急がなければ間に合わないぞ……！」

「それで、逃にがしてもらえると思った？」

　ばぢっ！

　激しい衝しよう撃げきが体を貫つらぬき、クリフの意識は闇やみに落ちた。

　装アー甲マー・服スーツの手袋グローブ部分に装備されたスタンガンは、彼をあっさりと失神させた。

「とはいえ……」

　つぶやいて、サミィはさきほどのディスプレイに視線を送る。

　そこでは解放されたバイオウェポンたちが、あるいは茫ぼう然ぜんと佇たたずみ、あるいは開いたドアに向かい、あるいは同士討ちをはじめている。

「あっちもさすがに、ほうっておくわけにはいかないわね」

　言ってサミィは装アー甲マー・服スーツのベルトから、拘こう束そく用の樹じゆ脂しリボンを引き出して、気を失ったクリフの両手両足を手早く縛しばり上げる。

「ま、こっちはこのままほうっておいて……」

「やるしかないな」

　こんな時でも、言うイーザーの声は、憎にくらしいほど落ち着いていた。

　クリフを抱かかえたまま、あの数のバイオウェポンたちを相手にするのは不可能である。二人は彼を残したまま、部屋をあとにした。




　サミィたちは知っている。自分たちが、クロフトによって生み出された命であり、実験体であることを。

　しかしサミィたちは知らない。自分たちが常にモニターされていることを。

　生み出される過程において、彼らの頭ず蓋がいにはりつけられた生体振しん動どう子しは、彼らが生き続ける限り、わずかな生体電流を電源として、彼らの会話を特とく殊しゆな信号に置き換かえ、常に発はつ振しんし続けている。

　微び弱じやくな出力しかないそれは、物質透とう過か性は高いものの、離はなれれば、宇宙線のノイズにすらかき消されてしまう程度のかすかなささやき。

　だが、彼らが装備する宇宙服や装アー甲マー・服スーツなどにあるブラックボックスは、常にそのささやきを捉とらえ、暗号化と増ぞう幅ふく処理を施ほどこし、やはり母船内にあるブラックボックスのレコーダーに記録させ続けている。

　その信号の周波数と暗号化解除の方法は、クロフトも知っていた。

　当然だろう。もともと彼らの技術なのだから。

　つまり。

　サミィたちの会話と行動は、少なくともクロフトの者たちには筒つつ抜ぬけだった。

　──今。『ラビィ』の衛星港には、一隻せきの貨物船が停てい泊はくしていた。

　さして大きくもない旧型の貨物船である。その船腹には、オータ・コーポレーションと社名がペイントされていた。

　そのコンテナの一角が静かに開くと、眼下に惑星を望む虚こ空くうに、いくつもの人ひと影かげを高速で射出した。

　しかし宇宙に紛まぎれる黒い宇宙服と、背負った、同じ色の空間エアー推進ジエ機ツトは、衛星港の管制室からは見えまい。

　向かうのは、サミィたちが行ったのと同じ場所。

　これがランドルフの言う『機会』だと、クロフトはそう判断したのだった。




　見えたのは、白。

「……う……」

　小さく呻うめいてクリフは身じろぎし──手足が思うように動かないことを知って、はじめて思い出した。

　自分の置かれた状じよう況きようを。

　白い床ゆかの上に、うつぶせにほうり出された自分。両手両足がテープのようなもので拘束されている。

　クロフトのバイオウェポンに失神させられたのだ。

　ひざや肩かたなどに小さな痛み。これは倒たおれた拍ひよう子しに打ったものか。とりたててひどく痛む場所はない。おそらく、電気ショックを受けたのだろう。

　転がり、あたりを見回す。ドアは閉ざされ、クロフトの二体はいない。

「……はっ……！　化け物どもが……」

　毒づいて、身を縮める。

　後ろ手に、ズボンの裾すそから引き抜ぬいたのは一本のナイフ。

　護身用──というよりお守りとして、いつも彼が身につけているものだった。これを持っていると意識するだけで、自分が強くなれたような気がした。

　サミィたちがボディ・チェックを怠おこたったのは、彼がそういうものを持つタイプには見えなかったからなのか、あるいは解き放たれたバイオウェポンたちの方に注意が行っていたからなのか。まあ、どちらだろうと、クリフにとってはかまわない。

　その刃はをまず、足をいましめるテープに押し当てる。

「……これで……私をどうにかしたつもりか……？　笑わせるな……所しよ詮せん……貴様ら化け物風ふ情ぜいが……人間様には……」

　強化樹じゆ脂しのテープは、最初のうちこそ鋼はがねの刃に頑がん強きような抵てい抗こうを見せたものの、一いつ旦たん刃はが入りはじめると、あとはなんなく切り裂さかれた。

「かなわない……ということだ」

　吐はき捨てて、立ち上がる。

　手の縛しばりめにも刃を当てながら、つきっぱなしのモニターに目をやる。

　バイオウェポンの一体が、ただ佇たたずみ、数体が死体となって転がっている。たぶん同士討ちでもやらかしたのだろう。無事なバイオウェポンがいるところからすると、クロフトの二体は、まだそこには到とう達たつしていない。

　自分が気を失ってから、さほどの時間は経たっていないのか、それともクロフトの二体は、モニターされている場所にたどり着くまでに倒されたのか──

　いずれなのかはよくわからないが、わかっていることもある。

　もう、この『ラビィ』はおしまいだ、ということである。

　バイオウェポンたちは解放された。クロフトの二体も、あれだけの数を止めることはできないだろう。バイオウェポンは町にあふれる。惨さん事じが起きる。

　殺さつ戮りくだ。

　普ふ通つうの警官たちではかなうはずもない。ここはおしまいだ。そしてこの事件が生む醜スキヤ聞ンダルは、エルパにも致ち命めい的てきな破は綻たんをもたらすだろう。

　だがそれも仕方ない。この自分の才能も能力も理解せず、実験の中止命令など下す、無能なエルパ上層部が悪いのだ。

「つっ……！　畜ちく生しようッ……！」

　小さな痛みにクリフは毒づく。ナイフで自分の手を傷つけたのだ。

　糞くそ。糞。腹が立つ。これもクロフトが送ってよこした二体のせいだ。

　しかしまあいい。連中もほどなく、彼が解放したバイオウェポンたちに引き裂かれる末路をたどるはずだ。

　そんなことより、考えなければならないのが、一刻も早い、『ラビィ』からの脱だつ出しゆつだ。

　自分はまだ死ねない。いや、まだ死んではならない人間なのだ。今まで培つちかってきたバイオウェポンのノウハウを、ここで消しよう滅めつさせるわけにはいかない。どうにかして研究を続け、より強いものを完成させるのだ。

　エルパにはもういられないだろうが、なに、自分ほどの才能があるなら、どこにだってもぐり込めるだろう。

　そうだ。何ならクロフトに入るというのも、シャレがきいていて面おも白しろいかもしれない。

　ともかく、別のルートを使って脱出だ。

　手を縛めていたテープも切れる。

　クリフはナイフを畳たたむとスーツのポケットにねじ込み、サミィたちが入ってきたのとは別のドアから出る。このルートならば、逃にげ出したバイオウェポンたちと出会うことなく、駐ちゆう車しや場じようまで行きつくことができる。そうなれば、あとはそのまま衛星港まで──

　──そうだ──

　クリフは素す晴ばらしい案を思いつく。

　サーシャだけは助けてやろう。自分がつきあっている女だけは。

　頭もいいし美しい。あれは、自分にふさわしい女だ。

　脳のう裏りに、彼女のしなやかな肢し体たいを想像する。

　クリフはまだ、彼女を抱だいてはいない。いつももう一歩が踏ふみ出せずにいる。

　しかしもし、自分が彼女を救って『ラビィ』から逃げ出せば、自分は彼女の命の恩人。きっと彼女は感謝するはずだ。そうなれば、もうあんな生意気な口をきくこともなくなるだろうし、こちらが下手に出てやる必要もなくなるはずだ。自分に付き従う、貞てい淑しゆくな女になるに違ちがいない。

　その時こそ、彼女は完全に自分のモノになる。

　都合のいい妄もう想そうを胸の裡うちにふくらませながら、クリフは無人の廊ろう下かを駆かけた。







　廊下の角で出会ったのが、最初の一匹ぴきだった。

　異様に太く長い手足を持った、黒い巨きよ犬けん。それは、そんなふうに見えた。

　それは出会うなり、サミィとイーザー、二人の方に飛びかかってきた。すでに戦せん闘とうコマンドが下されていたのか、あるいはもともと闘とう争そう本能が強かったのか。それとも他の理由があるのか。まあ、何だってかまわない。いずれにしてもサミィたちにとっては、倒たおさねばならない敵だった。

　サミィは手にしたビームガンを無造作に構え、トリガーを引いた。狙ねらったようにも見えない一いち撃げきは、しかし、跳ちよう躍やくしたそれの額を撃うち抜ぬいていた。

　黒い巨犬は虚こ空くうでその生命活動を停止する。

　だが慣性の法則は、死体と化したそれをサミィたちの方へと押しやった。

　踏み出したイーザーの左ひだり腕うでが一いつ閃せんし、巨犬にわずかな打だ撃げきを加えた。打撃はそれの進む方向をずらし、巨犬の軀からだははね上がり、一いつ旦たん天てん井じようにぶつかって、発光パネルを揺ゆらしてから、床ゆかに転がり、今度こそ本当に動かなくなる。

　しかしサミィとイーザーには、巨犬の末路にまで目をやるほどの余よ裕ゆうはなかった。

　イーザーが巨犬の死体を虚空で払はらった時には。その影かげに隠かくれるように、八本脚あしの獣けものが二人に迫せまっていた。

　今回は装そう甲こうも武器も装備してはいないが、前にゴミ集積所で戦ったタイプである。

　サミィが銃じゆうを向ける。

　同時にそれが、八本のうち六本の脚を使って跳躍した。

　低い重力と足場のよさが成せる業わざか。そのスピードは、サミィの想像さえ越こえていた。

　視線を感じ、殺気を感じたその瞬しゆん間かん、サミィは反射的に、右半身を引くように身をかわしていた。

　風と、首への衝しよう撃げきを感じたのは同時。装甲服の襟えりの部分を、浅く爪つめで薙ながれたのだ。反応が少し遅おくれていれば──あるいは着ているのが普通の服ならば、頸けい動どう脈みやくをやられていたかもしれない。

　サミィはそのまま身をひねり、左手に持った棒をふるい、声を上げる。

「シェイプシフト！」

　長ちよう剣けんへと変じたそれは、壁へき面めんに着地し、刹せつ那な動きの止まった八本脚を両断した。

　イーザーは、正面から来た次の一体を迎むかえ撃つ。最初にビルで出会ったのと似た外見の、人間型。腕うでが四本あるのが大きな違いだが。

　イーザーは手にした銃のトリガーを絞しぼる。光はそれの額を正確に貫つらぬき──しかしそれは動きを止めず、イーザーに迫ると四本の腕を同時にふりかざす。

　踏み込んだイーザーのナイフが、それの体を縦に切り裂さく。それでも腕は停とまらずに、イーザーの体を抱かかえ込む。

　八本脚を倒したサミィのブレードが、それの左手二本を切り飛ばす。イーザーは腕の縛いましめから抜けながら、今度はそれの胸を横に薙ぐ。

　ようやくそれは、倒れ伏ふす。

　おそらくは、主要臓器の位置を細工しているタイプなのだろう。まあ、それも、サミィとイーザーにとってはどうでもいい。

　一番の問題は──倒すべき相手の数が多すぎること。

　解放されたバイオウェポンたちを、一匹残らず倒さなければ、かれらは町に出てしまう。

　装備ではこちらに分があるものの、数に違いがありすぎた。はっきり言って抑おさえきれるものではない。

　こんな時間でも、白い廊下には発光パネルが皓こう々こうと灯ともっており、二人が三匹びきを相手にしている間にも、後ろの角を、何匹も、何匹ものバイオウェポンたちが通ってゆくのがはっきりと見えた。

　出口に向かっているのか、それとも無目的にうろついているだけなのかはわからないが、いずれにしろ面めん倒どうなことに変わりはない。

　重火器を持ってきていないのが痛い。しかしもともと、こういう状じよう況きようは想定していなかったのだから仕方ない。

　目的は侵しん入にゆうと制圧。スピードがすべて。侵入に、細い通路を通る場合もあるだろう。かさばるパワード・スーツや重火器はなし。

　とはいえ警備員たちとの小こ競ぜり合いくらいはあるかもしれない。そう考えて、装甲服を身につけてきた。装甲を纏まとった数体のバイオウェポンと戦闘になる可能性も考えて、銃もビームとレーザーの両方を持ってきた。

　これで、おおよその事態には対応できるはずだった。

　全部のバイオウェポンが、無目的に解放されるような事態でさえなければ。

　クリフが実験に手を貸している側の人間だということは、ある程度予測もついてはいたが、まさかあんなまねをしでかすほどの馬ば鹿かだとは思わなかった。

　だが今さら、装備の不備を呪のろっても、クリフの馬鹿さを責めても、状況がよくなるわけではない。

　とにもかくにもやるしかないのだ。

　二人は、新たに現れたバイオウェポンたちに向かって銃を構えた。




　その日、サーシャの目を覚まさせたのは、朝の光でも、パーソナルフォンのコール音でもなかった。

　何かの喧けん噪そう。パトカーか、消防車か救急車か、まあ、とにかくそんなサイレン。通りにあふれるざわめきの気配。

　閉ざされたカーテンを透すかした空は、まだ暗い。せいぜい明け方といったところか。

　ベッドから半身を起こし、カーテンを少し開き、外を見る。

『ラビィ』の空──天てん井じようの発光パネルは、夜明けを模した薄うす藍あい色いろに灯っている。

　パトカーがサイレンを鳴らして道を行き、通りの端はしには、寝ね間ま着きの上からガウンをひっかけたやじ馬たちの姿も見えた。

　──そういえば──

　心臓がはね上がる。サーシャの意識は、一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいした。

　──あの日の朝も、こんな感じだった──

　妹が、マーシャが殺された朝。

　夜明け頃ごろに、サイレンで目を覚ました。カーテンのすき間から見えたのは、今と似た色の空。

　違ちがうのは──あの時サーシャは、何の予感も覚えずに、ただ、眠ねむりを邪じや魔まされたと腹を立て、目覚ましに起こされるまで、ふたたび眠りについたこと。しかしそのことを思い出してしまった今はもう、眠れそうにない。

　──ＰｕＲｕＲｕＲｕＲｕＲｕＲｕＲｕＲｕ

　パーソナルフォンの着信音が朝の空気をふるわせたのは、ちょうどそんな時だった。

　外の喧噪と胸むな騒さわぎがなければ、間違い電話と決めつけて、取らなかったかもしれない。

　しかし彼女はベッドから起きあがり、テーブルの上にあるそれを手に取った。

　番号を確認すれば──クリフから。

　──こんな時間に？

　通話ボタンをオンにする。

『サーシャ!?　私だ！　クリフだ！　大変なことが起きた！』

　飛び出したのはクリフの声。

「大変なこと？」

『出かける準備をして！　急いで！　すぐ迎むかえに行く！』

「ちょ、ちょっと待ってクリフ、大変なことって──」

『説明はあとだ！　もう車で近くまで来ているんだ！　準備して！　早く！　いいね！』

　一方的にまくし立て──ツピ、と小さく、通話の切れる音。

「クリフ！」

　思わずあわてて呼んでみるが、むろん答えが返ってくるわけもない。

「──」

　サーシャはしばしそのまま、手の中のパーソナルフォンに視線を落としていたが──

　やがて彼女は、出かける身み支じ度たくを整えはじめた。




　獣けものたちの胸には、ただ、解放感だけがあった。

　全身にコードをつけた実験場と、なまあたたかい生理栄養剤ざいに満たされたポッドの中とを往復するだけの日々。脳内のチップが下す命令に従い、逆らえば、やはりチップが与あたえる苦痛にのけぞりもがく。

　彼らに、日々を倦うむ思考はない。与えられていないのだ。

　彼らはただ、命令に従い、殺さつ戮りくするためだけに生み出されたバイオウェポンなのだから。

　だがそれでも──たとえ造り出された命であっても、命である以上、それを厭いとう感情はあった。

　解放されたことは、すぐにわかった。

　ポッドから解き放たれても、脳のチップは何の命令も送って来なかった。待機の命令さえも。今までにはなかったことである。

　最初はおそるおそる体を動かし──それでも、命令に反した時に、いつもならすぐさま襲おそって来る、あの苦痛はやって来なかった。

　歩いてみた。跳とんでみた。走ってみた。そばにいた別のものに爪つめをふるってみた。それでもあの苦痛はやって来ない。何の命令もやって来ない。

　そして彼らは理解した。自由になったのだと。

　何があったのかは知らない。知ったことではない。ただ彼らは昂こう揚ようする心のままに行動をはじめた。

　目についた相手に攻こう撃げきをしかけるものもいた。通路で出会った、服を着た二本足──今まで自分たちの自由を許さなかった存在ものの同類に、襲いかかるものもいた。そしてただひたすら、通路を駆かけるものもいた。

　彼らの何匹びきかは、思いのままに駆けるそのうち、やがて、明かりの灯ともった通路の遠く向こうに、薄うすい闇やみを見た。

　むろん、外を知らない彼らには、そこが外だとわかろうはずもないのだが──今まで自分たちがいたのとは、違ちがう世界がそこにある。そのことだけはわかった。

　彼らは歓かん喜きし、一層に足を速め──

　そのゆく手に、影かげが現れた。

　彼らを支配していた、服を着た二本足。着ている服などは違うが、いずれ同類には変わりないだろう。

　胸に敵意の火が灯る。また支配する気か。また閉じこめる気か。また苦痛を与える気か。

　拒きよ否ひする。

　もうあの、ぬるいまどろみと束そく縛ばくの中に戻もどるのはまっぴらである。

　ならば倒たおすしかない。目前に立ちはだかる、支配を欲する存在を。

　瞳ひとみに憎ぞう悪おを。胸に殺意を。全身の筋肉に力を込めて──

　だが彼らが、人ひと影かげにたどり着くより早く。

　人影が無数に放った光のつぶてが、彼らの意識を、その肉体ごと四散させた。




　幾いく度ど刃やいばをふるったか。何度引き金を引いたのか。どれだけ敵を屠ほふったか。

　サミィはもはや、覚えていない。

　覚えられない数ではない。覚えることに意味がないだけだ。

　そもそも、倒すべき相手が一体何匹いるのか。それすらもわからないのだから。

　クリフにモニターで見せられたのは、映し出された部屋のごく一部。バイオウェポンがどれほどの数、存在するのかわからない。

　どれだけ倒せば、どこまで行けば終わるのか。

　血のにおい。生きた肉の灼やけるにおいが鼻び孔こうの奥にまとわり、離はなれない。

　つくられた、異形の命。それでも刃やいばで断たれる彼らの血肉は、赤い。

　躍おどりかかってきた何匹目かの敵を倒し──

『──！』

　サミィとイーザーは、顔をはね上げ、視線を交かわした。

　聞こえたのは、遠い、音。

　彼らにとっては聞き間ま違ちがえようのない、ビームマシンガンの発射音。

　エルパのバイオウェポンたちが使うもの──の、はずはない。ならば一体──？

　うなずいて、二人は同時に走りだす。音の聞こえた、その方に。

　途と中ちゆうに行き会ったバイオウェポンたちを切り払はらい、撃うち倒す。

「サミィ」

　駆けながら、イーザーが問う。

「無事か？」

「え？　何が？」

「泣いている」

「……え？」

　言われてはじめて気づく。自分の頰ほおが、返り血ではないもので濡ぬれていることに。

　なぜ？

　自分でもわからない。ただ──どう言えばいいのか──こんなことをしている自分が、嫌いやで嫌でたまらなかった。

　それでも体は動く。足は地を駆け、腕うでは刃をふるう。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　何が大丈夫なのか、自分でもわからぬまま、言ってサミィは会話をうち切った。

　二人は通路を駆け、ほどなく──

　見えた影に、銃じゆうを構える。

『待て』

　二人の動きを止めたのは、影の声。

　くぐもってはいるが、間違いなくヒトの声。聞き覚えのある、男の声。

　一人ではない。三人。全員が同じ姿をしていた。

　簡易宇宙服を兼かねた、黒い装アー甲マー・服スーツ。その頭部は遮しや光こうヘルメットにすっぽり覆おおわれており、顔は見えない。

　それは、ヘルメットの有無と細部の多少の違いはあれ、今、サミィたちが身につけているのと、ほとんど同じものだった。

　つまりは、クロフトの──

『敵ではない』

[image: ]

　手にしたビームマシンガンの銃じゆう口こうは下げたままで、男の一人は言う。

　かれらの足あし下もとには、いくつものバイオウェポンたちの死体。

「そのようだな」

　と、イーザー。

「何者なの？」

『そちらの予想通りだ』

　サミィの問いに男は答えた。

　──やはり──クロフトか。

『場所を知っているなら、中ちゆう枢すうに案内してほしい。エルパのバイオウェポンたちを止める』

「──」

　サミィは沈ちん黙もくする。

　バイオウェポンを止める。そう言われれば、むろん、反対する理由はない。だが──気に入らない。

　どうやってかは知らないが、こちらの動きを察知した彼らは、どさくさにまぎれて、エルパのデータでも盗ぬすみ取るつもりなのだろう。サミィはそう思う。どうにも気に入らない。

　気に入らないのだが──だからといって、知るか、自分で探せ、と言い放つわけにもいかない。バイオウェポンたちを止めるのが遅おくれれば遅れるだけ、彼らが外に出る可能性は高くなる。いや、あるいはすでに、もう外に出ているものもいるかもしれない。そうなれば、時間とともに被ひ害がいは拡大してゆくだろう。

「……けど……ここをこのままにしておいたら……」

　抗こう議ぎに説得力がないことを、サミィは自覚していた。

『同様のチームが他に三班存在する。問題はない』

　男たちの答えは簡潔。

「わかった。こっちだ」

　言ってイーザーはきびすを返す。男たち三人も動きだす。

　仕方なくいっしょに駆かけるサミィ。

　男たちの背に、見覚えがあった。サミィの胸に、いやな想像がふくらむ。

　一同は駆ける。バイオウェポンたちの死体が転がり、血に彩いろどられた通路を。サミィはふと、最初に入ったビルのありさまを思い出す。

　一体何が嫌で嫌でたまらなかったのか。サミィはようやくそれに気づいた。

　悟さとったのだ。場所と時間と、血を流すものの違ちがいはあれど、ここはあの場所と同じなのだと。今、化モンけスタ物ーの役割を果たしているのは自分たちなのだと。

　と──

　ごぁうっ！

　突とつ如じよ聞こえたのは獣けものの咆ほう吼こう。視界をよぎったのは黒い影かげ。

　何が起こったのか。サミィの目は捉とらえていた。

　彼らがゆく道と十字に交差した、横手の細い廊ろう下か。

　その天てん井じよう近くにあるわずかな手がかりを支えにはりつき、身をひそめていた一体のバイオウェポンが、男の一人に向かって飛びかかったのだ。

　とうてい反応できるタイミングではない。普ふ通つうの人間ならば。

　だが男は、一挙動で、手にしたビームマシンガンの銃口をはね上げ、トリガーを引いた。

　光のつぶてがバイオウェポンの体を引きちぎるのと、それの爪つめが振ふり下ろされるのとは同時だった。

　爪はヘルメットをこする。バイザー部分に亀き裂れつが走る。

　一同は立ち止まり、男は、バイオウェポンの死を確かめると、視界の悪化したヘルメットを脱ぬぎ捨てた。

「──!?」

　声なき悲鳴が漏もれるのを、サミィはおさえきれなかった。

　予感はしていた。だがそれを現実に見せられると──

　短く揃そろえた銀の髪かみ。表情のない端たん整せいな顔。

　男は黙だまったままサミィを見る。

　左右で色の異なる、その瞳ひとみで。




　クラクションの音は、二度、聞こえた。

　カーテンの間から外を見れば、表に停とまった、見覚えのある青い電エ気レ自カ動車ーが目についた。

　クリフの車である。

　サーシャはバッグを抱かかえると、家を出て車に向かう。窓が開き、そこからクリフが顔を出した。

「──何が起こったの？」

「早く乗って！」

　答えず、クリフは声を上げ、助手席のドアを開ける。

「──だから、一体──」

「いいから早く！　説明は車の中でする！」

「──」

　普通なら、まず説明しろ、と言うところである。

　しかしいつもと違ちがうクリフの様子に、ただならぬものを感じ取り、サーシャはおとなしく車に乗り込んだ。

　すぐさま発車する。

「それで？　何が起きたの？」

「どう説明したらいいか……」

　ハンドルを切りながらクリフは言う。

「エルパの研究所で、事件が起きた」

「事件？」

「ああ。バイオウェポンの群が逃にげ出した」

　サーシャが小さく息を吞のむ気配。クリフはただ正面を向いてハンドルを切る。

「イーザーとサミィがエルパにちょっかいをかけたのが原因だ」

　噓うそは言っていない。バイオウェポンたちを逃がしたのがクリフ自身だということを伏ふせているだけである。そしてあの二人がやって来なければ、彼がそんな行動に出ることもなかっただろう。

「そんな──噓でしょ!?」

「こんな噓はつかないよ」

　サーシャは絶句した。たぶんクリフは、サミィかイーザーから、パーソナルフォンか何かでその状じよう況きようを知らされて、あわてて駆けつけてくれたのだろう。勝手にそう解かい釈しやくする。

　そしてふと、湧わいた疑念を口にする。

「ね、クリフ、どこに行くつもりなの」

「衛星港」

　ふり向きもせず、短い答え。

「衛星港って──どうするの!?」

「逃げるに決まってるじゃないか！」

「──逃げる──」

「ああそうさ！　この『ラビィ』から逃げるんだよ！　他にどうしようがある!?　ここはもう終わりなんだ！」

「ちょっと待ってよ！

　研究所から化け物が逃げたことはわかったけれど──警察には知らせたの？」

「知らせる必要なんてない」

　前を向いたまま言い放つクリフの額には、びっしりと、粘ねばい汗あせが浮ういている。

「何言ってるの!?」

「警察に何ができる！」

「いろいろあるでしょ！　避ひ難なんの指示とか──」

　──他の奴やつらがどうなろうと知ったことか！　騒さわぎが大きくなって、衛星港に人が押し寄せれば、そのぶん私たちが逃げにくくなるんだぞ！──

　喉のど元もとまで出かけたその言葉を、しかしクリフはなんとか抑おさえて、

「わかってるだろう。警察もエルパもぐるだ」

「だったら！　なおのこと、わたしたちがなんとかしなくちゃあ──」

「どうやって!?　片かたっ端ぱしからあたりの連中を叩たたき起こしてこう言うのか？　エルパから化け物がいっぱい逃げ出したんです。みんな急いで逃げてください。

　ハッ！

　信じてくれると思うか？

　馬ば鹿か呼ばわりされて、それでもしつこく言い続ければ警察を呼ばれるのがオチだ！」

「そうだけど──」

　確かにクリフの言う通りなのだろう。

　サーシャとて、サミィやイーザーや、あるいはジャックの話を聞いていなければ、エルパのバイオウェポンなどというものの存在を信じることはできないだろう。いや、正直に言うのなら、彼女とていまだ半信半疑に毛が生えた程度だった。なにしろその姿を直接見たことはないのだから。

　渦か中ちゆうにいるはずのサーシャでさえそうなのである。事件の流れを全く知らないものたちに、説明だけで信じてもらうことは不可能だろう。

　だが。

「クリフ、あなた、何か変よ」

「こんなことが起きれば変にもなるさ」

　それはそうなのかもしれない。しかし──

　サーシャは、バッグの中からパーソナルフォンを取り出した。

「──どうするんだ!?」

　非難の口調で問うクリフ。

「父さんと母さんに連れん絡らくするのよ」

「信じてもらえるわけがない、って言ったろ！」

「エルパの研究所で事故があって、危ないかもしれない、とだけ伝えるのよ！　まさかそれまでダメだって言うつもり!?」

　クリフは何か言いたげに、わずかに頰ほおをひくつかせるが──結局何も口にせぬまま、黙だまってハンドルを操作した。




「……イーザー……？」

　かすれたつぶやきが、自分の口から漏もれたことさえ、サミィは意識していなかった。

　そう。ヘルメットの下にあったのは──

　髪かみの長さこそ違ちがえども、前をゆくイーザーと、全く同じ顔だった。

「我々はイージス、と呼ばれている」

　イーザーではないイーザーが言った。イーザーと同じ声で。

「個体名は存在しない」

　声に聞き覚えがあるのも当たり前。

　その背に見覚えがあるのも当たり前。

　それは、サミィがいつも聞いていたイーザーの声、いつも見ていたイーザーの背中なのだから。

　足がもつれる。わずかによろけて、サミィは壁かべに手をついた。

　予感はしていた。その声を聞いた時から。その背を見た時から。

　だが、こうもはっきりと──

　自分たちが道具であることを。消しよう耗もう品ひんであることを。まざまざと見せつけられると──

　男たちのうち二人は、いまだヘルメットをかぶったまま。当然その下には、やはり同じ顔があるはずだった。どこかにいるはずの、別の班、九人のヘルメットの下にも。

「サミィ」

　呼びかけるイーザーの声。

「どうした」

　サミィは肩かたで息をする。くらむ視界に、並ぶ、二つの同じ顔。

　片方は髪が長く、もう片方は、短い。

「サミィ！」

　長い髪の表情が変わる。わずかに。ほんのわずかに。

　それでもサミィには、そのことがわかった。

　──ああ──

　パニックが去り、安あん堵どが訪れる。

　たとえ生み出された命といえど。たとえ量産された道具の中にあっても。

　──それでもイーザーは、やっぱりイーザーなんだ──

　そう、わかったのだ。

　サミィは壁から身を起こす。視界はもとに戻もどっていた。

「ごめん。なんでもない。──行こ」

　一同は再び駆かけだした。




　パトカーや消防車に囲まれたホテルを見上げて、ジャックは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　はみ出しものなどやっていると、町の動きにはどうしても敏びん感かんになる。予兆とも思えぬわずかな予兆。それを捉とらえられるかどうか。そしてどう行動するか。そんなことが、大きく明暗を分けることもある。

　異変には、すぐに気づいた。

　風に流れるサイレンの音で目を覚まし、何かがあったのは衛星港の方だと知り──まっ先に頭に浮うかんだのは、サミィとイーザーのことだった。

　二人が港近くのホテルに泊とまっていることは知っていた。この時期に、港近くで異変が起きたのを、そのことと関連づけて考えない方がどうかしている。

　とっておきのレーザーガンをジャケットの下に隠かくし、この場所まで駆けつけて──

　煙けむりを上げるホテルを目にしたのだった。

　確か二人の部屋も、今、煙が出ているあたりではなかったか。一体何が起きたのか。二人は無事なのか。

　しかしホテルの周囲には、行き来する警官たちの姿がある。彼らの中にもまた、エルパと深くつながっている者がいるのなら、うかつに近寄るわけにはいかない。

　どうしようかとうろうろしているそのうちに、警官の数は余計に増え、そのうえ野次馬たちまで出てきて、余計に近づけない状じよう況きようになって来た。

　ジャックは無目的にあたりを見回し──

　──？

　その中に、知った顔を見つけ出した。

　パトカーや消防車が駐ちゆう車しやし、交通整理をされている道路。

　徐じよ行こうする車の中の一台。その運転席と助手席に見つけたのは、サーシャとクリフ、二人の顔だった。

　たぶん、自分と同じ懸け念ねんを抱いだいて、ここにやって来たのだろう。ジャックは勝手にそう解かい釈しやくした。

　──うまの合う相手とは言えない二人だが、ひょっとしたら事情を知るのに役立ってくれるかもしれない。彼らとて、サミィたちのことは心配なはずだ。

　ジャックはそう考えて、そちらに駆け寄り、手を振ふった。




　研究室に入り、サミィとイーザーは足を止めた。

　彼らのそばを通り過ぎ、イージスたちはコントロール・パネルにとりつく。

「いない」

　サミィはつぶやく。

　拘こう束そくし、転がしておいたはずのクリフの姿がどこにもない。見れば床ゆかに、何かで切られた拘束テープが落ちている。

　──刃は物ものを隠し持っていたのか。ボディ・チェックを怠おこたったのは迂う闊かつだった──

「どこへ──」

「我々二人だけで、あの数のバイオウェポンを止められるはずがない。彼はそう思っているはずだ」

　イーザーが言う。サミィにとっては本物の、ただ一人のイーザーが。

「なら、彼の逃にげる場所は『ラビィ』の外」

「──衛星港！」

　サミィが声を上げる。

　──二人の会話を聞いていれば、拘束された関係者が逃げ出したのだということは、イージスたちにも予測がつくはずだが、彼らはそれに、何の反応も示さない。

　おそらくそれは、彼らの任務外にあるからなのだろう。

「ここのデータが欲しいのなら、好きにするといいわ」

　サミィはイージスたちに言う。

「けど、必ずバイオウェポンたちは止めて」

「それも任務のうちだ」

　操作の手を止めもせずに、イージスの一人が答える。

　ならば、この場は任せていいだろう。その存在は──サミィにとって、決して快いものとは言えないが、与あたえられた任務は遂すい行こうするはずだ。

「なら、この場は預けるわ。

　イーザー、あたしたちは──」

「ああ。追おう。クリフを」

　二人はドアに向かって駆けた。




「ちょっと、このホテル──」

　ゆく手に見えるビルを目にして、サーシャは声を上げていた。

　サミィとイーザー、二人が泊とまっていたはずのホテルである。その一室が、小さな煙を上げている。

　こういう状況でなければ、火事か何かだと思っただろう。だがそんなわけはない。

「何があったの」

「たぶんあの二人と関係しているんだろうが……今はそれを詮せん索さくしている場合じゃない」

　言い捨てて、クリフはかまわず車を進める。

　まだ朝も早い、というより夜明けと呼んだ方がいい時間だが、道路にはパトカーと消防車が並び、やじ馬たちも集まっているせいで、あまりスピードは出せない。

　徐行してのろのろと進むうち──

「クリフ！　あれ！」

　サーシャが声を上げ、道の端はしを目で指す。

　クリフもほとんど同時にそれに気づいて、わずかに頰ほおをこわばらせた。

「ジャックよ！」

　言われなくてもわかっている。道ばたで馬ば鹿か丸まる出だしで手を振る姿は、いやでも目に飛び込んで来る。

　クリフは苦い顔でギアをチェンジし、強引にバックしてからＵターンし、別の道に向かう。

「──ちょっと！　クリフ！　ジャックだって！」

「わかってる」

「乗せなくちゃ！　いっしょに逃げるか、せめて事情説明──」

「必要ない！」

　いつになく強いクリフの口調に、サーシャは、びくんっ！　と身を縮める。

「ク──クリフ？　変よ、あなた。

　必要ない──って──」

「あんな奴やつを連れてゆく必要はない！　そう言ってるんだ！」

「見捨てる気なの!?」

「黙だまれ！」

　一いつ喝かつされてサーシャは沈ちん黙もくした。

　いつものクリフではない。そのことは、車に乗った時からわかっていたが──しかし、あまりにも違ちがいすぎる。いつもの──ともすれば、こちらがイライラするほどの気の弱さはなりをひそめ、攻こう撃げき的てきな部分がむき出しになっている。

　何かに追われるように引きつった形相で、まわりが全く見えていないようにも感じる。ほとんどパニック状態に近い。

　一体、何があったのだ？　バイオウェポンたちが逃にげたという連れん絡らくだけで、こうも混乱してしまうものなのか？

　だが今、いろいろ問いかけたところで、それはクリフの混乱を深めることにしかならないだろう。自分が乗った車のドライバーをパニックに陥おちいらせるのは、さすがに遠えん慮りよしたい。

　詳くわしく問うのは、クリフがもう少し落ち着くのを待ってからにして、サーシャはとりあえず口を閉ざした。




『ラビィ』の中央に位置する、エルパ総合研究所。

　さまざまな研究施し設せつが複合的に存在する、それの実状を、すべて知っている者はほとんどいない。

　ましてや──勤続十年目とはいえ、もっぱら外まわりのガードマンが、この中で何が行われているのかなど、知ろうはずもない。

　そのガードマンが足を止めたのは、明け方の巡じゆん回かいコース、その半ばにさしかかった時のことだった。

　ごん。

　何かがぶつかる音。ヒトが、ドアに体当たりをかけているような。

「──？」

　ガードマンはあたりを見回す。天を覆おおう『空』は朝の色を灯ともしはじめてはいるが、まだあたりは薄うす暗ぐらい。自分の他に、動くものの姿はなく、それでも『ラビィ』は目覚めはじめているのだろう。あちらこちらから遠い、さまざまな音が届いて来る。

　それに混じって。

　ごん。

　再び、あの音。場所はそう遠くないはずだ。ガードマンは建物にそって移動し──三度目の音を聞いた時、ガードマンは、その出所を知った。

　巨きよ大だいなエルパの研究所。裏口なのだろう。閉ざされた小さなドアの一つが、音とともにわずかに揺ゆれた。自分の受け持ち見回りブロックの扉とびらである。

　──泥どろ棒ぼう──？

　浮うかんだのは当然、その考え。物取りか、産業スパイか。

　迷ったのは、自分一人で当たるか、それとも応おう援えんを呼ぶか。

　しかし応援を呼んでいて、もしもその間に相手を逃がすことにでもなれば大目玉である。

　なんのためのガードマンだと叱しつ責せきされて、場合によっては首、ということにもなるだろう。

　一人で対応するのは──むろん嫌いやだし、恐こわくもあるが、仕方がない。彼は覚かく悟ごを決めて、腰こしに下げたマスターキーを手に取り、ドアに向かった。

　──彼は考えなかったのだろうか。

　産業スパイや物取りが、ドアに内側から体当たりをかけたりするものかどうか。

　ともあれ。

　カギが開くとともに飛び出した異形のものは、後こう悔かいの間すら与あたえず、その爪つめでガードマンの首をかき切った。

　獣けものは、外に放たれた。




「……なんだそりゃ？」

　いきなり方向転てん換かんして逃げ出した車を眺ながめて、ジャックは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　向こうは自分に気がついた。車の中にいたサーシャとクリフの表情が変わったのが、はっきりと見えた。

　そしてその直後──車は強引にバックするとＵターンし、別の道へと走り去ったのだ。

　まあ、あの二人とはもともと相性は合わない。嫌きらわれるくらいの心当たりはある。

　しかし、Ｕターンして逃げられるほどのものではないはずだ。

　異常だった。何もかも。一体何が起こっている？　ホテルの爆ばく破はとの関連は？　サミィとイーザーは無事なのか？　クリフとサーシャはどこに向かった？

　ジャックに想像がつくのは、最後の疑問だけだった。

　車が進路を変えたということは、彼らの目的地は、サミィとイーザーが泊とまっていたこのホテルではなかったということになる。

　なら二人は、市街からこんな場所に、どこを目指してやって来た？

　心当たりは一つしかない。

　すなわち、この先の衛星港。

　なぜ彼らがそこを目指すのか。その理由まではわからないが、彼らは何かを知っている。それはジャックの直感だった。

　ならば、追いかけ、問う。それだけの話である。

　ジャックはきびすを返し、衛星港へと向かう移ムー動ビン道グロ路ードを探した。




　データのダウンロードは順調だった。

　研究室へと案内された、イージスたち三人は、ただ黙もく々もくと作業をこなす。

　暗号化されているデータも多々あったが、それはこの際気にしない。持ち帰ったものを渡わたせば、研究者たちが暗号解除作業をやってくれる。

　一人は、バイオウェポンの停止命令コードの割り出し作業を進めていた。シェリフスターの二人に言ったことは噓うそではない。

　そういう命令を下されたから、そうする。ただそれだけのことである。それにどういう意味があるのか。そこまでは、イージスたちの知るところではない。興味もない。

　黙々と作業を続けるそのうちに。

　小さな音を立て、ドアが開いた。バイオウェポンたちがあふれているのとは反対側の──イージスたちは知らないが、クリフが逃にげ出した、駐ちゆう車しや場じようの方に続くドア。

　そこにいたのは白衣の男。プロフェッサーに手を貸そうと、いつもより早くやって来たのか。それとも他に何かの目的があったのか。

　ともあれ──イージスたちを目にして、白衣は一いつ瞬しゆん立ちつくし──彼が何かをするより早く、その額に三つの穴が開いた。

　イージスたちが一挙動で放った、ビームガンを受けたのだ。

　白衣はその場に頽くずおれる。イージスたちは、かまわず作業を続行した。

　そうすることに何の意味があるのか、彼らは知らない。興味もない。妨ぼう害がいの可能性がある人間は排はい除じよする。そう命令を受けているからに過ぎない。

　白衣の死体にはもはや一いち瞥べつすら送ることなく、彼らは作業を続行した。




　朝の衛星港は、ことさらに、閑かん散さんとした空気に満ちていた。

　クリフは、衛星港のロビーに近い道ばたに車を停とめると、運転席からの操作で左右のドアを開けた。

「降りて」

　サーシャを促うながす。が。

「何があったの。クリフ。全部話して」

　サーシャは助手席にかけたまま、クリフを見つめて、言った。できうる限り抑おさえた声で。

　クリフは一瞬、ぽかんっ、として──

「──だからさっき言ったろ！　バイオウェポンたちが暴れ出したんだって！」

「落ち着いて。クリフ」

　なだめるように彼女は言う。

「確かにそれは、さっき、聞いた。

　けど、あなたは全部話していない。違ちがう？」

「全部話しているひまなんてないんだ！　それがわからないのかサーシャ！」

「だったら早く答えて。なぜジャックに事情も知らせず、まわり道までして来たの？」

「あんな奴やつはどうだっていい！」

　クリフは吠ほえた。

「ただの町のちんぴらだ！　私やきみとは違う！」

　クリフが彼を避さけたのは──むろん、そりが合わない、という他にも理由がある。

　サーシャを助けるのは自分でなければならないのだ。彼女が頼たより、感謝し、崇すう拝はいするのは、他ほかでもない、この自分でなければならないのだ。

　ならばそこに、他の存在は邪じや魔まである。自分とサーシャ、二人だけの脱だつ出しゆつ、というのが望ましい。

　だが、クリフは気づかなかった。

　──私やきみとは違う──

　それがサーシャにとって禁句であることに。

　父が。母が。時には自分が。

　妹を嘲あざけり、吐はいた言葉。

　──マーシャはわたしたちとは違う──

　罪悪感という小さな棘とげで、サーシャの心を傷つける言葉。

　ジャックのことを見下し切ったクリフの表情に、かつて妹のことを侮ぶ蔑べつしていた自分たちの面おも影かげが重なり──

「──何よ！　それ!?」

　気がつくと、サーシャは声を荒あらげていた。

「何様のつもりなのよ一体!?　自分たちとは違う!?　どう違うのよ！　ご立派な経歴を持ってるから!?　だから、そうでない人なんてどうなってもいい!?

　そんなへりくつにもなっていないことで、助けられるかもしれない誰だれかを見捨てるの!?」

　それは、過去の自分へとぶつけた言葉。たった一人の妹が、とりかえしのつかない場所に行くことを防げなかったことへの悔かい恨こん。

　だがむろん、クリフにそこまでわかろうはずはない。彼にとってそれは、今まで自分が築いてきた功績への侮ぶ辱じよく。

　理解できなかった。

　自分と同じ、エリートコースを歩いてきたはずのサーシャが、なぜ自分自身の経歴さえ否定するようなことを言う？

　──そうか──

　その理由がわかった──と、クリフは誤解した。

　顔を怒いかりでどす黒く染め、彼はふたたび運転席にすべり込む。

「──なぜあんなクズのことでムキになる！」

　しゃがんで右手をシートの下に伸のばし、何かを探す。

「あの男に気があるのか！　そうだろ！」

　クリフにとっては、それ以外に考えられなかった。自分の言葉がサーシャの感情をどう撫なで上げたか、ということなど考えてもいない。

「何を馬ば鹿かなことを！　わたしは──」

　言いかけたサーシャの表情が凍こおりつく。

　目の前につきつけられた、小型のレーザーガンを目にして。

「──ク──クリフ──」

　こめかみに汗あせがにじむのが、サーシャにはわかった。

　つきつけられた銃じゆうに──次いで、その向こうのクリフの顔に目をやる。

　こちらを睨ねめ上げる半眼。浅く荒い息。浮ういた粘ねばい汗。──本気だ。

「降りろ」

「──クリ──」

「これで最後だ。降りろ。ゆっくりと」

　開いたドアから身を乗り出す。言われた通り、ゆっくりと。

　地に着いた足が、かすかにふるえているのが自分でもわかった。

　クリフは完全に混乱している。何があったのだ？　彼はこんなことをする人間ではなかったはずだ。それともそう見ていたこと自体が、自分の勘かん違ちがいだったのか？

　いずれにしろ、今、逆らえば本当に撃うたれる。本能的にそう察して、サーシャはゆっくりと、命令に従った。

「ドアを閉めろ」

　サーシャは言われた通りにする。クリフはドアをロックし、銃を持っていない方の手で、ポケットから取りだしたキーをがちゃつかせながら、カギをかけようとする。

「──えぇいくそっ！」

　利きき手でないせいか、うまく扱あつかえずに小さく毒づく。ここに戻もどってくる気があるわけでもないだろうに。完全に判断力を失っている。

　このスキに逃にげられないか──ふとそんな考えがサーシャの頭をよぎるが、自分の命を賭かけてまで、試してみようとは思わなかった。

　やがてそれでもクリフはドアにカギをかけ、再びサーシャに血走った目を向ける。

「普ふ通つうに歩け」

　言われたまま、サーシャは衛星港に向かって歩きだす。スーツの下に銃を隠かくして、その後ろからクリフが続く。

　しかしサーシャが、衛星港ロビーの入り口をくぐるその前に、

「右だ」

　後ろからクリフの声がする。

「──え？」

「右」

　この状じよう況きようでの反論は、賢かしこい選せん択たくとは言えないだろう。言われた通り、サーシャはドアをくぐらずに、建物ぞいに右に折れる。

　向かう先は、建物の横手──コンテナがただずらりと並ぶ、いかにも人のいそうにないあたり。

「──衛星港に行くんじゃなかったの──」

　クリフを刺し激げきしないように、声を低めて聞いてみる。

「パスポートは持ってないだろう？」

　すぐ後ろから、やはり抑おさえたクリフの声。

「もし持っていたとしても、すぐにシャトルが出るわけじゃない。

　……こっちに、事故に備えた脱だつ出しゆつ用ポッドがある。行き先は、他の衛星港だ。

　それを使わせてもらう」

　──脱出用ポッドで──？

　サーシャは眉まゆをひそめる。

　今のクリフは絶対、まともではない。

　道というより、置かれたコンテナとコンテナの間のような場所を行きながら。なんとか彼を説得する方法はないか、サーシャは必死に考える。

「──そんなに慌あわてる必要はないわよ、クリフ。

　バイオウェポンたちが逃げ出したって言ったって、まだ騒さわぎにもなってないじゃない。

　それにひょっとして、サミィとイーザーの二人なら、逃げ出した奴やつをなんとかしてくれるかもしれない」

「無理だ。あれだけの数を、たった二人でなんとかできるものか」

「──あれだけの数──って──」

　思わずサーシャの足が止まった。

「まるで見てきたみたいじゃない？　クリフ、あなた、何をどこまで知ってるの？　サミィとイーザーに連れん絡らくを受けただけじゃないの？」

「いいから歩け」

「──クリフ──？」

「わかってないんだ！　きみは！

　私に従うことが、きみにとって一番幸せなんだ！　今はまだきみにはわからないかもしれないが、すぐにわかるようになる！　絶対私に感謝することになるんだ！　だから歩け！」

　再びクリフの語調が荒あらくなる。言っていることは無茶苦茶だが、へたに反論すれば撃たれかねない。仕方なく、サーシャが再び歩きだそうとした、その時。

「──どこへ行くんだ？　お二人さん！」

　聞き覚えのある声は後ろからした。

「……お前には関係ない」

　言って、クリフはゆっくりとふり向く。

　その先には、二人を追ってきたジャックの姿があった。

　いつものクリフの、おどおどとした小声なら聞こえない距きよ離りなのだが、今のはどうやら聞こえたらしく、ジャックは口の端はしを不ふ機き嫌げんに歪ゆがめ、ゆっくりと歩み寄りながら、

「おいおいオッサン。今日はまたずいぶんとえらそうな口──」

「逃げて！」

　サーシャの声。

「は？」

　思わずジャックがそう聞き返した時には、クリフはスーツの下で引き金を引いていた。




　獣けものの胸には歓かん喜きがあった。

　外だ。

　自分たちが今までいたのとは、比べようもなく広い世界。自分はここを、思うさまに駆かけることができる。

　広場を駆け抜ぬけ、道に出る。見み渡わたせば、広い道路に、無数に立ち並ぶ四角い建物。似た光景をシミュレーション画面で見せられたことは多々あったが、実際にこの目で見るのははじめてである。

　そして──獣の瞳ひとみに、わずかな敵意の光が灯ともる。

　かなり離はなれた道の先。服を着た二本足の姿が、そこにはあった。

　ここにもいるのか!?

　憎ぞう悪おを胸にわき立たせ、獣が地を蹴けろうとした、その時。

　ずくんっ。

　頭の芯しんに、にぶい衝しよう撃げきが走った。

　覚えのある──いや。決して忘れることのできない感覚。

　脳内のチップが発する、退たい却きやく信号。

　研究所内のイージスたちが、そのコードをつき止め、発信したのだ。所内と、『ラビィ』の全土に。むろんそんなことは、獣──バイオウェポンたちの知るところではないが。

　獣は迷った。一いつ旦たんは手にしたはずの自由。それを放ほう棄きするのは嫌いやだ。だが逆らえば、あの痛みがやって来る。

　味わったものでなければわかるまい。どこが痛いとかここが痛いとかいう生やさしいものではないのだ。チップから脳に直接、痛覚信号をぶち込まれるのだ。

　自由を手放すのは嫌だ。しかしあの痛みを味わわされるのはもっと嫌だった。

　──仕方なく──

　獣はきびすを返し、もときた道をすごすごと戻もどりはじめた。

　朝の『ラビィ』のこのあたりに、人の姿は少なく、ましてや獣のそばにいる者など皆かい無む。

　ゆえに。

　獣が浮うかべる涙なみだを知るものは、いない。




　ジャックの体が小さく震ふるえた。

　クリフの放ったレーザー光。それは布地を貫つらぬき空気を焦こがし──

　ジャックのそばにあったコンテナの表面を削けずり、閃せん光こうとなった。

　──当たりはしなかった。だが、撃うたれたことはわかった。

「──な──なんだっ!?」

　声を上げ、あわててコンテナの陰かげに飛び込むジャック。ほとんど同時に、ふたたび光が、コンテナのすぐそばではじけ散る。

「お──おっさん！　てめえ、どういうつもりだっ!?」

　吠ほえながら、ジャックも革ジャンの下からレーザーガンを取り出す。

　クリフの射しや撃げきの腕うでは──まあ、おせじにも、良いと言えるものではなかったが、ジャックとて、射撃練習などをしているわけではない。撃ち合いになどなればどうなるか、正直言ってわからない。

「ねえちゃん！　何がどうなってやがる!?」

　コンテナの陰から、サーシャに向かって問いかけてみる。

「様子が変なのよ！──いやっ！」

　返ってきたのは、言われなくてもわかる答えと、そして悲鳴。ジャックは反射的にコンテナの陰から飛び出した。

　そこには、左手でサーシャを捕とらえ、その陰から、右手の銃じゆうをジャックの方へとつき出すクリフの姿。

　ここでアクションドラマのように、サーシャをよけてクリフだけを撃つことができれば決まるのだが──この距きよ離りと自分のウデで、そんな真ま似ねは不可能だということくらいは、ジャックにもわかる。

「……どうしちまったんだオッサン？　ずいぶんとまたおかしなことになってるけどよ？」

「お前には関係ない！　そう言ったはずだ！」

　狂くるったように吠えるクリフ。ジャックは、クリフが自分に向けた銃に注意を向けながら、

「オーケーオーケー。関係ねえことはわかった。

　けど俺は、あんたと違ちがって頭はよくねえんでな。何が起きてこうなってるのかちっともわからねえ。

　わからねえから余計に気になる。

　だからよ。そこの、わからねえところだけ説明してくれりゃあいい。それでおとなしく退散するからよ」

　全く理り屈くつにはなっていなかったが──もとより、混乱したクリフに理屈が通じるはずもない。

　説明すれば退散する。そこの部分だけは理解したらしく、しばし考えて──

　クリフはゆっくりと首を振ふった。左右に。

「──いや──

　いやいや。その必要はない。お前ごときに理解されて、何の得がある？」

　トリガーにかけた指に、力がこもり──

　光が疾はしる。

「──がっ!?」

　悲鳴を上げて身を引いたのはクリフだった。光にかすめられた右手から、レーザーガンがこぼれ落ちた。

　すかさずサーシャは、力のゆるんだ腕をふりほどき、落ちた銃を拾ってクリフと距離を取る。

　クリフの手を撃ったのは──言うまでもない。

「──まるっきりドラマの主役のタイミングだな。お二人さんよ」

　ジャックは、別のコンテナの陰から現れた二人──サミィとイーザーに笑えみを送った。




　獣けものたちは戻り来る。

　与あたえられた命令に従って。自分たちが出てきた場所に。

　獣たちは知らない。

　そこに、研究所中枢部にいるのとは別の、イージスたちが待ちかまえていることを。

　戦せん闘とう命令を与えられていない獣たちは、ただ命令に従い、進み、ほとんど無む抵てい抗こうに撃ち倒たおされ──

　やがて、生きている獣たちはいなくなった。




「馬ば鹿かな」

　クリフはつぶやく。

「こんなに早く──」

　彼にしてみれば、完全に計算外である。こんなに早く追いついて来るなどと。

　クリフも途と中ちゆうでいろいろと余計な時間は食っているが、それを差し引いても、この二人がこんなに早くやって来るとは思えなかったのだ。

　サミィたちにしてみれば──別にどうということはない。進入路を逆にたどっただけの話である。

　ダクトや作業用空間を這はいずって、エアーロックのそばに戻もどり、置いておいたヘルメットとエアージェットをつけて、ふたたび宇宙に出た。

　空気抵抗も信号も、横から飛び出す子供もいない虚こ空くうを一気に渡わたり、衛星港に停とめてある、自分たちの船へと戻った。衛星港の建物を出たところで、二人の耳はクリフたちの声を捉とらえ──ここにやって来た。それだけの話である。

　むろんクリフに、いちいちそんなことを説明してやる義理はないが。

「バイオウェポンたちはどうした!?」

　クリフは声を上げる。

「止めた」

　サミィはあっさりと言った。

　止めた──はずだ。イージスたちが。

　別に連れん絡らくが入ったわけではない。この目で確かめたわけでもない。だがイージスたちは、それも任務のうちだと言った。ならばやってのけるだろう。

　だが、イージスたちの存在を、クリフに教える義理もまた、ない。

「噓うそだ！」

　引きつる笑みを口もとに浮うかべ。クリフは叫さけんだ。

「そんなはずがない！　あれだけいた、私のバイオウェポンたちが、貴様ら二人ごときに倒されるはずがない！」

「──私の──バイオウェポン──!?」

　拾った銃をクリフに向けて、サーシャは声を上げる。

「どういうことよ!?」

「私のだから私のと言っただけだ！」

　向けられた銃じゆう口こうに、しかしひるむ様子さえなく、クリフは吠ほえる。銃をおそれていないわけではない。銃を向けられていると認識できていないのだ。

　クリフの正常な判断力は、完全に失われていた。

「私の指示のもと、数多くの研究者たちの力とで創つくり上げた、さまざまなタイプのバイオウェポンたち！　つまりは私のバイオウェポンたちだ！」

「……なんだそりゃ？」

　ジャックがつぶやく。

「──まさか──」

　サーシャの漏もらした声にサミィはうなずいた。

「そういうこと。

　肩かた書がきはダミー。実際の彼は、軍産部門の研究者。で、今の発言からすると、実験・開発の総責任者とか、そういう立場にいたみたいね」

　サミィたちも、クリフのことを、黒幕の一味だとは思っていた。しかしまさか、実験の責任者クラスだとは考えていなかった。でなければあの研究室で、むざむざ彼にコントロールパネルを叩たたかせたりはしていない。

「じゃあ」

　呆ぼう然ぜんたるサーシャの声。

「マーシャを殺したのは──」

「あれは純然たる事故だ！」

　クリフが言う。胸を張り。

「町のクズどもを一いつ掃そうし、同時にデータの採集を行う予定だった！　まさにこれこそ一石二鳥というものだ！

　だがそのクズどもが、たまたまきみの妹を連れ込んでいた！

　それだけの話だ！　悪いのは私ではない！　あのクズどもだ！」

「……はみ出しもんは死んで当然……ってか……!?」

　ジャックの瞳ひとみに憎ぞう悪おが灯ともる。

「当然だ！

　しかしクズどもも、そしてサーシャ、きみの妹も、ただムダに死んだわけではない！

　バイオウェポンたちを調整していく上での貴重なデータを私にもたらしてくれた！」

「──そんな理由で──!?」

　サーシャの奥歯が小さく鳴る。

「それだけではないぞ！

　きみの妹の死は、クロフトのバイオウェポンたちを呼び寄せる、格好の口実になってくれた！　さらなる実戦データを得る機会を作ってくれたのだ！　無意味どころか、充じゆう分ぶんな意味があったのだよ！」

「クロフトのバイオウェポン!?　なんだそりゃ!?」

「気づいていないのか!?　いや、貴様ごときに気づけと言う方が無理か!?」

　ジャックの問いを鼻で笑うと、クリフは芝しば居いがかったしぐさでサミィたちを指し、

「ならこの私が教えてやる！

　イーザー＝マリオン！　サミィ＝マリオン！　この二体が、クロフトの造ったバイオウェポンだということを！」

『──!?』

　小さく息を吞のみ、二人の方に目をやるジャックとサーシャ。

　サミィとイーザーはただ、無言。

　手にした銃を、クリフの方に向けたまま、何も言わずに佇たたずんでいる。

「──ウソ──だろ──？」

　愕がく然ぜんたるジャックのつぶやきが、サミィの心に棘とげを刺さす。

「本当だとも！」

　クリフは語る。瞳に狂きよう気きを宿したままで。

「ゴミ集積所で彼らの動きを見たときに気づかなかったのか!?　あれが人間にできる動きだと思うか!?

　否いな！

　こいつらだからこそだ！

　ヒトとそっくりの外見をしてはいても、ヒトの言葉をしゃべっていても、しょせんこいつらはヒトじゃあない！

　ＡＴＧＣ四つの記号で遺伝子設計図を引かれて、培ばい養よう液えきの中でタンパク質を寄せ集めて造られた、戦うための人形ども！　すなわちクロフトの道具に過ぎん！

　私の造ったバイオウェポンたち──戦う道具と同じものだ！

　道具と道具を戦わせ、実験をして何が悪い！」

「──それで──依い頼らいを──？」

　感情を押し殺したサミィの声。銃を握にぎるその手は小さく震ふるえている。怒いかりで。

「その通り！

　戦せん闘とうデータは、戦闘をすれば手に入る！　しかし私が依頼人として存在すれば、戦闘時以外の思考・行動パターンをも観察することができる！

　この機を逃のがしてどうする!?

　……貴様らのせいで実験は散々だったが……それでも手に入ったデータはある！　それを無にするわけにはいかん！　だから私は、行かなければならんのだ！　わかるだろう!?」

「わかるかボケ」

「貴様ごときに理解できるはずもない！」

　吐はき捨てたジャックの言葉を鼻で笑い、クリフはサーシャに目を向ける。

「サーシャ！　きみならわかるだろう！　一いつ旦たん得られたデータや知識が、再び失われてしまうことほど、無む駄だで虚むなしいことはない、ということが！

　さあ！　銃じゆうを渡わたして！　私といっしょに来るんだ！」

「嫌いやよ！」

　即そく座ざに否定するサーシャ。

「わかったのは、クリフ、あなたが最低だっていうことくらいよ！」

　言われて、クリフの表情がゆがむ。

「──なぜだ!?」

　両手をひろげ、訴うつたえる。

「なぜわからん!?　なぜ誰だれも、この私を理解しない!?」

「そんなこともわかんねえのか!?」

　その問いに答えたのは、天の声ではなく──ジャック。

「てめえが他人をわかろうとしてねえからだろうが！

　誰がンなクソ野や郎ろうのこと理わ解かってやりてえなんて思うかよ！

　てめえ、俺になんつった？　サミィちゃんやイーザーの兄キのことをなんつった？

　ンなことぬかす資格なんてねえんだよ！　いくらごたいそうな肩かた書がき抱かかえてたって、てめえのことしか考えてねえ奴やつなんて、しょせんただのゲスなんだよ！」

「げ……！　下げ司すだと!?　私が……この私が、貴様や、クロフトの道具以下だというのか!?　この！　私が！

　お前などただのちんぴらじゃないか！　ただの役立たずだろうが！　その二体──いや、二匹ひきなど、ただの道具、戦うために造られた化け物なんだぞ！」

「二人の生まれなんて知らない！」

　サーシャは言う。

「けど、あなたに比べたらよっぽどちゃんとした人よ！

　研究なんて名目でマーシャを……いろんな人を殺して！　役立たずの化け物は、クリフ、あなたの方よ！」

「……や……！」

　クリフは絶句し、四人を交こう互ごに見渡す。自分に向けられた、敵意と軽けい蔑べつの目、目、目、目。

　そのまなざしが、彼に研究の中止を言い渡した、ディスプレイの向こうにいた男のまなざしと重なる。

　役立たず。

　誰かの声が聞こえる。頭の中に響ひびき渡る。あるいはそれは、自分の声だったかもしれない。

　声は蔑さげすむ。彼のことを。声は否定する。彼の全すべてを。

　自分にふさわしいと思っていたサーシャや、取るに足りないちんぴらと見下していたジャックや、ただの兵器に過ぎないはずのサミィとイーザーにすら侮ぶ蔑べつのまなざしを向けられてもとよりパニックに陥おちいっていた彼の思考が、致ち命めい的てきに短絡シヨートした。

　なぜ自分がこんな目で見られなければならない。なぜこんな言葉を投げかけられなければならない。順調なはずの人生。歩むはずの栄光の階段。それがなぜ今、自分は敵意のまなざしと銃じゆう口こうを向けられている？　誰だ？　誰の責任だ？　一体誰が悪い!?

　──誰でもいい。

　自分に敵意のまなざしを向ける者は。自分に侮蔑のまなざしを向けるものは。すべて悪だ。敵だ。敵ならば倒たおす。倒すのには力が必要だ。

　──力──

　ポケットをまさぐる。取り出したのは小さなナイフ。力。彼の護まもり。刃を出し右手に握りしめる。

　自分でもわけのわからない雄お叫たけびを上げながら、クリフは駆かけた。

　駆けて──

　銃じゆう声せいが、それを阻はばんだ。

　狙ねらってのことか。たまたまか。光はクリフの胸を貫つらぬき──彼は倒れ──

　動かなくなった。

　永遠に。




　おそらく、その日のうちに──

　クロフトとエルパの間に、何らかの取引があっただろうことは、想像に難くない。

　エルパにとっては痛手である。機密データは奪うばわれて、実験施し設せつは破損。人的な被ひ害がいも出ている。被害額は一体いくらになるだろう。

　だがクロフトへの追つい及きゆうや、関係者の断罪を行うには、ことの真相を明らかにする必要があった。

　しかしエルパにとっては、すべてが明らかになることの方が、よほど被害が大きい。バイオウェポンの開発者が、勝手なことをやらかして、おおぜい人が死にました。そんなことが言えるわけはない。

　宇宙進出初期、汚お名めいによって堕だしたエルパにとって、再びスキャンダルにまみれることは最も避さけたいことのうちの一つだったはずである。

　クロフトも、エルパのそんな弱点を重々承知した上で、交こう渉しようをまとめ上げたに違ちがいない。

　泊とまっていたホテルの部屋に爆ばく発はつ物をしかけたのは、間違いなく、サミィとイーザーの二人である。

　衛星港から戻もどってきた二人を、警官たちは敵意むき出しで、事情聴ちよう取しゆのために警察署まで連れてゆき──昼には顔色を変えて、帰っていい、と、力無く宣言した。

　夕方のニュースでは、早朝、エルパの研究所で、宇スペ宙ース・塵デブリの衝しよう突とつが原因と思われる爆発事故が起こり、死者が出た、と報じていた。

　クリフ＝マクレガーの名も、その被害者たちの中にあった。

　誰だれがクリフを撃うったのか。

　結局、警察がそれを調べることはなかった。

　当然だろう。彼は公的には、あくまでも『事故に巻き込まれて研究所で死んだ』のだから。

　うやむやのうちに、すべては不幸な事故として処理され──

　そして数日後。

「行くんだ」

　閑かん散さんとした衛星港のロビーで、後ろから声をかけられて。サミィとイーザー、二人は足を止めた。

　ふり向く先に、小さく笑えみを浮うかべて佇たたずんでいたのは、サーシャだった。

「終わったから」

　サミィは小さく肩かたをすくめる。

　この状態を依い頼らい解決と呼べるのかどうかはわからないが──とりあえず、終わった。それだけは事実である。

「水くさい。それならそうと言ってくれればいいのに」

　歩み寄り、サーシャが言う。

　サミィとイーザーは誰にも告げず、『ラビィ』を去ろうとしていたのだ。

「考えてみたら、お礼も言ってないのよね。それくらいは言わせてよ。

　ありがとう」

「──こっちこそ──ありがとう」

　サミィも礼で返す。

　握あく手しゆを交かわし──それで互たがいに、語るべきことはなくなった。

「それじゃあ──」

　言って、サミィはきびすを返そうとして──

「間に合ったっ！」

　声とともに、ロビーの入り口に人ひと影かげが現れたのはその時だった。

　片手に何かを持ったまま、大急ぎで一同の方にダッシュしてきたのは、ジャック。

　肩で荒あらい息をつきながら、手にしたそれ──小さな花束をサミィに差し出す。

「──？」

　よくわからぬまま受け取るサミィ。

「……み……みず……くせぇぜ……サミィちゃん……イーザーの……兄キ……」

　切れ切れに、彼は言う。

「……そう言や……礼も……言ってなかったって……思って……ホテルに……行ってみりゃ……もう出たって……間に合わねえかと思ったぜ……」

　なんとか息を整えながら、そこでようやく、そばで佇むサーシャの存在に気づいたのか、

「──っててめぇ！　二人が帰るって知ってたのなら声くらいかけろよ！」

「知らなかったわよ！

　その──散歩してたら、たまたま二人を見かけたから」

「──ああ──」

　納なつ得とくし、視線をそらすジャック。

　彼はサミィの手を握にぎり、

「元気でな。サミィちゃん」

「ありがと。あなたもね」

　次いでイーザーの胸板を軽く叩たたき、

「あんたもな。イーザーの兄キ。サミィちゃんのこと、守ってやってくれよ」

「──？　わかった」

　よくわからずに答えるイーザー。

　それで、彼らにとっての別れのあいさつは済んだ。

　やがてサミィとイーザーは、きびすを返し、衛星港のチェックゲートの奥へと消えたのだった。




　艦ブリ橋ツジの外には、見慣れたいつもの宇宙がある。

『ラビィ』を出港し、ワープ可能域まで至る慣性航行に入ったそのあと。

「──ねえ、イーザー」

　宇宙を眺ながめたまま、サミィは言う。

「あたしたちって、何なんだろ」

「何、とは？」

　イーザーがついたシートから、サミィの表情は見えない。

「クロフトは、あたしたちのことを道具として利用してる。クリフも、あたしたちのことを道具だって言った。

　けど──

　サーシャとジャックの二人は、あたしたちが人間じゃない、って知らされても、見送りに来てくれた」

　出発することを二人に知らせなかったのは、恐こわかったから、である。

　拒きよ絶ぜつされるのが。

　クリフと対たい峙じしていた時は、サーシャもジャックも、クリフへの怒いかりからああ言ったものの、やはり人とは違ちがう自分たちと、それまでと同様に接してはくれないのではないか。もしそうなったら耐たえられない。そう思ったのだ。

　だが、二人はわざわざ来てくれた。

「なんかね、うれしかった」

　サミィは言う。

「ひょっとしたら、あたしたちが人間じゃないことを知ってもなお──じゃなくて、単にクリフの言ったことを噓うそだと思ったのかもしれない。

　それでも、なんか、うれしかった」

「そうか」

　イーザーの答えは短い。その中に、わずかにあたたかなものが混じっているように感じたのは、サミィの気のせいなのだろうか。

　彼女は続ける。

「クロフトの道具として使われてる、ってことはわかってる。道具なら、いっそ心なんてない方がいい、なんて思う時もある。

　それでも──

　誰だれかの役に立ってる、誰かがよろこんでくれてる、って考えるとうれしいし、意味のあることなんだ、って思う」

　不器用に言葉を選び、紡つむぐサミィ。

「でも──」

　言いかけて、彼女は言葉に詰つまる。

　でももしも──クロフトが自分たちに、誰の役にも立たない──誰も喜んでくれないことをやれ、と命令してきたなら、自分たちはどうすればいいのだろう──

　そんな問いは、単にイーザーを困らせてしまうだけだろう。

「ジャックは私に、サミィを守ってやれ、と言った」

　イーザーは言う。

　サミィが飲み込んだ言葉の先にあるものを、察したのか、否か。

「わかった、と私は言った。だから私は、サミィのそばにいる」

「……ありがと……」

　サミィは言う。顔を、イーザーの方には向けぬまま。

「──サミィ？」

「……何？」

「──いや──何でもない」

　イーザーは言った。

　外には、ひろがるつめたい虚こ空くう。だがブリッジには、あたたかな空気があった──







　あとがき







　某ぼう月某日。担当さんからの連れん絡らく曰いわく。

「今回、あとがき二ページ内におさめないと、単価が二十円ばかり上がっちゃいます」

　オーケー了りよう解かいよくわかった。ということで短めのあとがきです。

　とか言っといて印刷原げん稿こうチェックの段階でページ数が増えて、結局定価アップになったりしたら大笑い。

　ともあれ、シェリフスターズＭＳの三巻目をお送りします。

　舞ぶ台たいはまぎれもなく宇宙……なのですが、宇宙船だのメカだのに全くスポットが当たってないのは何な故ぜだろう。

　不思議ですが、私は気にしないことにしますので、皆みなさんもどうか気にしないでください。

　……そういえばパワード・スーツとかも全然出番ないなぁ……むろんこれも是ぜ非ひとも気にしないでいただきたいのですが。

　ところで宇宙といえば、皆様はごらんになりましたでしょうか。十一月の獅し子し座流星群。

　ごらんになりましたかそうですか畜ちく生しよう俺は曇くもってやがって結局見られませんでした。見たのは翌日のニュース番組で。寒っ。

　なんだか、見えたところではとことん見えたそうで。私のある知人など、すっかり忘れていたところを家族の方に言われて、そういえば、と、半分もののついでに空を見たところ、やたらいっぱい見えたそうです。

　知人からその話を聞いた時、私は殺意という言葉の意味を知りました。

　いや、やはりこれはあと三十年生き抜ぬいて、自分の目で見ろということに違ちがいありません！　そういえばハレー彗すい星せいも見られんかったなぁ……あと何年だっけ？

　ということは、科学技術といっしょに医い療りよう技術にもとことん進歩してもらわなければ。

　たとえ体の八割九割をサイボーグ化して……いや、脳幹と視覚神経のみの存在となったとて必ずっ！　とまでやって当日もやっぱり曇ってたら激寒。

　むう。天候操作か。天候操作にまで手を出せと。

　そこまでやるならいっそ、どこぞの総そう帥すいにア○シズでも落としてもらって、それを見物でもした方が早そうな。いや、実行されても困るんですが。

　などと言ううち、そろそろ二ページ。ということで──

　それでは次回、またお会いしましょう。
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